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　さざめく波間にいくつかの探照灯が揺らいでいた。

　暗く淀よどんだ雲はのっぺりと水平線に腰を降ろして、小さな漁船を吞のみ込もうとしている。

「また増えとるか──」

　翁おきな居い幻げん三ぞうは舌打ちとともに船の背後を振り返った。その皺しわ顔がおには憂ゆう鬱うつの色が濃い。

　つい先程までは一つしか見えなかった追おっ手ての探照灯が、今は複数に増えていた。本州までの距離はまだ相当にある。

　幻三が島から盗ぬすんだ船は決して足が遅おそいということはなかったが、追っ手の船の方が馬力には勝まさっているらしく、その距離は徐じよ々じよに狭まりつつある。夜明けまでに撒まけなければ、追いつかれることは必ひつ定じようだった。

　いざとなれば海に飛び込むことも考え、幻三は救命胴どう衣いを身につけていた。しかし、七月の太平洋とはいえ水温は決して高くない。自分の老体を思うと、波間に漂えば一日ももたないこともわかりきっている。

　──おとなしく捕まるか、それとも死ぬ覚かく悟ごで飛び込むか。

　夕方までは晴れ渡っていた海の上には、今は低気圧が立ち込めていた。まだ雨こそ降っていないものの、雲は低く分厚い。月の光も遮さえぎられた暗夜に、探照灯はゆらゆらとしつこく追ってくる。

　幻三は背後の灯を歯は嚙がみして見やり、自分が『島』でおこなった行為について、改めて記憶の糸を手た繰ぐった。

　特に島民の怒りに触れるようなことをしたとは思えない。しかし島の人々は幻三の『何か』に反応し、いくつもの船を出してまで追ってきている。

　捕まれば只ただで済まないことは、幻三にも想像できた。

「このポンコツ──ニトロでも積んでないんか」

　不安を紛まぎらわす独り言が震えた。

　幻三がその島を訪れたのは、自らのライフワークと定める研究のためだった。そのついでに久々の田舎いなかの空気を楽しもうと、二週間ほどは居座るつもりだったが──滞在の三日目にして、幻三は予定の大幅な変更を余儀なくされている。

　幻三は必死に今日あったことを回想した。その中に必ず、島民を刺激した「何か」があったはずである。

　その何かがわかれば……

　追ってくる島民の様子から察するに、謝罪は受け入れてもらえそうにないが、あるいは取引きを思いつくかもしれない。舌先三寸で丸め込むにも情報は不可欠だった。

　今朝。

　島で唯ゆい一いつの民宿で朝六時に起床し、主の友とも郎ろう爺じいさんと朝っぱらから般若はんにや湯とうをやった。

　午前中。

　島の周囲を巡り歩き、風雨で顔の無くなった地蔵さんにお参りした。

　昼。

　民宿でもらった弁当を海辺で平らげた。たまたま居合わせた島の娘と世間話をしたが、特に険けん悪あくな話題はかわしていない。

　午後。

　民宿で友郎爺と世間話をしつつ、自分の研究について愚ぐ痴ちった。

　そして夜。

　部屋に侵入した何者達かに襲われ、幻げん三ぞうは慌あわてて杖つえを振り、部屋を飛び出した。縁側から庭を抜けた先には、もう懐中電灯の灯がいくつも蠢うごめいており、幻三はやっとの思いで人目を避さけ、港から一隻の漁船を盗ぬすみ出した。

　その懐中電灯の数からして、島の全すべてに追われていることは疑いようがなかった。

　心当たりは、一つ──

　幻三は自分の研究について、民宿の老ろう爺やに話した。そして、この島へ来たきっかけである、顔かお馴な染じみの女子高生から聴いた民話のことも話した。

　それだけが、幻三が今、思いつく原因である。

　こんな南の島で──

　否いな。

　こんな南の島だからこそ、これまで見つからなかったか──幻三は口の中でそう呟つぶやき、関節の硬かたい肩を震わせた。

　嬉うれしいのだか怖こわいのだかは自分にもよくわからない。おそらくは、その両方である。

　翁おきな居い幻三は、ある種の「実在する神」について研究をしていた。要は趣味の学者である。その研究内容は民俗学と宗教学をあわせたようなもので、学問よりはむしろオカルトに近い。

　その幻三がこの島──徒と帰き島のことを知ったのは偶然のことだった。趣味で経営する骨こつ董とう店てんの馴染み客から、『自分の田舎いなかには土ど着ちやくの神様がいる』と聴いたのが、そもそもの発ほつ端たんである。何かあればめっけもの、無かったらただの旅行にすればいいぐらいに思っていた。

　しかし──この分だと無む駄だ足あしにはならなかったらしい。

　もし追われている理由がそこにあるとしたら、その得え体たいの知れない『神』はこの島にいた可能性が強い。あるいは──まだ、いるのかもしれない。

　暗雲から、たまりかねたように大粒の水滴が滴したたりはじめた。水滴はすぐに豪雨となり、甲板を叩たたくその雨足の強さは、まるで追おっ手てが乗船してきたような錯さつ覚かくを幻三にもたらした。

　指先で舵かじに触れつつ、一方の手に杖を確認する。握っているのはブランドエストックという、西洋の仕し込こみ杖づえだった。日本の仕込み杖とは仕組みが異なり、手元の留とめ金がねを外はずして振り回すと細い刃が杖の中から飛び出す仕掛けになっている。その刃を杖の先で固定すれば簡かん易い槍やりにもなった。

　リーチは杖の二倍に近く、よくある日本の仕込み杖よりも奇襲には向いている。ただし、長い柄えとなる部分が筒状のため、強度に欠ける嫌きらいはあった。

　今までは護身用というより杖の代用品でしかなかったそれを、幻げん三ぞうは改めて握り締めた。寄る年波のために筋力も衰おとろえつつある自分の腕を考えると、かなり心許もとない武器ではあったが、ないよりは遥はるかにましである。

　周囲の窓を雨は強く叩たたいていた。

　波が強さを増す雰囲気を察し、幻三はそこに微かすかな望みを見出した。海が荒れさえすれば、相手が幻三の船を見失う公算が出てくる。相手はレーダーを備えた軍用艦などではなく、単なる漁船、積んでいる器材といえば、せいぜい魚群探知機と網ぐらいのはずだった。

　灯あかりを消している幻三の船を、相手は見失いつつある──そうと信じて幻三は転てん舵だした。もっとも近い港へ向けていた舳へ先さきを微かにずらし、何処いずことも知れない浜辺を目指す。それで探たん索さくの目をごまかせるとは思わなかったが、無む策さくに港を目指すよりはいいような気がした。

　振り返れば、波の間に見えていた探照灯が、心なしか遠ざかったようにも見える。

「うむ──よし、天運はこちらにあるか」

　ほっと呟つぶやいて、幻三は胸ポケットからつぶれかけた煙草タバコの箱を取り出した。ホープは最後の一本だった。島で買いそびれたために買い置きはない。

　最後に残った一本の希望ホープ──

　ちとこいつは出来過ぎか、と力のない笑いを漏もらす余よ裕ゆうもでてきた。探照灯はいよいよ遠ざかりつつある。

　潮風に少ししけった煙草をくわえたまま、幻三はズボンにライターを探した。右にはない。左にもない。床ゆかは暗すぎて見渡せない。何ど処こかで落としたらしいと察し、幻三は煙草をくわえたまま小さく舌打ちした。

　しゅぽっ。

　背後で、妙に懐なつかしい音がした。

　幻三の背に冷や汗が浮いた。振り返ろうと頭で命令しつつ、しかし体はそれを頑かたくなに拒否した。

　追おっ手ての船は、まだ遥か彼方かなたにあるはずだった。それは間違いない。

「はは、は……」

　幻三は掠かすれた喉のどから、引きつった笑い声を絞しぼり出した。

　前方の窓を雨が激しく叩く。そこに先程まで見えなかった小さな光点が、反射して揺らいでいた。

　波の向こうではない。

　幻げん三ぞうのすぐ背後──灯ひは、そこにぼんやりと浮いている。

　光に照らされて、白い巫女みこ装しよう束ぞくを濡ぬらした娘が、硬こう直ちよくした微笑を浮かべていた。幻三の背筋がざらりと粟あわ立だった。

　頰ほおの横を熱い風がすり抜けていく。ガスライターの暖かい炎が、すぐ横目に見えた。

　聖火を捧げ持つように、娘の白い指が炎を幻三の口くち許もとに寄せる。

　幻三は唇くちびるを震わせながら、煙草タバコの先に火を灯ともした。

　背後にはもう、複数の気配が感じられた。

　大きく深く煙を吸い、ゆっくりと長く吐き出す。味も感じないほどに喉のどがひりついた。

　それが、文字通り最さい期ごの一服かもしれなかった。

　──低気圧の下。

　七月の海は、いよいよ荒れつつある。
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　興奮の赤。

　冷れい徹てつの白。

　理性の青。

　歓かん喜きの黄。

　老成の茶。

　怨おん念ねんの黒。

　この世には、ありとあらゆる色がある。

　例えば、窓の下に見える新聞配達の青年。

　ある種のかったるさを象徴するように無関心の白色をまとい、更さらにそれが仕事という意味で、青い理性を混ぜ合わせている。

　人にはそれぞれ、時と状況に応じて色があるのが、僕にとっては普通のことだった。

　最初は幼稚園の時。

　お絵描きの時間に、僕の絵だけは、人の体の周りにそれぞれの色が湯ゆ気げのように漂っていた。

　保母さんはアニメに出てくるオーラのようなものだと思ったようで、深くは突っ込まれなかったけれど、当時の僕は他の子の絵に『それ』がないのが不思議で、近くにいた女の子に問い掛けた。

「なんで色、つけないの？」

　女の子は不思議そうな顔をして、軽く首を傾かしげただけだった。

　たとえば普通の人間でも『顔色』を見れば、大たい概がいの感情はわかる。怒っていたり、憮ぶ然ぜんとしていたりすれば尚なお更さらわかりやすい。

　でも、僕の眼めに見える『色』はもちろん顔色とは違う。

　例えば付き合っているはずのアベックがもう、お互いの無関心を示す白をまとっていたり、それから笑いあっている友達同士の間に怒りの赤が燃えていたり。

　前向きな正の感情は明るく。

　後向きな負の感情は暗く発色する。

　それが普通じゃないことに気付いたのは、物心ついて久しい頃ころだった。

　そんなものが見える理由は、自分でもさっぱりわからない。

　ただ、自然発火を起こすわけでも、念ねん力りきが暴走するわけでもなし。

　生きる上では特に、問題はない。

　ほんの少し、人の感情が見えすぎるだけで。







　近所の街角、河岸の野良猫、屋上から見た町並み──

　そんなよくあるモノクロの風景画に混じって、一枚の繊せん細さいなラフがスケッチブックの紙上にあった。

　来らい光こうに飛び立とうと羽を広げる天使と、それを囲む小鳥の群れ──

　構図もモチーフもありがちで、描いた当人は浮かない顔をしている。細かい部分の質感こそ出ていたが、それらはあくまで技術的なことでしかない。

　──要は、駄だ作さく。

　いったん描いたラフ画に溜ため息いきを吹きかけ、希き崎ざき心しん弥やはすげなく紙に消しゴムをかけはじめた。

　体を消して背景を消して、顔までを消そうとしてふと手を止める。表情はそれほど悪くない。童顔ではあったが、やけに大人おとなびた天使も嫌いやだったから、それはそれでいいと思った。

　スケッチブックを傾け、上下左右に見る角度を変えてみる。

　迷った末に顔だけを残したまま、心弥は頁を閉じ、居間の椅い子すから立ちあがった。

　独り暮らしには広すぎる家にただ独り──

　真夏とはいえ、まだ日も昇りはじめたばかりの早朝だけに、部屋の中は涼しい。それにくわえて、気温を更さらに低く感じさせる、寒いほどのもの寂さびしさが漂ってもいた。

　居間の壁には、署名サインもない一枚の大きな絵が掛かっていた。

　描かれた情景は、静かな湖こ畔はんの森の陰かげ──

　歌にでも出てきそうな、無難な油絵の風景画だった。背景は雪をかぶった高山と青空で、唯ゆい一いつのアクセントのように、木陰に木の十じゆう字じ架かが立っている。そこは誰だれかの墓らしい。

　オリジナリティの欠片かけらもないその絵は、建て替える前の古い家では、心弥の部屋に飾ってあった。

　赤ん坊の頃ころの心弥は、その絵を見ると何故なぜか泣き止んでいたらしい。それで子守りがわりにも使われていたため、彼はその絵を見続けて育ったことになる。

　両親は『作者も知れないただの風景画』といっていたが、心弥はその絵の奥に、不可思議な広がりを感じていた。

　モチーフこそ平凡だが、題材を紙の奥に再現する緻ち密みつな筆使いも素人しろうと技わざではなく、そこには何かが籠こめられているようにも思う。しかし籠められたものが何かは、何年見続けてもまだわからない。

　無関心か諦てい観かん、清せい澄ちようの白──

　その絵には、人の周囲に見えるものと同じ類たぐいの色が確かにあった。人と違うのは、その色がいつ見ても変わらないことだけである。

　すべての絵に感情が見えるわけではない。名画と呼ばれるものの中にさえ、それが見えないものもあれば、まったく無名の安い絵が綺き麗れいな感情の色を備えていることもある。ただしそれらの中でも、『白』を発色する絵はごくごく希まれだった。

　日課のように絵をしばらく眺めてから、心しん弥やは壁掛け時計に視線を転じた。

　もうじきに朝の五時になろうとしている。

　今朝の心弥は四時に目覚めてすぐ、枕元に置いてあったスケッチブックをつい手にとっていた。朝食も取らないまま丸一時間、ラフを眺めて首を捻ひねっていたことになる。

　そうしたことは珍めずらしくもない。一時間で決断がついたのはむしろ速い方で、中学時代に市の展覧会で銀賞を貰もらった時の作品は、ラフの段階で五十回ほども書き直していた。

　もっとも──その作品が会かい心しんの作だったかといえば、彼には未いまだに疑問が残っている。心弥の目から見れば、会場にはもっと良い作品がいくつかあったはずだった。

　確かに──自分の作品が出していた『感情の色』は、出品作の中でもまさしく出しゆつ色しよくだった。ただ、その色が見えないはずの審査員達が、自分の作品を選んでくれたことが解げせない。

　──その銀賞については、「モデルが良かった」というモデル本人のコメントもある。当時は軽く受け流したが、今の心弥はむしろ納なつ得とくしかけていた。

　つい先程に火をつけたばかりのガス台では、もうやかんが湯ゆ気げを吹き始めていた。

　粉コーヒーを軽くスプーン一杯。カップに落として湯を注ぐ。

　午前五時。

　夏の日の出ははやかったが、サッシの外の空は雲に遮さえぎられて薄暗かった。

　薄いコーヒーをすすりつつ、心弥は改めて机上のスケッチブックをぱらぱらとめくった。

　ろくな絵がない。本気でそう思う。




　ぴーんぽーん。




　思し考こうを遮る唐とう突とつなチャイムに、心弥は軽く眉まゆをひそめた。

　午前五時。

　借金取りの朝あさ駆がけならともかく、生あい憎にくと心弥に借金の記憶はない。となれば、こんな時間に来る客は一人しか思いつかなかった。

　コーヒーカップを携たずさえたまま、廊ろう下かを玄関に歩く。

　薄暗い下げ駄た箱ばこの向こうでは、何故なぜかがちゃがちゃと鍵かぎ穴あなが動いていた。

　心弥は無言のままに扉ドアを開けた。

　目の前に、見慣れた娘が腰をかがめている。

　好意の桃色が強く、歓かん喜きの黄色、理性の青色の順。後は判別しがたい色がｅｔｃ、ｅｔｃ。

　絵にすればごっちゃになるはずの正の方向性をもつ色が、綺麗に調和している珍しい娘だった。

　その手元には、一いつ対ついの細い針金がある。

「あ、心しん弥やちゃん、おはよ！」

　中腰のまま彼の顔を見上げ、娘は小首を傾かしげて微笑した。

　肩口ほどで揃そろえたセミロングの髪がふわりと甘あまく匂におう。小さな黒ネクタイと同色のベストの装よそおいは、一見して清せい楚そな印象があったが、心弥の眼めから見れば、それは明らかに猫かぶりだった。
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　古い付合いの露つゆ草くさ弓ゆみを見やり、心弥は彼女を玄関に迎え入れた。

「おはよ。後学のために聞いておくけれど、いま何してた？」

「見てわかんない？　ぴっきんぐ。ホントに簡単に開くのかなぁ、と思って、試しに」

　爽さわやか極まりない笑顔で、腐くされ縁えんの幼なじみは答えた。色に少し桃色が増える。

「……で、開きそうだった？」

「んー、もうちょいって感じ。時間さえあればなんとか」

「強ごう盗とうさん、うちには金目のもんなんてないですよ」

「それはよぉぉぉぉく、知ってるけどね」

　からからと笑い、弓は悪びれもせず心弥の脇わきをすりぬけ、玄関に上がり込んだ。行きがけに靴入れの上へ針金を置き捨てていく。

　その手元には、大きめの紙袋が一つ。

　玄関先にはもう一つ、使い込んだ旅行用のボストンバックが降ろされたままだった。

「まだ寝てるかと思ってたんだけど、もう起きてたんだね。あ、荷物あげといてくれる？　それと朝はコーヒー、やめといた方がいいよ。胃に悪いから」

　一方的に言って、弓ゆみは膝ひざ丈たけのスカートを翻ひるがえし、弾はずむような足取りで奥へ消えていった。勝かつ手て知ったる他人の家とばかりに、スニーカーを揃そろえもしない。

　心しん弥やは欠伸あくびまじりにその背を見送ってから、言われた通りにバッグを玄関へと運び込んだ。その顔には、子供の我わが儘ままを聞くような諦あきらめが見える。

　心弥が居間へと戻ると、弓はカウンターを挟はさんだキッチンに立ち、自分の紅茶を淹いれはじめていた。

　微かすかに漂うリンゴの匂におい。それは当然の如ごとく、希き崎ざき家の物資である。

「相変わらず、やっすいフレーバーティー飲んでるねー。これ、この間のセールで買ったやつ？」

「安物好きはお互い様だ。で、何しに来たの？」

　心弥はもう一つ欠伸をかました。夏休みということで、昨夜は遅おそくまで絵を描いていた。そのくせ朝が早いのはいつものことで、休みに入ってのここしばらくは、昼寝で寝不足を補う習慣がついている。

　くるりと向き直った弓は、スカートの端をつまんで西洋風に軽く会え釈しやく。

「あ。不安だったので迎えに来てみました♪」

　銀賞をとった能天気ノウテンキな笑顔だったが──

　心弥はいぶかしげに眼めを細めた。弓の色には、ごく薄く不安の灰色が混ざっている。なにか隠かくし事ごとがあるような気がした。

「──迎えって、いま朝の五時だよ。待ち合わせは八時じゃなかったっけ？」

「だって遅刻されたら洒落シヤレにならないでしょ。飛行機、一日一便しかないんだし。それに荷物の整理、ちゃんと終わってる？」

「終わってるよ。子供じゃあるまいに」

　昔から少しも変わらない弓の言いい種ぐさに、心弥はつい吹き出した。

　今日から一週間。

　心弥は、中学時代からの友人と連れ立って、離島に旅行する予定を立てていた。特に行きたくて行く旅でもない。滞在先は、目の前にいる幼なじみ、露つゆ草くさ弓の実家だった。

　ただし──『実家』とはいっても、彼女自身、一度も帰ったことのない実家である。

　数年前に亡なくなった彼女の父親がその島の出身で、島に居る老齢の祖父が『死ぬ前に一目、孫に会いたい』と──そういう事情らしかった。

　最初は、そんな事情のある旅行についていきたくはなかった。せっかくの邂かい逅こうに水を差すのも気がひける。

　しかし弓ゆみは、むしろ拝むようにして心しん弥や達を強ごう引いんに誘った。彼女の母親も仕事の都つ合ごうで行けないらしく、いわく『一人で行っても、おもしろくない』──

　それはそうだろう、とは心弥も思った。

　心弥の両親は、仕事の都合で海外に住んでいる。彼一人が日本のこの持ち家に残っていたが、この夏も『遊びに来い』という誘いを丁てい重ちように断ったばかりだった。

　希き崎ざき家に至っては、古い付合いの両親相手でさえそれである。初めて会う祖父が相手では、弓の気が進まないのも充分に理解できた。

　どだい、親子も親族も断絶の時代ではある。両者が別の意識存在である以上、溝みぞは目立つか目立たないかの違いはあれ、必ず存在する。

　なんとなくでもそれを意識するようになってから、心弥は余計に趣味の絵に没ぼつ頭とうするようになっていた。理由は自分でもわからない。ただ、絵を描いていると、対象と自分の間にある溝みぞが、少しだけ狭まるような感触があった。

　希崎家の両親が、一人息子むすこを残して米国に移住し数ヶ月。

　その数ヶ月でほぼ彼女専用と化したカップに、弓はとぽとぽと紅茶を注ぎ、心弥に視線を向けた。

「朝ごはん、まだだよね？」

「今、飲んでる」

「──ほんっっっとに体壊こわすよ？」

　呆あきれかえって溜ため息いき一つ、弓は足元の紙袋を持ち上げて見せた。

「ほら。旅行前で冷蔵庫も空からっぽでしょ？　私もまだだから」

　実家への土産みやげ物ものとも見えたそれからは、微かすかに食料の気配が漂っていた。

　心弥は素直に顔をほころばせた。

「あ、助かる。いつも悪い」

「悪いと思ってるなら、お茶の一杯くらい淹いれてくれても良さそうだけど？」

「……淹れる前に勝かつ手てに淹れてたろ」

「そうだっけ？」

　一いつ蹴しゆうして片手に紅茶をすすりつつ、弓は手早くポリ容器にいれたビーフシチューを皿に分けた。一方を電子レンジに放り込み、これも持ってきた食パンをトースターにかける。

　心弥はなんとなく手持ち無ぶ沙さ汰たのまま、見るつもりもないテレビをつける。

　箱の中では、ローカル局の地味な朝の顔が記事を読んでいた。

　顔は笑顔。色は飽あきを示す灰色。そんなものである。

　テレビをＢＧＭにして、心弥は台所にたち働く弓を呆ぼうっと眺めた。

　その周りに揺らぐ色も見慣れて久しい。

　いつからかはよく憶おぼえていなかったが、彼女が自分に好意を抱いてくれていることはその色で容よう易いにわかった。だんだんと強くなっていった好意の桃色は、一年ほど前に毒どく々どくしいほどになったが、最近はほどよく落ち着いてきている。

　自分の手を眺めると──そこにも微かすかに桃色が見えた。

　感情の桃色はつまり、興奮や情熱の赤と、リラックス・安心の白が混ざり合った色でもある。

　電子レンジが鳴り、弓ゆみは温まったビーフシチューを取り出した。続けてもう一皿をレンジにかける。

　その指先に、奇妙な形の指輪が光っていた。

「露つゆ草くさ、それ──」

「ん？」

「──指輪」

　それが瞼まぶたと目玉を象かたどったもののようだった。曲線や装飾にはエジプト的な雰囲気が濃のう厚こうに漂っている。

　妙にオカルティックで、彼女の趣味には見えない。誰だれかに貰もらったのかと聞こうとして、しかし心しん弥やは口では別のことをいった。

「変わったデザインだね？」

「あ、これ？　いいでしょ、翁おきな堂どうのお爺じいちゃんにタダで貰っちゃったの」

　裏表のない笑顔は、そこらの子供よりも更さらに子供じみていた。一応は同おない年どしのはずだったが、異能のために昔から人の本心を見てきた心弥が『枯れてる』『爺じじくさい』といわれがちなのとは対照的でもある。

　──実際、枯れもする。顔で曖あい昧まいに笑って心で怒るような、顔色と感情の合わない人間が世間には多すぎた。その点、幼なじみの弓はどちらも正直で、だから一いつ緒しよにいても苦痛を感じない貴重な存在ではある。こればかりは性格以外の何者でもない。

　弓が答えた店の名は、心弥もよく知っていた。

「……翁堂？　なんでまた？」

「期末テストのちょっと前だったかな？　みんなと冷ひやかしに行った時に、うちの田舎いなかのこと話したら、『いい話を聴いたからお礼に』って、これくれたの」

　弓は無邪気に金色の指輪をみせびらかした。

　駅前の骨こつ董とう店てん『翁堂』は、この界かい隈わいの老舗しにせだった。

　仕事柄、あまり儲もうかっているようにはとても見えないが、心弥が生まれる前からあることは確かで、水みな門と市の隠かくれた名所でもある。

　心弥も昔、店内に飾ってあった絵が気になって、通い詰めたことがあった。

　見に行った絵は、空くう虚きよな眼めの青年を描いた古びた線画──

　それは完全な白を発色していた。

　人間ならば、無関心や冷れい徹てつの白を持つ者は珍めずらしくもない。

　しかし、絵を描く上でもし筆に感情が籠こもらなければ、無関心の白さえも発色できないのが常である。心しん弥や自身も、そうして描かれた自分の駄だ作さくをいくつも破いてきたし、事実、世間にあるほとんどの絵から、心弥は何の発色も見れないでいる。

　なかでも『完全な白』を発色するのは、水すい墨ぼくの名画に見られる清せい澄ちようの白くらいなもので、西洋絵画ではどうしても、絶望の黒色や情熱・興奮の赤色が混じりやすい。

　しかし翁おきな堂どうの線画には、余計な色は一いつ切さいこめられていなかった。心弥が見て育った風景画も同様である。

　あるいは同じ作者の絵かもしれないと心弥は思ったが、翁堂の線画には『ＧＲＡＮＤＲＡＣＥ』の署名サインがあり、自宅の風景画にはそれがない。また風景の油絵と横顔の線画では筆のタッチも比較できず、確認する方法もなかった。

　そんな絵が店との縁えんになって、なんとなく暇ひまがあると、今も冷ひやかしには行っている。

「店先では、千円の値札がついてた安物なんだけどね」

　弓ゆみはそういって指輪を外はずし、軽く投げて寄越した。取り落としそうに二度ほど弾はじいて、かろうじて空中で摑つかむ。よく見るまでもなく、明らかに金メッキの安物だった。

「そういえばあそこ──今年は休みが長いね」

　指輪をテーブルに置き、心弥はしんみりと呟つぶやいた。

　件くだんの翁堂はここしばらく、雨戸を閉じたままになっている。元から営業時間も決まっていない店で、頻ひん繁ぱんに長い休みをとることは珍めずらしくはなかったが、それにしても今回は長い。

「うん。ちょうど私がこれ貰もらった、少し後からだと思う。夏バテとかで、倒れてなきゃいいけどね」

「あそこの御主人も年だからな。元気は元気だけど、血圧も高そうだし」

　心弥の言葉にうなずいて、台所の弓は温まった皿をレンジから取り出し、脇わきにトーストを添そえた。

　デミグラスソースの甘あまい香りに、香こう辛しん料りようらしき匂においが混じってほのかに漂う。

　弓が二つの皿をテーブルに並べ始めたところで、ふと、からからと屋根の上に音が落ちた。朝の静けさに耳みみ障ざわりに響く。

「──なに？　あの音」

　天てん井じようを見上げ、弓が呟いた。心弥は特に頓とん着ちやくもせずに、皿を引き寄せる。

「あぁ、カラスだよ。うちの屋根にほら、風かざ見み鶏どりがあるだろ？　どういうわけか知らないけどこの頃ごろ、よくちょっかい出してくるんだ」

「ふぅん、縄なわ張ばり争いかな？」

「さぁ？　案あん外がい、惚ほれてるのかもしれないよ。じゃ、いただきます」

「うん」

　まずは一口。スプーンですくった紅あかい液体をすする。

「────────」

　心しん弥やは咄とつ嗟さに固まった。微かすかに甘あまかったのは最初だけで、すぐ舌先に痺しびれるような刺激が走り、額に汗が浮いた。

「──── 辛からっ！」

「……あ、やっぱり？　タバスコいれすぎたかなぁ、とは思ったんだけど」

　一方の弓ゆみは平気な顔で、テーブルマナーも完かん璧ぺきにスプーンを口に運んでいる。

　心弥は啞あ然ぜんとして紅あかいスープを見つめた。

「……ビーフシチューに、タバスコ？」

「だって好きなんだもん。心弥ちゃん、辛いの嫌きらいだっけ？」

　弓は上うわ目め遣づかいに不安げな眼まな差ざしを心弥に向けた。

　慌あわてて心弥は、うっすらと煙のように漂うその色を読む。不安の灰色が強く、下手へたな対応をすれば気まずくなりかねない状況だった。

「いや、これはこれでおいしいと思うけど」

　心弥は曖あい昧まいな微笑を浮かべた。

　辛いビーフシチュー──それは既すでに別の料理だったが、そうわかっていて食べれば、味そのものはそれほど悪くない。

　弓の色は眼めにみえて和やわらいでいった。

「良かった！　ほんとは、ほんの少ーし隠かくし味あじのつもりだったんだけど、つい手が滑すべって──どぼん、と」

　片目をつむって、弓は手を合わせて見せた。色はまた変化して、照てれの混じった赤と、言い訳する理性の青、その二色が混ざりあって明るい紫むらさき色いろへと転ずる。複雑な心境らしい。

　それでも最後は食える味に仕上げられたことに、心弥はむしろ感心するしかない。

「あ、そーだ。昨日さぁ……」

　ゆったりとスプーンを動かしながら、弓は話題をそらした。

「うん？」

「夜、浅あさ野の君から電話あってね。夏なつ風邪かぜひいちゃったからキャンセルだって。それからこずえは、三日くらい前に親しん戚せきの伯母おばさんが亡なくなったとかで、田舎いなかに帰るって話」

「へぇ。浅野もよく風邪ひくね──って、ちょっと待った」

　心弥の声は裏返りかけていた。

「やー、ほんと。夏風邪って怖こわいよね。こずえの伯母さんも風邪こじらせてＭＲＳＡがどうとか」

「──じゃなくて。それ、初耳」

「うん。今、初めて話したから」

　弓は軽く肩をすくめた。その顔色は少しも変わっていないが、先程から出ていた色の、それぞれの発色が強くなっている。それは緊張からくるストレスが、感情に影響した結果だった。

「ちょっと待った」

「はい、ちょっと待ったコールだー」

「古いって。いやそれより……つまり、二人旅ってこと？」

　心しん弥やは微かすかに眉まゆをひそめた。

「どうしてもあれなら、近所の野良猫連れて三人とゆー手テも」

「一匹、それ一匹」

「──まさかいまさら、一人で行けとかいわないよね？」

　見つめる弓ゆみの眼めが、嫌いやな光を宿して据すわっていた。

　心弥は出しかけた言葉を寸すん前ぜんで止める。

　──深く沈む静かな赤色は、爆発前の感情の昂たかぶりを示す。

　弓の眼が据わるのは泣く前ぜん兆ちようか、あるいは数年前までなら、『泣かされる』前兆かだった。

　心弥の困こん惑わくを見抜いて、弓は静かに、しかし極めて効果的に囁ささやいた。

「──ね。私と二人旅だと嫌いや？」

「──────────────いや、そういうわけじゃ」

「なに今の間ま。感じ悪っ」

「いや、唐とう突とつだったからつい。でもそうか……浅あさ野の達はキャンセルかぁ……」

　心弥は思し案あんげに、口くち許もとに手を添そえた。

　それを拒絶の態度ととったのか、弓の色が激しく動いた。どちらかといえば、負の方向に強い。

「でもホテルとかに泊まるわけじゃないし、私のお爺じいちゃん家ちよ？　部屋だって、ぜったい別々なんだし」

　何気に声が低い。心弥の背には冷や汗が浮いた。

「まぁ、それはそうだろうね」

「それともなに。こずえや浅野君が来ないと行きたくない、と」

「別にそんな──」

「じゃあ、なぁに？」

　にっこり。

　その笑顔の一歩奥に、染しみ出すような凄すご味みがあった。

　断れば、泣く。

「──心配しなくても、ちゃんとお供ともはするって。浅野も風邪かぜじゃ仕方がないからな」

　その答えを聞くや、弓は破顔した。

　しかし心弥は表情を改め、言葉を続ける。

「そのかわり、向こうではちゃんとお爺さんの相手しなよ。僕はずっと絵でも描いているから」

「あ──う、うん」

　弓ゆみは曖あい昧まいに小さく頷うなずいた。

　幼なじみの少女が、初めて会う祖父に強い不安を覚えているのは、その『色合い』でもう知っていた。

　もし一人旅となれば、その不安がより強くなるのは明らかで、だから誰だれかがついていくのはむしろ、両方にとって良い結果になると心しん弥やは考えていた。

　ただし、それが心弥一人となると話は別である。弓にとってのこの旅行の目的が『祖父に会うため』でなくなってしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだし、なにより、呼んでくれた彼女の祖父に悪い。

　心弥はタバスコの効いたシチューにトーストをつけつつ、話題を転じた。

「浅あさ野のの風邪かぜ、ひどそうだった？」

「え？　うーん、どうだろ。ちょっと鼻声で苦しそうだったけど、本人はたいしたことないっていってたよ」

　応こたえた弓の色は、もういつもと同じ発色に戻っていた。心弥はそのことに安あん堵どする。

　朝食を続ける二人の傍かたわらでは、テレビが一方的に喋しやべり続けていた。

『──本日は一日、曇天くもりでしょう。また南の海上には、ここ数日で台風が接近してきます。海へお出かけの方は充分にご注意ください』

　灰色の浮いたアナウンサーは冷さめた口調で呟つぶやき、続いて商品名も定かでない、けたたましいフレーズのＣＭがはじまる。

　いつもとさして変わらない、日常だった。







　水みな門と市中心部の、とある駅前近く。

　三方を賃貸ビルに囲まれた、日の光も届かない裏うら路ろ地じに、萎しなびた骨こつ董とう店てんがあった。

　サラリーマン姿の男が、古びたその木造家屋を見上げ、独り深い溜ため息いきを吐く。

　ねずみ色の背広に黒くろ縁ぶちの四角眼鏡メガネ──

　ポマードで七三にかためた髪と、使い込まれた通勤鞄──

　昭和五十年代的サラリーマン、そのままの格かつ好こうをした瘦そう身しんの男は、ビルの谷間に立ち尽くしていた。

　街が近代化していく中で、そこは地上げもされず、また持ち主も代わらずにずっと残されてきた珍めずらしい場所だった。

　黒く変色した年代物の木看板には、判別も難しい墨字で『翁おきな堂どう』とある。

　日ひ頃ごろは広く開かれている店頭には、今は木の雨戸が一面にかかっていた。シャッターなどという小こ賢ざかしい文明の利器は設置されていない。

「幻げん三ぞう先生。いませんかね」

　無人の裏うら路ろ地じに、その男、宇う津つ星ぼしの声が寂さびしく響いた。

　返事はない。

　内ポケットから手袋を取り出し、両手に嵌はめる。

　早朝の六時。

　時刻が時刻だけに空あき巣すにこそ見えないが、見る者が見れば、その仕し種ぐさには善よからぬ風ふ情ぜいが漂っていた。

「いませんか──入りますよ」

　返事がないのに業ごうを煮にやし、宇津星は雨戸に手をかけた。鍵かぎも掛かっていない雨戸は軋きしみながら横に開く。

　骨こつ董とう店てん、翁おきな堂どうの中は薄暗かった。昼でも周囲のビルに日差しを遮さえぎられる場所だったが、殊ことに今朝は曇どん天てんのために、淀よどむような闇やみがそこに広がっている。

　宇津星は夜目を効かせるようにして、店内にそうっと足を踏みいれた。

　古代のものと思おぼしき銅どう鏡かがみ、古ふる臭くさい中世の西洋絵画、南国の民がつくった巨大な仮か面めん、古今東西のあらゆる珍ちん品ぴんが、無む節せつ操そうに陳ちん列れつされている。

　壁にかけられた竹たけ筒づつにしか見えない品は、突とつ火か槍そうという使い捨ての火器。

　その隣の竹の杖つえは、刃を仕込んだ忍しのび杖づえ。

　芥かい砲ほうと呼ばれる江戸期の短銃もある。どれも実際には安価ながら、非売品扱いの物ぶつ騒そうな品々だった。

　宇津星にとっては、全すべて見慣れたものである。

　カウンターの奥には、居住空間へと続く扉ドアがあった。この扉は家より少々新しく、ノブにはきちんと鍵が掛かっている。

　宇津星は上じよう司しから預かった合鍵で扉を開けた。

　きぃぃ、と、錆さびた蝶ちよう番つがいが耳みみ障ざわりに泣いた。

　板張りの廊ろう下かにはホルマリン漬づけの瓶びんがずらりと並んでいる。

　いまさら中身を覗のぞく気にもなれず、宇津星は刺し激げき臭しゆうに眉まゆをひそめて、奥へと上がり込んだ。

　人ひと気けは全く感じられなかった。翁おきな居い幻げん三ぞうも、親族の夢ゆめ路じも留守らしい。

　予想はしていたことである。常に居所の定かでない夢路はさておき、店主である翁居幻三とはここしばらく、連絡がとれていない。密に連絡をとっていたわけでは決してなかったが、それでも連絡して留守ということはあまりない家だった。

　その翁堂から、人の気配が消えている。

　宇津星は胸騒ぎをおぼえつつ、ホルマリン漬けの脇わきを通り抜けて幻三の書しよ斎さいに向かった。

（旅行にでも出たか、それとも──）

　内心で自問しながら、ペンライトを取り出した。家には電灯もあるが、しかし幻三がいないとなると、夢路の《罠わな》が仕掛けられている可能性もある。

　性質たちの悪い男だった。もし罠わなに引っ掛かって侵入者が死んでも、『不法侵入・不可抗力』の二言で片付けられかねない。

　歩く先の一歩一歩に注意をはらいつつ、宇う津つ星ぼしは書しよ斎さいにたどりついた。

　所々に染しみのついた襖ふすまの先。その先が、聖せい域いきである。

「幻げん三ぞう先生、いませんか」

　小さく声をかける。

「ひょっとして、もう死にました？」

　独どつ居きよ老人の孤こ独どくな死、それはありえない話ではない。翁おきな居い幻三は矍かく鑠しやくとしていたが、もう七十の坂を越えた老ろう爺やである。

　しかし廊ろう下かには真夏にも関かかわらず腐ふ敗はい臭しゆうはなく、ホルマリンの薄い刺し激げき臭しゆうだけが名残なごりのように漂っていた。少なくとも、この家の中で死んでいるとは思えない。

「失礼しますよ──」

　姿こそ営業のサラリーマンだが、宇津星の動きには戦場で罠を探る兵士に似た慎しん重ちようさがあった。

　襖をひく。中に人の気配はない。罠の気配も、見たところはない。

　そよ風のように黴かびの臭においが鼻び腔こうを突いた。

　部屋にはひんやりと冷気が漂っていた。

　暗くら闇やみにペンライトを向けると、幻三の蔵書と著書の山が浮かび上がった。

　黄ばんで虫に食われた本の数々は、古本屋で三冊百円にしても売りかねるような保存状態だったが、その中には数万から数十万の値がついてもおかしくない稀き覯こう本ぼんも混じっている。

　うず高く積まれた本の間には、さりげなく『ピチピチ桃尻娘』に『セーラー服と視姦中』と、いかがわしげな写真雑誌の背表紙がのぞいていた。

　好奇心より懐かい疑ぎをもって、宇津星はその中の一冊、『立ちっぱなし満員電車』を抜き出した。

　表紙を一枚めくると、そこには宇津星の懐疑を裏付けるように、達筆な文字がレポート用紙の上を踊っていた。性的な写真の類たぐいは一枚もない。表紙だけが雑誌のもので、中身は幻三の筆による秘蔵の記録である。

（女より神しん群ぐんとは、相変わらずいい趣味をしてますな）

　内心で苦にがい嗤わらいをもらしつつ、宇津星は頁をめくっていった。その中には様々な憶おぼえのある単語に混じって、知らないものがいくつも混じっている。




『榊さかき君から拝借したガムナ教団術じゆつ史し録ろくには、虹にじ色いろの蛆うじ虫むしに関する記述があった。ここには当然、先述した紛失中のアラクナ聖せい典てんとの関連が予想でき、この二種の文ぶん献けんの間に、前章で述べてきた迷めい宮きゆう神群、長くのたうつ女神アラクナと、封ふう印いんの鬼き神しんシャパニアの伝でん承しようを照らせば──』




　延えん々えんと理解に苦しむ内容が続いていた。

（あの爺じいさん、いったいどこまで研究を進めて……こいつは報告対象か）

　声に出さず呟つぶやいて、宇う津つ星ぼしは原稿を元の位置に差し込んだ。報告の上で指示を仰あおがないことには盗ぬすむわけにもいかない。幻げん三ぞうは彼の所属する組織『キャラバン』にとって、大事な研究者である。そして宇津星は、古参ながら一構成員に過ぎない。軍隊でいえば、叩たたき上げの曹そう長ちよう待たい遇ぐうといった地位にある。

　狭い書しよ斎さいを見渡すと、文ふ机づくえの上に一冊の大学ノートがあった。表紙には『日記・百二十一』と小さく記されている。

　ノートの後ろからめくっていく。

　最新の日記らしく、まだ白紙の部分が半分ほど残っていた。

　記録の最後は、七月四日。今は八月の頭である。そこには一ヶ月近くの間があった。




『明日から件くだんの徒と帰き島じまへ渡る予定。一週間ほどはのんびりしてこようか。漁業と農業の島らしいから、観光地のように俗化はしていないはずだ。田舎いなかに帰るようで、今から楽しみである。』




（徒帰島…？）

　宇津星にも聞き覚えのある地名は──南方にある、小さな離島のはずだった。行ったことはもちろんない。

　更さらに前の頁をめくる。

　素早く眼めで追っていくと、六月二十七日の項こうに気になる部分があった。




『店にいつも遊びに来る女子高生から、おもしろい民話を聴いた。土ど着ちやくの神話だろうが、舞台となる時代が新しい。少し調べてみると面白そうである。普通の民話だろうが、あるいは新種の〝神しん群ぐん〟あたりにつき当たるかもしれない。

　昔々、その徒帰島には──』




　日記は長々と奇妙な『民話』を綴つづっていた。

　宇津星の瘦やせた唇くちびるに、ひきつるような笑みが生まれた。

「さすが幻三先生だ。新種の神群発見ですか。素す晴ばらしい情報に、感謝しますよ」

　そこにいない老人に謝意を示し、宇津星は懐ふところからカードサイズのデジタルカメラを取り出した。小型だが、性能は申し分ない。

　ペンライトの光力を上げ、ノートを照らしながら続けざまにシャッターをきる。

　宇津星はにたにたと笑いながら、はやくも狩人かりうどとしての本能に身を委ゆだねていた。

　翁おきな居い幻げん三ぞうは、予定を過ぎてなお帰っていない。

　それはつまり、その身に何かがあったということである。この日記は置おき土産みやげともいえた。

　写真をとり終えたところで、宇う津つ星ぼしは背広の内ポケットに手を突っ込み、小さなびい玉をとりだした。

　手に握りしめ、口くち許もとへ近づける。

「敬けい神しんさん、聞こえるか？　出てくれ」

　闇やみの中に、ガラス玉が芒ぼうっと青い光を発した。

『聞こえていまス。どうしましたカ？』

　びい玉から、発音の危あやうい声が響いた。

「幻三先生が旅先で、新しい神しん群ぐんを見つけた可能性がある。まだ帰ってきていないところを見ると、本人はもう生きちゃいないかもしれないけどな。南方の徒と帰き島じまだ。キャラバンに報告して、すぐに準備を頼む」

『ほウ？　それハそれハ。しかシ、あのあたりはもウ随ずい分ぶんと昔に調査したはずですガ？』

「ザルの調査があてになるか。鬼おに貴たか村での例もある。善は急げだよ。徒帰島は確か、Ｎ島からフェリーで行けたはずだ。昼までにＮ島へ行きたいから、水みな門と市空港でおちあおう」

『諒りよう解かいしましタ。補充の新入りを連れていきますヨ』

　声が止むと同時に、ガラス玉は淡あわい光を失い、沈ちん黙もくを取り戻した。

「──こいつが当たりなら、二年ぶりの《狩かり》か」

　宇津星は薄暗い幻三の書しよ斎さいに立ち、肩を揺らして笑った。
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　その島は徒と帰き島といった。

　朝のうちに水みな門と市の空港から、飛行機でＮ島まで数時間。そこから周囲の島々を巡航するフェリーに乗り換えて更さらに数時間──

　地図でみれば、そこはもう南国といって差さし支つかえない地域だった。

　徒帰島は小さな島だった。

　心しん弥やがフェリーから眺めた限りでは、こんもりとした森を囲むようにぽつぽつと民家があるばかりで、どうにも寂さびしい印象は否いなめない。

　本州からも、飛行機を経由すれば半日で行ける距離にある。位置としては観光地化されていてもおかしくない島で、加えて呼び水になりそうな湧わき水みずや温泉もあるらしかったが、そんな徒帰島の港には土産みやげ物もの屋やどころか、煙草タバコ屋やの一軒も見えなかった。

　港に着くなり、心弥は『過か疎そ』というありがちな言葉を連想した。

　島民が使う小さな店は何ど処こかにありそうだったが、見渡した限りでは普通の家々と区別がつかない。あるいは本当に店などないのかもしれない。

　傍かたわらの弓ゆみも、いざ着いてみるとその寂れようには驚いた様子だった。船中では歓かん喜きの黄色・理性の青色を合わせた、好奇心を示す緑色が強かったが、今はそれが大分に薄まっている。

　特に不快そうな色こそなかったが、全体が不安をあらわすようにくすみがかっていた。

　フェリーから降りかけた所で、弓の脚あしはぴたりと止まった。

　緊張していると見て、心弥は軽くその肩を叩たたいた。

「ほら、降りよう。足元に気をつけて」

「あ、うん──」

　無理してつくられた弓の微笑にはやはり不安が濃い。

　二人がコンクリの肌き目めも荒い波は止と場ばに立つなり、フェリーから簡かん易い橋ばしで降りた一台のライトバンが、その脇わきをかすめて走っていった。

　すり抜けざま、運転席にいたサラリーマン風の中年男がちろりと蛇へびに似た無感情な視線を心弥に投げかけた。

　ねずみ色の背広に七三で分けた髪、黒くろ縁ぶちの眼鏡メガネ──ある意味では時代錯さく誤ごの格かつ好こうだったが、そんな外見よりも、男の目つきの爬は虫ちゆう類るいじみた冷たさに、心弥はぞっとするものを感じた。

　冷れい徹てつの白──ただしそれだけではなく、黒い憎ぞう悪おの色がその奥に沈むように淀よどんでいる。それは精神のまともな犯罪者に、よくある色の組み合わせだった。

　車体の窓にはカーテンが掛かっており、中の様子は少しも見えない。プレートはＮ島のレンタカーナンバーだったが、心弥はそこまで気付かなかった。

　二人とそのライトバン以外には、徒と帰き島に降りる客はいないらしい。二日に一便しか来ないフェリーにしてはあまりに寂さびしかったが、心しん弥やはむしろ、それをこの島の情景に似つかわしく思った。

「ね、心弥ちゃん。お迎えって、まさかあの人かな……」

　車の男には気づかず、弓ゆみは陸側に視線を向けていた。

　言われて心弥も顔を向ける。

　夕方も近い曇どん天てんの下。

　つむじのあたりで軽くとめた長髪をなびかせ、静々と歩いてくる巫女みこ装しよう束ぞくの娘がいた。

　じっと二人を見つめ、巫女は柔やわらかに微笑ほほえんでいる。

　周囲に薄く漂うのは清せい澄ちようの白──

　島の自然を背景にして、それは一枚の絵になる光景だった。
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　人影は彼女のみで、真夏の港には肌はだ寒さむく感じるほどの寂せき寥りようが漂っている。

　感情の中でも、白色は特に多く判別の難しい色だった。

　心弥がこれまでに得てきた経験則では、白は無関心、無気力、冷徹、諦てい観かんのような否定的解釈から、清澄、リラックス、安心感、安定や静けさといった肯定的な解釈まで多た岐きに渡っている。

　その濃のう淡たんや他の色との混ざり具合で、ある程度の予測はできたが、どのみち見えるのが自分しかいないのならば、確たる正解の得られないクイズと同じだった。

　目の前の巫女みこの色は、おそらく──清せい澄ちよう。それでなければ冷れい徹てつである。

　塩気がきつく生ぬるい、ねっとりとした潮風が、その澄んだ雰囲気を台無しにした。絵描きの眼めで見み惚ほれていた心しん弥やは、不快感で我に返る。

　足早に歩く弓ゆみを追って、迎えらしき巫女装しよう束ぞくの娘に近づいた。

　年の頃ころは二十代前半、肌はだの白い綺き麗れいな娘だった。背丈は平均身長の心弥と同じほどで、女性にしては少し高めである。洗いざらした感のある巫女装束の上には、羽は衣ごろものような薄い布をさらりとまとっていた。

　どことなく──露つゆ草くさ弓に、その面おも立だちが似ていた。

「はじめまして、弓さんですね？」

　うぐいす嬢並みに耳みみ触ざわりのいい声こわ音ねだった。僻へき地ちの者にしては、特に聞きづらい訛なまりもない。

　傍かたわらの弓は肯うなずいて、不安の色を残したままに、どうにか微笑をつくった。

「はい。あの、お世話になります」

　心弥の家にいた今朝とは声質まで変えて、ぎこちなく会え釈しやくする。心弥も無言でそれに倣ならった。

「ようこそおいでくださいました。私は朱あか羽はと申します。あなたの従姉妹いとこです。弓さんのお父さんと、私の母が姉弟でして──こちらこそよしなに、お願いいたします」

　弓に少しだけ似た巫女は、彼女よりは大分に大人おとなびた微笑とともにそういった。

　心弥の眼に彼女は、相変わらずの白を基調にしつつ、理性の青をともなって映っていた。外見だけでなく、中身も落ち着いた娘らしい。

「従姉妹なんて、初めて聞きました……」

　弓は驚いて、口くち許もとに指先を添そえた。

「無理もありません。これまで、行き来もありませんでしたものね。──そちらがお友達ですか？」

　朱羽に矛ほこ先さきを向けられて、心弥はまた軽く頭を下げた。

「希き崎ざき心弥です」

　至極簡単な、社交辞じ令れいの挨あい拶さつだった。今回の旅の主役はあくまで弓であって、自分はただの付き添い──そんな自覚が心弥にはある。

「──四人というお話でしたが？」

「ちょっと都つ合ごうで、来れなくなっちゃったんです。すみません」

　弓が答えると、朱羽と名乗った巫女は小さく頷うなずき、「あとは歩きながら」と、道を先導しはじめた。

　夕刻の島は、曇どん天てんのためにすっきりとしない色を浮かべていた。

　朱羽と弓は普通に、初対面らしい会話を続けている。

　歩きながらに心弥は、二人が交わす諸もろ々もろの話を聴くともなしに聴いた。

　弓ゆみの祖父は勘かん之の介すけといい、この徒と帰き島唯ゆい一いつの集落、徒帰村の村長をしているという話だった。その勘之介は今、脚あしを悪くして自宅から動けないらしい。

「それで気が弱って、一番下の孫の──弓さんのお顔が見たくなったのでしょう。御ご存ぞん知じですよね？　弓さんの亡なくなったお父さんが──お爺じい様さまに、勘かん当どうされていることは」

「……はい。なんとなく」

　弓はおずおずと肯うなずいた。心しん弥やには初耳だったが、口を挟はさむ問題でもない。

　二人の背をゆったり追いながら、心弥はあたりの景色を眺めた。

　遠ざかりつつある狭い港には、十隻ほども小さな漁船が並んでいた。その船が浮かぶ海面の水は、曇どん天てんの下で黒に近いほどに濃い。水質は別としても、見た目には水みな門と市の汚れた海の色とそれほどに変わらなかった。

　客を吐き出し終えたフェリーが、ちょうど次の島に向けて動き出そうとしている。船は明後日もまた来るが、次に乗るのは一週間後の予定だった。

「こんな何もない島まで、本当によくお越しくださいましたね」

「いえ、そんな……空気もきれいですし、いいところですね。初めてですけれど、なんだか懐なつかしくなります」

　娘二人は明るい声で話していた。

　朱あか羽はのいう通り、徒帰島は本当に『何もない』と形容したくなる島だった。

　家はある。道もある。斜面には、段になった畑や森もある。

　ただ空を覆おおう曇天のためか、全体にはひどく陰いん鬱うつで虚きよ無む的てきな雰囲気が漂っていた。

　雲の上ではもう日が傾いているはずだったが、朝から薄暗い一日だったために、夕方という実感は薄い。

　心弥は上空に低く立ち込めた雲を見上げ、その圧迫感に息苦しさを感じた。

　フェリーの上からはのっぺりと平たく見えた徒帰島には、いざ上陸してみると盆ぼんをひっくり返した程度の起き伏ふくはあった。まばらな家々は港に近い斜面を整地して建てられている。いずれも古い木造家屋で、せつないような侘わびしさを感じさせた。

　視界の果て、島の奥には、南国の密林が広がっていた。

　ソテツやガジュマルを思わせる木々に、名も知れない蔦つたや草葉が絡からみついているのが遠目にもうかがえる。その光景は、迷いこんだら出てこれない樹じゆ海かいを連想させた。

　ふと心弥は、心の底で、この離島に囚とらわれているような根こん拠きよのない不安を感じた。

　Ｎ島から徒帰島まで、巡航フェリーはいくつかの島を経由してきた。その距離を考えると『囚われ』はないにしても、もし急きゆう患かんなど非常の事が起きた時には、それと似た状況に陥おちいりそうな気もする。

　子供じみた不安を払うように視線を転じ、心弥は遠く海上を眺めた。

　幾羽もの海鳥が、黒に近い水面を背景に舞っていた。海面をついばむように時折かすめては、また上空へと舞い上がる。魚でも獲とっているらしい。

　心しん弥やの眼めには、それらが日ひ頃ごろ、水みな門と市で見ている海鳥とは種が違うもののように見えた。遠さゆえに明確な違いはわからないが、強しいていえば動きが機き敏びんで、多少は体も大きく見える。

　ここまでに船で通過してきた島は、海上の彼方かなたにも見えなかった。

　曇どん天てんと靄もやのためかもしれないが、例え靄が晴れても、隣島は見える距離かどうか怪あやしい。

　心弥はそんな事にも、小さな不安を感じた。







　荷物を担かつぎながら坂道に歩を進めるうち、視界に一ひと際きわ大きな瓦かわら屋や根ねの旧家が見えてきた。家の周囲には腰こし丈たけほどの竹の垣かき根ねが巡らされている。

　その立りつ派ぱな佇たたずまいに、弓ゆみがひそやかな嘆たん声せいをもらした。

　心弥が背伸びして中を覗のぞくと、木造の家屋には広く長い縁えん側がわがずっと奥まで続いていた。家の反対側はそのまま島の密林に面しているらしく、建たて坪つぼだけでも相当な広さがある。

　少し大きな台風がきたら壊こわれてしまいそうな造ぞう作さだったが、露ろ出しゆつした木き肌はだの色合いには、贔屓ひいき目めに見ても数十年の刻ときの流れがうかがえた。

　そう思って改めて周りを見渡すと、土地柄、これまでに幾度もの暴風雨にさらされているはずの徒と帰き島には、古く崩くずれそうな家が妙に目立った。それでいて、ここ数年のうちに建て直した気配の家は見当たらない。そのことを心弥は少し奇き異いに思った。

「こちらが、滞在していただくお爺じい様さまの家です」

　巫女みこ装しよう束ぞくの袖そでを翻ひるがえして広い旧家を片手に示し、朱あか羽ははにこやかに言った。

「ここ……ですか？」

　弓は再度、先程より長めの嘆声をもらした。

　その旧家は村長宅としては相応ふさわしい威い容ようをもっていたが、いかんせん、敷しき居いの高さを予感させた。

　水門市にある露つゆ草くさ家は狭い賃貸マンション──しかも隣部屋で殺人事件があったために家賃が安いという、いわく付きの物件でもあった。離島と都会という立地の違いはあれ、その落らく差さは激しい。

「朱羽さんも、ここに住んでいるんですか？」

　萎い縮しゆくして、弓はおずおずと問い掛けた。

「いいえ。時折は泊まることもありますが、この格かつ好こうの通り、私はもう少し奥の社やしろに起き居きよしております。ちょうど今夜は夏祭がありますので、後ほど御案内しましょう」

　朱羽は誘うような艶つやのある微笑を二人に向けた。

　清せい澄ちようの白に混じって、好意の桃色がわずかに見える。客としては歓迎されているらしいことを知って、心弥は内心で安あん堵どした。弓にとっては、そうでなければ厳きびしい。

　緩ゆるやかな坂が終わったところで、道はアスファルトから石いし畳だたみにかわった。垣かき根ねの先に門もん扉ぴが見える。古く乾ききった板戸は、その口を大きく開けていた。

　門の前後の石畳も美しく整っており、他の民家の軒のき先さきと比べて、明らかに格の高さを感じさせる。

「凄すごい家ですね」

　微笑と共に言う弓ゆみの声には、しかし疑いようのない不安が籠こもっていた。

「そんなに緊張なさらないでください。ここはこの徒と帰き島の役場も兼ねていますから、こんなに広いんです。入り口は別になっていますけれど。お爺じい様さまだけでなく、他にも親類の者が住んでおります。まぁ、島中が親しん戚せきみたいなものですから」

　その言葉に、弓の緊張が少しだけほぐれるのが心しん弥やには見えた。それまで浮いていた警戒の赤がわずかに薄くなる。

　足元の石畳は濡ぬれて黒く光っていた。

「打ち水のために滑すべります。お気をつけて」

　朱あか羽ははそういって、するすると歩を進めた。その足元が昔ながらの白しろ足袋たびに雪せつ駄たであることに気付いて、衣い裳しようの徹てつ底ていぶりに心弥は今いま更さらながら感心した。

　高く茂った木々が、アーケードのように石畳の上を覆おおっていた。熱帯の暑しよ気きで湿った空気が、その下に淀よどんでいる。

　玄関まで続く道には、教室の端から端ほどの長さがあった。

「──無理をいってるつもりはない。人を探しているだけだ」

　玄関の曇くもり硝子ガラスの向こうから、男の声が心弥の耳に届いた。高い声質の割に、静かで大人おとなびた威い厳げんがある。

「でしたらね。とりあえず、役場か駐在の方にお願いしますわ」

　老人の声が応こたえた。

「そっちで埒らちがあかないから、村長に会いに来た。もうわかってるんだよ、あんたらが何を《信仰》しているかは。俺おれはそれをとやかくいうつもりはない。ただ、そいつを調べていた俺の家族がここに来ていたはずだから、その行方ゆくえを追っている」

「あんたが何をいってんのか、さっぱりわからん。村長は今留守なんだ。悪いが──」

　心弥と弓は顔を見合わせた。朱羽の眉まゆが微かすかに動いた。

　そこに警戒の赤が浮く。それは心弥の眼めには自然な反応に見えたが、色が奇妙に深かった。

「夢ゆめ路じ様。ここはもう退ひきましょう。時間の無む駄だです」

「──あぁ。邪じや魔まをした」

　若い娘の声の後に、男の溜ため息いきまじりの返事が続いた。

　玄関の戸が開くのと、心弥達がそこへたどりついたのは同時だった。

　軽く視線を交わす。

　声の主は、灰色の作さ務む衣えを身にまとった男と──もう一方は、十代後半の娘だった。白いブラウスにギャザーの入ったこげ茶のロングスカートと、どこか華か族ぞくのような格かつ好こうで、その髪も日本人形じみた滑なめらかな絹の長髪である。

　ただ、一つ。

　調和に破壊をもたらす要素もある。

　その首に、不似合いに過ぎる無ぶ骨こつな《首輪》が嵌はめられていた。

　首の全すべてを覆おおうなめし革がわの首輪──まるでその娘が、作務衣の男に仕える奴ど隷れいのような印象を心しん弥やは受けた。びくりと立ちすくんだのは弓ゆみも同様である。

　しかし心弥は、すぐに娘から男に視線を転じた。

　無気力そうな眼め。年は三十代の前半ほどである。

　──何ど処こかで見た憶おぼえがあった。

　何処で見たのかは思い出せない。芸能人や著名人ではなさそうだったし、会うのも初めてのはずだったが、顔だけは確かに見覚えがあった。

　それより、なにより。

　男には、感情の色が見えなかった。

「え──」

　心弥は呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、両眼を擦こすった。

　やはり、色は見えない。

　今までに、感情色の見えない人間に会ったことは一度もなかった。感情色は透とう過かするものではないらしく、壁などの遮しや蔽へい物ぶつはもちろん、薄い服一枚でも通せばその部分は見えなくなる。ただし、顔の肌はだや手などの露ろ出しゆつ部分が少しでもあれば、その周りに薄く微かすかな煙のように見えるのが常だった。

　それが、目の前の男には一いつ切さい見えない。

　男の傍かたわらに立つ首輪の娘には、理性の青と無関心の白が強い。好意の桃色も多少揺らいでいたが、それは作務衣の男に向けられたものらしかった。

　男は心弥を一いち瞥べつすると、すぐに視線を朱あか羽はへずらした。

「──あんたは──あぁ、昨日会った巫女みこさんか」

　その片手に携たずさえた鉄の煙管キセルを、自らの肩にもっていく。

「どうだい。あれからなにか、思い出したかね？」

　澄んではいたが、老ろう練れんした刑事を思わせる、粘ねん着ちやく質しつの声だった。

「お役に立てなくて、申し訳ございません」

　朱羽はにこやかに答えた。

　ふと盗ぬすみ見たその横顔に、心弥はぞっとした。感情の色は、警戒のために赤く、冷れい徹てつのために白い。嫌いやな色合いだったが、それで更さらに顔が笑っていることが、心弥には不気味だった。

「教えてくれれば、悪いようにはしないんだがね」

　呟つぶやく男には、やはり感情の色が少しも見えない。完全に無色、透とう明めいである。

「そういわれましても、知らないものはなんとも──このような狭い島ですから、見つかる探し人ならば、もう見つかっているのではないでしょうか」

　朱あか羽はは、やってきたばかりの門を視線で示した。

　男は肩をすくめて背を向けた。ぴたりと付つき添そった娘も一礼もすることなく、両手を前に揃そろえてすべるように歩いていく。

　その双そう眸ぼうは、瞬まばたきで閉じる時間が妙に長かった。眠りながら歩いているようにも見える。

　心しん弥やはただ、その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送った。

　作さ務む衣えの男は山靴を、大正風の娘は革靴を履はいていた。石いし畳だたみにかつかつと鳴るその音が聞こえづらくなってから、朱羽は心弥と弓ゆみに笑いかけた。

「先日からいらしている方々です。人を探していらっしゃるそうなのですが、どうも私たちにもわからなくて──まぁ、物ぶつ騒そうな世の中ですしね」

　そういって、朱羽は薄暗い玄関に入った。

　そこから嫌いやな色は消えつつあったが、この短時間で、心弥の中には朱羽への不信感が芽め生ばえていた。

　あの、無色の男も気にかかる。

　確かに何ど処こかで見た記憶はあった。しかし直じかに会って『無色』だったならば、忘れているはずがない。

　立ち尽くす心弥を見かねて、弓がいぶかしげに眉まゆをひそめた。

「心弥ちゃん──？」

「──なんでもない。先に行ってくれ」

「う、うん」

　まず弓を玄関に入れ、後に続いた心弥は、目の前に一人の老人の姿を見た。

　一見して元もと漁りよう師しとわかる、日に焼けつくした締まった体たい軀くをしている。

　老人がまとう色は、普通の人間のものと変わらない。色が見えなくなったわけではないことに、心弥はなんとなくほっとした。

「おや、朱羽様、その方達が──」

　老人は甲かん高だかい声をあげた。

「はい。弓さんと、そのお友達の心弥さんです。他の方は来れなくなったそうで」

「ほう。そりゃ、残念でしたなぁ」

　朱羽は雪せつ駄たを揃そろえて脱ぎ、板敷きの玄関にあがった。心弥と弓もぎこちなく靴を揃える。

　古こ刹さつのように磨きぬかれた廊ろう下かには、フローリングなどとは明らかに違う昔ながらの木の触しよつ感かんがあった。靴下越しに染しみるような冷たさが伝わってくる。

　玄関の外には、深呼吸すると肺に重く感じるほどのぬるい湿気が満ちていたが、一歩はいった邸てい内ないはもう、天然の冷房が効いているように、湿度の低い快適な空間だった。

「あの、はじめまして。露つゆ草くさ弓ゆみです」

　弓は緊張の抜けない顔に固まった微笑を張りつけ、老人に頭を下げた。

「やぁ、よぉ来たね。わしは君のお爺じいさんの弟の哲てつ次じ郎ろうじゃ。兄あに貴きも楽しみにしとったよ。いやぁ、別べつ嬪ぴんのお孫さんじゃ。うん、うん。わしは兄貴を呼んでこよう。あがって待っといてください」

　老ろう爺やは朴ぼく訥とつな口調で呟つぶやくと、廊ろう下かを先に歩き出した。

「……ふぅ」

　弓が小さく溜ため息いきをもらした。

「お疲つかれ。でもこの後が本番だからね」

　無色の男のことを心に留とどめながらも、心しん弥やは弓を気き遣づかって軽く声をかけた。

　本心では、今すぐにあの男を追いかけて、その素す性じようを確かめたかったが──朱あか羽はの顔色も気になった。

「ま、ね。心弥ちゃん、髪、変になってない？」

「大丈夫。弓さんは綺き麗れいですよ」

　代わりに答えたのは朱羽だった。従姉妹いとこの言葉に、弓は照てれと恐きよう縮しゆくの入り混じった曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

　今の朱羽に、もうあの危険な赤い色は微み塵じんも見えなかった。しかし浮いた白色には、ごく微かすかに暗く淀よどんだものも感じられる。心弥は寒さむ気けを覚えつつ、先導されるままに朱羽についていった。

　感情の色と顔色。

　そこに裏表のある人間を、心弥は何人も見てきている。弓の従姉妹である朱羽もその一人かと思うと、少し寂さびしかった。







　薄暗い廊下を経て、二人は畳たたみの海のような広間に通された。青々とした藺い草ぐさの匂においが鼻をつく。

　数十畳じようという広さの部屋の最奥には、小さな人影が一つ。ぽつんと黒い塊かたまりになって座っていた。

　少し離れた位置には、さきほど哲次郎と名乗った老爺が座している。

「──弓、か……？」

　小さな人影から、しわがれた声が響いた。

　緊張して声の出ない弓の背を、心弥は軽く押した。ついでに、弓の手からボストンバッグを取り上げる。

「は、はい。露つゆ草くさ弓ゆみです。はじめまして」

　ともすれば震えそうな声で、弓は小さく応こたえた。

　逆光に座り込む老人の影はゆっくりと頷うなずいた。

「すまぬなぁ、呼びつけたりして……年のせいか、脚あしが言うことをきかんようになってしもうてな。こっちへ来て、顔を見せておくれ」

　弓はおずおずと緊張に顔を赤らめながら、青あお畳だたみの海を歩いていった。歩きながら心しん弥やを振り返り、必死に目め配くばせする。

　心弥は廊ろう下かに近い位置で待っているつもりだった。

　しかし、弓の視線を訳すと──

　ついてきて。今度お昼おごるから。

　心弥はさばけた顔で首を横に振った。親類の再会に、部外者として首を突っ込むつもりは毛もう頭とうない。

「どうじゃ。本土の方のお母さんはお元気かね。あぁ、すまん、哲てつ次じ郎ろう、茶を持ってきてくれんか。さ、座りなさい」

　心弥の視界で、祖父の勘かん之の介すけは障しよう子じから差し込む光に影となり、手を大おお仰ぎように動かしていた。その顔付きまでは窺うかがえない。色は──歓かん喜きの黄色。そのことに安心した。

　弓はそろそろと歩み寄っていき、青畳の上の座布団に正座した。

　心弥は肩に人の手を感じた。

　振り返ると、真後ろに朱あか羽はの微笑があった。

「お気き遣づかいをありがとうございます。心弥さんは、こちらへどうぞ」

　小声で囁ささやき、朱羽は弓の荷物に触ふれた。

　抵てい抗こうできないものを感じて、心弥は素直にそれを朱羽へ預けた。その一瞬、朱羽の姿が幼なじみに重なる。

「──……」

「どうされましたか？」

　朱羽は微かすかに小首を傾かしげて、心弥の顔を覗のぞき込んできた。その仕し種ぐさまでが弓に酷こく似じしている。

　年齢と身長こそ、やや朱羽の方が上だったが、廊下の暗がりで改めて見れば、二人は気味悪いほどによく似ていた。

　ただし──発色する色は、大分に違う。

「いえ、すみません。なんでもないです」

　似ているといっても外見だけのこと──心弥は眼めを軽く擦こすった。

「長旅でお疲つかれでしょう。お部屋に御案内いたします」

　朱羽はすぐに背を向け、足音を消して奥へと歩き出した。心弥もその背を追う。

　傍かたわらの部屋に、弓ゆみとその祖父が語らう声が聞こえていた。それはどこかぎこちない会話だったが、心しん弥やは、そのことを微笑ほほえましく思った。

　弓を広間に残し、心弥は旧家の長い廊ろう下かを朱あか羽はについていった。

「こちらになります」

　唐とう突とつに立ち止まった朱羽は、傍らの部屋の襖ふすまを開けた。

　十二畳じようほどの青あお畳だたみの間まが広がっている。テレビも何もないが、一人部屋としては広すぎる広さだった。中央に置かれた四よつ脚あしの広い座ざ卓たくは、スケッチブックを広げるのに丁ちよう度どよい。

　正面は障しよう子じ張ばりで縁えん側がわに面し、左右は襖で、また別の部屋へと続いていた。襖を外はずせば大広間としても使える造つくりになっているらしい。

「空き部屋は他にもございますが、ここがもっとも静かです。狭いようでしたら、襖を外しますが？」

「とんでもないです。広すぎて怖こわいくらいですよ」

　心弥は意識して微笑を顔に乗せ、柔やわらかく応こたえた。

　相手がどんな感情の持ち主であれ、態度を変えない──その技術を、心弥は長年をかけて体たい得とくしている。

　それに朱羽は心弥に対しては、ごくわずかながら好意の桃色を発色してもいた。あの夢ゆめ路じという男に対しては、何か特殊な確かく執しつがあるらしい。

「ただいま、御茶をお持ちします。ごゆっくり」

　弓に似た優やさしげな微笑を残し、朱羽は去っていった。

　心弥は降ろした荷物から早さつ速そくスケッチブックを取り出した。別に何も描くつもりはなかったが、ひとまずそれを座卓の上に置く。慣れた道具を見て触ふれるだけで、旅の緊張は随ずい分ぶんとほぐれた。

　島までの道みち程のりに、フェリーの中で描いたラフをひろげる。

　陰いん翳えいのぼけたスケッチは暗い部屋の様子にも合っていた。

　じっと。

　ただじっと、紙の上ばかりでなく、その奥までを見み透すかすようにして見つめる。

　絵には必ずその奥の世界がある。

　表面の線や構図、彩さい色しきは、人間でいえば容よう姿しの部分に過ぎない。肝かん心じんなのはその更さらに向こう──それは心弥に見える発色であったり、また色では見えない、何か別の要素であったりする。

　スケッチの外面は──

　フェリーのだだっ広い客室の、窓まど際ぎわの一席。

　海面をぼうっと眺める一人の少女。

「動くな」と、モデルに厳げん命めいして描いた一枚だった。

　改めて見ると、肝心の『奥』の部分が致ち命めい的てきに欠けている。固まってもらったモデルには悪いが、このまま没ボツにしそうな気もした。ただ色に関しては、ごく薄い桃色がでている。

「お待たせしました──あら」

　盆ぼんをささげ持った朱あか羽はが、足音を消しつつ戻ってきた。心しん弥やは咄とつ嗟さにスケッチブックを閉じる。

「今の、弓ゆみさんでしょう。見せてくださいな」

　座ざ卓たくに盆を下ろし、朱羽は心弥の背後に腰をかがめた。質素だが品の良い湯飲みから、湯ゆ気げと共に草の香りが流れてくる。

「でも、まだ本当に雑なスケッチなんですよ」

「大丈夫です。私にはどうせ、絵のことなんてわかりませんから」

　柔やわらかく呟つぶやいて、朱羽は白い腕を伸ばした。日本茶の匂においに混じって、朱羽から漂う甘あまい匂いが心弥の鼻をくすぐった。

　つ──と心弥は膝ひざで歩いて身を避よける。

　朱羽の細い指は、心弥が閉じたばかりの頁を繰くった。

「──きれいな絵ですね」

　朱羽は呟いて、その怜れい悧りな眼まな差ざしをラフに注いだ。

　照てれるよりも先に、心弥は溜ため息いきをついた。

「あんまり出来のいいものじゃないんです。誉ほめないでください、虚むなしくなりますから」

「感想は素直に聞くものです。いい絵だと思いますよ。もっとも私には、絵のことなんてわかりませんけれど」

　朱羽は、弓にそっくりの顔で微笑した。白と青。感情の色を見れば、誉め言葉も社交辞じ令れいと容よう易いに察せられた。

　その上でわからないとはっきり言われては、腹も立たない。

　湯飲みをとって、茶を一口すする。真夏の熱い茶には、深く苦にがい味があった。

　巫女みこ 装しよう束ぞくの袖そでをふわりと揺らし、朱羽は心弥のすぐ脇わきに腰を降ろした。

　モノクロの絵をぱらぱらとめくっていく。

　街並み。学校。港。市庁舎。猫。様々な情景が紙の上で移り変わっていく。

　頁を繰くる朱羽の指が、一枚の薄暗いスケッチで止まった。

　三方をビルに囲まれた、寂さびれた裏うら路ろ地じの骨こつ董とう店てん──

　看板には『翁おきな堂どう』とある。

「あぁ、それ、少し気にいっているんです。翁堂っていう骨董屋で、ちょっと不思議な雰囲気があるでしょう？」

　心弥は覗のぞき込んで言った。

　全体に暗いタッチで、近代の象徴ともいえるビルと古びた木造家屋が一枚の紙に同居している。

　発色は赤。それは、スケッチに熱中してしまったために出た興奮色である。絵に籠こもる発色の中では出やすい色だった。

「お近く、なんですか？」

　朱あか羽ははさりげなく聴いてきた。冷れい徹てつの白が増えたが、心しん弥やは気づかぬふりをした。

「えぇ。すぐ近くで──」

　応こたえかけて、心弥の脳のう裏りにひらめくものがあった。

「──思い出した」

「はい？」

「いえ、なんでもないです」

　曖あい昧まいに笑ってごまかした。

　この家の玄関ですれ違った、あの男──

　灰色の作さ務む衣えを着ていたあの男は、翁おきな堂どうに飾ってあった絵にそっくりだった。それは心弥が、店に通い詰める原因にもなった絵でもある。

　奇妙な感触が脳の皺しわをくすぐった。

　おそらくは他人のそら似に過ぎないとも思った。翁堂の線画は、心弥が子供の頃ころからあったものである。その時点で紙には年月が感じられたから、相当に古いものと見て間違いない。

　心弥は喉のどの渇かわきを覚えて、一息に熱い茶を飲み干した。

　すぐに朱羽が次を注ぐ。

「……ありがとうございます」

「お礼をいわなければならないのは、こちらの方ですわ。弓ゆみさんをここまで連れてきてくださいまして、ありがとうございました」

　朱羽はにっこりと蕩とろかすような微笑を向けた。またその顔が弓と重なって、心弥は雑念を払うように頭を軽く振った。

　色は少しも似ていない。それがまるで、自分に興味を失った弓がそこにいるような錯さつ覚かくとなって、心弥を混乱させた。

「いえ、僕は本当についてきただけなんですよ」

「──実はお爺じい様さまが、電話した時に心配してらしたんです。あまり島に来たくはないようだった、と。私にはなんとなく、心弥さんが連れてきてくださったように思えます」

　朱羽はそういって、端たん正せいな眼めを伏せた。

「嫌いやがられても無理はないのです。弓さんのお父さんは──私の叔父おじにあたる人ですが、彼はこの島を追い出されたようなものでしたから」

　低く声をひそめる。

「私が生まれる前の話です。弓さんのお父さんは、次の村長にもなろうという立場の方だったのですが、本州の大学に通ううちに、妙な知識に毒どくされてしまいまして──そのことにお爺様はお怒りになり、追い出してしまわれたんです」

「妙な知識っていうと、左右がどうのとか……？」

「ごめんなさい。私も詳くわしくは」

　言いづらそうに朱あか羽はは呟つぶやいた。これ以上は聞かれたくないことらしいと悟さとって、心しん弥やは話題を転ずる。

「でも、露つゆ草くさもなんだかんだいって楽しみにしていたと思いますよ。実のお爺じいさんなんですから。不安半分、期待半分ぐらいだったんじゃないでしょうか」

　本当のところは不安九分、期待一分だった。少なくとも、色にはそう出ている。

「そうだといいのですけれど」

　朱羽はいって、ぱらぱらとスケッチブックをめくった。

　白紙の中に、ぽつんと顔が一つ。

　少し不安げに空を見上げる少女の顔──周りには消しゴムで消した跡が残っている。

「これも、弓さんですね？」

「えぇ？　似てますか？」

　心弥にとっては、そのつもりで描いたラフではなかった。いわれてみれば……

「……いや、似てませんよ。ぜんぜん」

　ただ性別が同じというだけで、目つきも違えば髪型も違う。これを似ているという朱羽の言葉を、心弥はいぶかしく思った。

「そうですか？　私はそっくりだと思います。顔の造ぞう作さではなくて、もっている雰囲気が」

　なおもいって、朱羽は心弥に視線を据すえた。

　薄暗い部屋の中では、その眼めはどこか黒眼がちに見える。感情の色は深く白い。

「無む垢くで不安そうで、壊こわれそうなのに芯しんがあって──それに、羽が消えていて」

　最後の単語だけが浮いて聞こえた。

「え……？」

　心弥は反射的に問い返した。

　巫女みこ 装しよう束ぞくの朱羽がすぐ隣に座り、自分を見つめている。座ざ卓たくには盆ぼんと湯ゆ気げを昇らせる湯飲みと、開いたスケッチブック。

　状況は、少しも変わっていない。それにも関かかわらず、急に朱羽が怖こわくなった。

「元の絵には羽があったのでしょう？　消しゴムをかけた跡がありますよ」

「あ。はい……でも、よく色々とわかりますね」

　心弥は内心の動揺を悟さとられまいと、努つとめて明るい声を出した。

　正否はさておき、弓について語る朱羽の口調は占うらない師しに似ていた。

「一応は、従姉妹いとこですから」

　朱羽は硬かたい微笑を浮かべた。心を読ませないからっぽの笑顔だったが、色はよく見える。

　冷れい徹てつの、白。

　ふと心しん弥やは、部屋の中に冷たい空気の流れを感じた。







　徒と帰き島は、港の付近にまとまった集落をもつ以外は、その大部分が南洋の密林に覆おおわれた島だった。

　かろうじて道の舗装がなされているのは港を中心としたほんの狭い範囲のみで、多くの道は未整備のままである。

　その中ではまだ比較的状態の良い、島の周囲をまわる小道を、一台のライトバンがのろのろと走っていた。海風に湿った土は車の走行にも舞い散ることなく、細く浅く轍わだちの跡を形作っていく。

　運転席には、黒くろ縁ぶちの眼鏡メガネをかけた背広の男がいた。営業の車でドライブといった風ふ情ぜいだが、周りが密林をなす離島のこと、場所が場所だけに背広姿は異質に映はえる。

　宇う津つ星ぼしという名のその男は、助手席の真ん中に一つのびい玉を置いていた。

　まるで恋人の代わりのようなそのガラス玉は、道のでこぼこに合わせて縦横に転がっていたが、助手席から落ちるようなことはない。

　そのびい玉から、宇津星にとっては馴な染じみの声が響いた。

『北きた戸どだ。聞こえるかね？』

　苦にが味みの有る中年男の声に、宇津星の眼めが細くなる。北戸は彼と同じ異能の力を持つ先輩だった。

「聞こえますよ。なんです？」

　宇津星は道の端に車を寄せた。

『いまこっちは都内なんだが── 本部から嫌いやな情報が入ったんで、 念のために伝えとこうと思ってな。そっちの島にもう、夢ゆめ路じの旦だん那なと首輪がいっとる可能性が強い。確証はないが──』

「──へぇ」

　宇津星は車のエンジンを止めながら、口くち許もとに軽く手を添そえた。その指先から木もく蓮れんに似た薄い体たい臭しゆうが漂う。

「まだ遭あっていませんが、まぁ、来ていても不思議はありません。私らと同じように、幻げん三ぞうさんの日記を見て探しに来たんでしょう」

『おそらくな。で、そっちの具合はどうだ？　あたりか？』

「まだなんとも。これから調べてみます」

『わかった。ティギー達は明日の朝頃ごろ、本部からセスナ機で行くそうだ。急な増ぞう援えんが必要になったら通信球で呼んでくれ。いざとなったら、マスコミのヘリでも分ぶん捕どってそっちへいく』

　北戸はあながち冗じよう談だんとも思えない口調でいった。

「はははっ。お手数をかけます」

　びい玉からの声が途と切ぎれると、宇う津つ星ぼしはライトバンの後部座席を振り返った。

　中年男と青年が、それぞれ左右の窓まど際ぎわに座していた。

「北きた戸どさンもまめですネ。ありがたイことデ」

　神父の黒こく衣いを身にまとった中年男が、まず口を開いた。言葉の語尾に、音程が外はずれる奇妙な訛なまりがある。

　敬けい神しんという名の彼は、革靴から帽子まで光沢のある黒一色にまとめ、加えて丸レンズのサングラスに黒の革手袋と、ほぼ全身が黒ずくめだった。露ろ出しゆつしている顔の肌はだだけは抜けるように白い。それは白人にしても白すぎる、漂白した紙の白さだった。

「ティギーさン達が明日ということハ──それまでニ、神しん群ぐんの位置ぐらいハ見つけテおきたいですネ」

　敬神は、両耳につけた黒い鈴のピアスを軽く指先で弾はじいた。

　ちりん──

　涼やかに音が鳴る。

「神群もだが、まず幻げん三ぞう先生だな。自宅の資料をざっと見たが、あの先生、どうやら俺おれ達の知らない部分までかなり情報を得ていそうだ。まだ筆記していないことも多いだろうし、今死なせるには惜おしい。まぁ、もう死んでる可能性も強いが」

　宇津星は呟つぶやいて、敬神から視線を転じた。

　熟年二人の会話をよそに、いま一人の青年は、黙りこくって座席に細い体を縮めていた。

　カーキ色のズボンからは長なが袖そでシャツの裾すそがはみ出している。だらしのないその格かつ好こうに合わせるように、顔付きもひどく締まりがなく、柔にゆう和わでそのくせ、何を考えているのか底の知れない表情だった。

「籤くじ方かた君、そう緊張するなよ。今からそんなじゃ、長なが丁ちよう場ばになった時にもたないぞ」

「は、はい」

　籤方と呼ばれた青年は、ぎゅっと両手に細長い布袋を抱えていた。布に包んで隠かくしてはいたが、中身は拵こしらえもしかとした真剣であることを宇津星は知っている。それは見る者が見れば、《眉まゆをひそめざるを得ない》逸いつ品ぴんでもあった。

「一本どうだい？　落ち着くぞ」

　宇津星は煙草タバコの箱を差し出した。

「お、俺はいいです。煙草はどうも。それに俺、まだ十八歳ですから」

「──変わってるな、君は。敬神さんは？」

「でハ、私はありがたク」

　敬神はサングラスの奥の眼めを細め、その一本を引き抜き──旨うまそうに口にいれ、《嚙かみ》はじめた。

　啞あ然ぜんとして籤くじ方かたはその様子を見守る。

「そ、それって食えるんですか？」

「普通の奴やつが煙草タバコなんか食ったら死んじまうよ。敬けい神しんさんは特別だ」

　笑って宇う津つ星ぼしは煙草をくわえ、こちらはきちんと火をつける。

「あの夢ゆめ路じさんが来ているとなると、いよいよ神しん群ぐんに『当たり』かな？」

「名を聞くのも久方ぶりでス。まだ生きてましたカ──」

「死ねないだけだよ、あの人は」

　宇津星は酷こく薄はくな笑みをこぼした。

「いざとなったら協力もできそうだが……」

「アノ人はいけませン。獲え物ものを好んデ逃がしまス」

「そうだな。確かに性質たちは悪い」

「──あの。夢路さんて誰だれです？　やっぱりキャラバンの人なんですか？」

　無気力な眼まな差ざしを不安そうに揺らしつつ、籤方が控えめに問い掛けた。

「知らないのですカ⁉」

　敬神が驚きの表情を浮かべる。運転席の宇津星は背を向けたまま、軽く鼻で笑って解説を加えた。

「あぁ、籤方君はまだ若いしな。夢路さんてのは、『キャラバン』の創そう始し者しやの一人だよ。私らもガキの頃ころに世話になった」

「へぇ……そうなんですか」

　わかっているのか疑わしくなるほど曖あい昧まいに、籤方はひっそりと頷うなずいた。

「あと……その幻げん三ぞう先生って人も、そんなに大事な人なんですか？」

　宇津星は溜ため息いきまじりに、付合いの長い方の相あい棒ぼうに流し目をおくった。

「おいおい、話してないのか？」

「うっかりしていましタ。まァ私よリ、君の方が説明はうまいでしょウ。それニ私も君ほド詳くわしくはありませン」

「俺おれだって、あの先生のことはわからないことだらけだが……幻三先生ってのは、俺達をこんなにした『迷めい宮きゆう神しん群ぐん』の、研究者さ。神群のことに関しちゃ、下手へたしたらキャラバンの情報班より詳しいかもしれない。まぁ、いい協力者だな」

「──じゃ、斬きっちゃいけないんですね？」

「あぁ。斬っちゃだめだ。今回はその爺じいさんを助けるのも仕事だからな。まだ生きてるかどうかもわからないが──なんだよ、敬神さん。ほんとに何にも、こいつに教えていないのか？」

「いヤ。私はてっきリ、上の方々が説明していタものだト」

　敬神は白い顔になんの感情も見せず応こたえた。付合いの長い宇津星は、その平へい坦たんな声から彼の苛いら立だちを察した。

　宇う津つ星ぼしと敬けい神しんは長く組んでいたが、この籤くじ方かた青年と組むのは今回が初めてだった。少し前まで組んでいた仲間は、殉じゆん職しよくして今はこの世にない。

　籤方刀とう至じは補充の人間だったが、宇津星の見た限りでは、あまり聡さとい方ではないらしい。神しん群ぐんを狩かる狩人かりうどには不向きだった。

「……今いま更さらいっても仕方ないか。おい籤方くん、わかんないことがあったら、ちゃんと俺おれ達に聞け。勝かつ手てに動くなよ」

「は、はい」

　青年、籤方刀至は、年に似ない舌した足たらずな口調で返事をした。

　ぼんやりとした目つきのために、齢よわい十八にしては外見はむしろ老ふけていたが、その口調にも、またおどおどとした物腰にも、年齢よりずいぶんな幼さが見える。よほどに閉へい鎖さ的てきな世界で育ってきたものらしい。

「ま、とにかく幻げん三ぞう先生は大事な協力者だ。もし見つけたら、扱いには気をつけてくれ」

「は、はい。あの、でも、宇津星さん」

「うん？」

「俺、この間、別の大事な協力者って人、斬きっちゃいましたけれど、あれって良かったんでしょうか？」

「なに？」

　宇津星の眼めが細く光った。

「あァ、それハ私が知っていまス。いいんですヨ、宇津星。例のアレでス。裏切り者の水みず本もと──」

「……そいつ、まさか暗殺班の所属だったのか？」

　宇津星は、籤方を顎あごでしゃくって示した。

「払い下げでス。少し性格ニ問題があったようですネ」

「あ、あの……それって、俺のことですか？」

　籤方が申し訳なげに口を挟はさんだ。

　宇津星と敬神は、きょとんと顔を見合わせ──忍しのび笑いをもらした。

「なるほど、なんとなくわかった。こういう奴やつだったか」

「籤方クン、気ニしないでくださイ。君ハ私か宇津星の指示ヲ聞いていれば大丈夫でス」

「は、はい。そうします」

　籤方は白はく痴ちじみた無邪気さで曖あい昧まいに笑った。

「それで籤方君、君は俺のことを知っているのか？」

「あ、はい。名前だけ」

　知らないも同然だった。

「……改めて自己紹介しておいた方が良さそうだ。俺は宇津星。瑠る璃りの都の鐘かね打うち・レティスマからはぐれた。能力は……見ての通り、このガラス玉の通信だ。あとはまぁ、手品が一つ二つだな」

「あ、どうも……あの、籤くじ方かた刀とう至じです。俺おれ、生まれつきのはぐれらしくて……神しん群ぐんの名前わかんないです。すみません。一応、剣士らしいです」

　そういって、籤方は細長い布袋の、柄つからしき部分に指をあてた。

　刹せつ那な、その眼まな差ざしが深く沈み、薬やく物ぶつ中毒者のように妖あやしい光を宿す。

　宇う津つ星ぼしはぎくりとしたが、隣の敬けい神しんは眉まゆ一つ動かさなかった。

「へへ──こいつは、『真しん女め』っていいます。俺のたった一人の親友です。俺ともどもよろしくお願いします。いいやつですよ」

　口の端をひきつらせて嗤わらう籤方の気配は、獣けもののそれへと一変している。宇津星には、タロットカードの『愚ぐ者しや』が、刀に触れた一瞬で『悪あく魔ま』へと転じたように見えた。それも多分に狂気のおまけを含んでいる。

「──あぁ」

　脇わきの下に汗を感じつつ、宇津星はできるだけ鷹おう揚ように応こたえた。

　相手は普通の青年のように見えた。だが、戦闘では敵かなわないと即座に悟さとった。

「取り扱いにハ注意するよウ、私も上からいわれましタ」

「わかった。肝きもに銘めいじておく」

「え？　何をですか？」

　刀の柄から指を外した籤方は、卑ひ屈くつな笑顔をもつただの青年に戻っている。

「──天然なのか？」

「育て方の問題だったンでしょウネ」

　応えて、敬神は後部に積んであったダンボール箱を開けた。そこにはサバイバルキットやレーションの詰まったナップザックが三つと、小型のアルミトランクがある。

　トランクの中には、敬神が使用する薬剤のアンプルが納まっていた。中身はただの興奮物質である。ただし、常じよう人じんが服用するには少々危険な濃度にはなっているはずだった。

「敬神さん。さっきの通信じゃ、詩し乃のもついて来ているらしい。あいつなら神群の位置はもう把は握あくしてるだろうが──」

「神群は我々では見つけづらいかもしれませンネ。しかシ、詩乃が我々に神群の位置を教えルとは思えませン。どちらを探しますカ？」

「二手に別れよう。俺は神群を探す。敬神さんは籤方を連れて幻げん三ぞう先生を探しながら、もし会えたら、夢ゆめ路じさんと詩乃にも連絡をつけてくれ」

「御協力いただけるとは思えませんガ？」

「今回に限ってはそうともいいきれない。なにせ幻三先生が行方ゆくえ不明だ。島に騒ぎが起きていないところを見ると、夢路さん達も見つけていないはずだしな。幻三先生の救出を手伝うともちかければ、芽めはあるぞ」

「わかりましタ。でハ、通信球をいただきまスヨ」

　後部座席から助手席に、敬けい神しんの黒手袋が伸びた。小さなびい玉を枝のような指先につまむ。

「あぁ、持ってってくれ。《出した》ばかりだから二週間はもつ」

「こんナ離島で長期戦は困りますがネ。久々の神しん群ぐん狩がりですガ、手早く済ませましょウ」

「できるだけ有意義に、な」

「もちろン」

　宇う津つ星ぼしと敬神は、顔を見合わせ笑いあった。

　籤くじ方かたは刀を抱きしめたまま、そんな二人の狩人かりうどをぼうっと眺めていた。
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　白い湯ゆ気げの奥に、更さらに白い裸ら身しんがぼんやり浮かんでいた。

　裸身の主は十六歳ほどの少女──

　セミロングの髪をそのままに、露天風呂の湯にとっぷりと細身の体を浸ひたしている。

　それなりに発育した胸を隠かくしもせずに、大きく伸びをして吐と息いきを一つ。

「あ────……露天風呂なんて、初めてです。いいですねぇ……」

　弓ゆみはうっとりと呟つぶやいた。

　頭上には雨あま避よけのひさしがついていた。その向こうに広がる空は、まだ少しだけ夜に早い。

　徒と帰き島の村長を務める弓の祖父、露つゆ草くさ勘かん之の介すけの家には、立りつ派ぱな露天風呂があった。

　ダムもない離島で真水は貴重だが、徒帰島は小さな島ながら水量の豊富な温泉や湧わき水みずもあり、その意味では暮らしやすい場所らしい。

　祖父との邂かい逅こうも無事に終わり、弓はほっと胸をなで下ろして、かれこれ数十分もぬるい湯に浸つかっている。

　岩を背にして、朱あか羽はがにこやかに微笑ほほえんでいた。

「いつも入っていると有り難みもなくなりますが、私も社やしろのお風呂よりこちらが好きです。手足も伸ばせますから」

　朱あか羽はは白い──白すぎる腕で、そっと湯をすくった。濡ぬれそぼった袖そでから、ひたひたと水滴が落ちる。

　裸ら身しんの弓ゆみとは異なり、朱羽は白い浴衣ゆかたをまとったまま入浴していた。弓がそのことを問うと、朱羽は「夏祭前の清めも兼ねておりますので」とだけいって微笑した。艶つやのある長髪は、頭頂てつぺんで丸くまとめている。
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「あの──ちょっと聴いていいですか？」

　弓の声は自信なさげに響いた。

「なんでしょう？」

「朱羽さんは──その、いつから巫女みこさんを？」

「私は、もう十四年ほど。もっとも、巫女といっても何をするということもありません。ただこんな格かつ好こうをして、お祈りをするだけです」

　朱羽は微笑ほほえんで、軽く眼めを瞑つむった。一方の弓は眼を見開く。

「十四年て、いくつの時からやってるんですか？」

「十一です。はやいもので、あっという間でしたわ」

　あっさりと答えて、朱羽は弓の裸身を見つめた。

「弓さんは今、十六歳でしたね？」

「はい」

「向こうの学校は──楽しいですか？」

　そこに籠こめられた母性に似た響きに、弓は一瞬だけ戸と惑まどった。

　父親が死んで以来、弓の母親は仕事が忙いそがしく、親子ながらどこか疎そ遠えんになっている。ここ数年は特にそうだった。

「は、はい。学校は楽しいですよ。来年くらいになったら、大学受験とかで色々とあると思いますけど、今は楽しいです」

「そうですか」

　呟つぶやいて、朱羽は少し視線を落とした。

「これは、聴いていいのかどうかわかりませんが──お連れの男の子は、弓さんの恋人ですか？」

　弓の顔が途と端たんに紅こう潮ちようした。

「え？　あ、いえ、あの、えーと……その、多分……」

「──多分？」

「あの、ほら、心しん弥やちゃんて、ちょっとわからないところあるんです。幼なじみなんですけど」

「人と人の間に、わからない部分があるのは当然のように思いますけれど？」

　朱羽は娘を見るような目つきで笑った。

「もちろんそうなんですけど……なんていうか、あんまり、気を許してくれてないっていうか──」

　弓ゆみの声は尻しりすぼみに小さくなっていった。

「……そうですか。色々と、あるのでしょうね」

　優やさしげにいって、朱あか羽はは湯船の中を弓の傍そばににじりよった。

　弓は頰ほおを染めてしみじみと息を吐いた。白い湯ゆ気げが溜ため息いきに揺らぐ。

「でも、そのうちうまくいくと思いますよ、弓さんなら」

「そ、そうですか？」

「えぇ。この徒と帰き島の血をひく者には、波は谷たに様さまの御ご加か護ごがあります。きっと、大丈夫ですわ」

　朱羽は微笑ほほえんだ。

　弓はびくりと身を震わせた。

「──波は、谷たに……さま？」

「おや？　御ご存ぞん知じなかったですか？　この島に伝わる神様です。私は、波谷様をお奉まつりする神社の巫女みこなんですよ」

「い、いえ。知っています。父から──昔、聞きました」

「弓さん」

　不意に朱羽の声が鋭さを増した。

「弓さんのお父さんは──失礼ながら、波谷様について誤解をされていたそうです」

「……え？」

　朱羽が唐とう突とつに何を言い出したのか、弓にはわからなかった。

「確かに波谷様のことは、私たちにもよくわかってはおりません。ですが、あの方がいらしてくださったからこそ、私たちの御先祖はこの島に住むことができたのです。それは今も、変わりません」

「あの……すみません、波谷さまって、お伽とぎ噺ばなしのですよね？」

　弓のきょとんとした顔付きに、朱羽はほんのわずかに眉まゆをひそめた。

「御存知ないのですか？」

「えっと……私は、父からこの島に伝わっていたお伽噺を聴いただけで、それ以外のことは……あの、波谷さまって、最初にこの島を開いた開拓者の方ですよね？　確かそんなことを聴いたんですけれど……違ったかな」

「……えぇ、そうです──左様でしたか……弓さんは、創そう世せいの部分しか御存知ないのですね」

「そうせい？」

「気になさらないでください。てっきり御存知のこととばかり思っておりましたので、ついそのつもりでお話してしまいました。一週間も滞在されるのですし、続きは暇な時にお話しましょう」

　朱あか羽はの微笑は、張り付いているように見えた。

「それでは、そろそろあがりましょうか。のぼせてしまいます」

「あ、はい。じゃ、私も」

　朱羽に続き、弓ゆみも胸元をタオルで隠かくして立ち上がった。

「あら？」

　朱羽は不意に呟つぶやき、弓の背に視線を送った。すぐに勘かん付づいて、弓が背を指先で触る。

「あ──えぇ。ここ、ちょっと痣あざになってるんです。生まれつきなんですよ」

　長風呂のため、桜さくら色いろに上気した弓の背に、細く縦長の痣が二本あった。その緑がかった線は微かすかにふくらんでいる。

　昔から友人達にも散さん々ざん見られて、もう慣れきっている痣だった。

　朱羽は不思議そうな表情をつくり、その背に歩み寄った。

「失礼ですが……触さわっても、よろしいですか？」

「？　はい。別に……痛かったりはしませんから」

　朱羽の白い指先が、そっと痣をなぞった。

「あ……」

　ぞくぞくっと、弓は背に悪お寒かんを感じた。そこに神経が集中しているのが感じられる。これまでにないことだった。

「ごめんなさい、痛かったですか？」

　朱羽が顔を覗のぞき込む。

「……いえ。そうじゃないんですけれど」

　緑色の二つの痣は、背筋を中心線にして左右対称にはしっている。その痣が、不意に疼うずきはじめた。

「あ、あれ？　なにか、塗りました？」

「いいえ、何も。なにか、おかしいですか？」

　弓は身をかがめ、湯船で軽く背を流した。疼きは始まった時と同様、唐とう突とつにおさまった。

「──すみません、なんでもなかったみたいです」

「左さ様ようですか」

「────」

　やんわりと肯うなずく朱羽の微笑の奥に、弓はふと、暗い気配を感じた。







　部屋の中がどうにも暗くなって、心しん弥やは壁かべ際ぎわのスイッチを押した。

　天てん井じように、天使に似た丸い輪が灯ともる。

　眼めに優やさしい光ではない。ことにその白色灯の下では、スケッチブックも反射して少し見づらくなった。

　腕時計を見れば、時刻は五時半。

　日の長い夏でも、曇どん天てんのためにもう外は暗くなりかけていた。

　部屋の障しよう子じの外には、純和風より多少緯い度どの南下した光景が広がっている。

　松のかわりにソテツが、玉たま砂利じやりのかわりに細こまかい砂が見える。空が快晴でないのは残念だったが、とりあえず心しん弥やは鉛筆でその光景を描き出していた。

　広げたスケッチブックに浮かぶ緻ち密みつな風景模も写しやからは、しかし何の発色もなかった。片手間の手て慰なぐさみだけに仕方もない。

　弓ゆみは朱あか羽はと連れ立って、この広い家の露天風呂に浸つかっている。そこでついでに浴衣ゆかたに着替え、このあとは神社の夏祭を見に行くことになっていた。

　小さな島の神事だけに、出で店みせの類たぐいは一軒もないらしいが、その代わりに夕食は社やしろで用意しているとのことだった。

（いい島……なんだろうな）

　庭の景色を描き終わって、心弥はふとそんなことを考えた。

　自然が豊かで、離島にありがちな水の悩みも湧わき水みずで解決している。聞いた話では土も肥こえている上に、漁業の収穫も安定しているらしい。そこはのどかで優やさしい、ある意味で理想的な離島ともいえた。

　──ただ。

　どうしてなのかは心弥にもわからなかったが、無む性しように根こん拠きよのない嫌けん悪おが消えなかった。何かが異質で、受け入れられない──そして、嫌きらいになれるほどに島のことを知りもしないくせに、そんなことを漠ばく然ぜんと感じる自分も嫌いやだった。

　対象を描くことでわかることもある。

　庭の絵でも描いていれば、あるいは何かが見えてくるかとも思ったが、結局失敗に終わった。

　開け放った障しよう子じの向こう側は、隣室にも続く縁えん側がわになっている。

　襖ふすま一枚だけで隔へだてられた隣が弓の部屋で、もう片方の隣は空室だった。

　蛍光灯に虫が寄ってきそうな気がして、心弥はスケッチブックを片手にしたまま、障子を閉めようと縁側に歩み寄った。

　足元の平石の上に、一いつ対ついの突っかけがあった。客用の履はき物ものには見えないから、おそらくは誰だれかが脱ぎっぱなしにしているものらしい。

　改めて庭先を見まわす。

　濃い鈍にび色いろの空の下では、本来鮮あざやかなはずの木々や砂の色さえも沈んで見えた。

　生きているもの、死んでいるものの判別もつかないような、無機質な色の集合──

　その奥に、何かが隠かくれていそうな気がした。

　心弥はふと思いついて、広すぎる庭を見て回ろうと突っかけに足を入れた。

　少し見廻るくらいなら、朱あか羽はと弓ゆみが戻ってくるまでの暇ひま潰つぶしにちょうどいい。

　露天風呂がある方向には近づかないよう気を配りつつ、心しん弥やはスケッチブックを抱えたまま、庭を巡り始めた。

　想像以上に広すぎる庭だった。

　屋敷の道側には低いながらも垣かき根ねがあったが、心弥が一望した限りでは、庭の大部分はそのまま密林に接しているらしい。獣けもの道みちのような狭い口は随ずい所しよに見えたが、下手へたに入り込むと迷いそうな気配が濃のう厚こうだった。

　しばらくあたりを散さん策さくした後で、心弥は屋敷から少し離れ、森の側へと寄ってみた。木々が放つむせる匂においが鼻をつく。

　ぐるりと沿って歩いていると、暗い南国の木々の向こうに、小さな光の反射が見えた。よくよく見れば、森の中に小さな泉がある。

　道の手入れはされていないようだったが、それでも人二人が並んで歩けるほどの広さが平へい坦たんになっていた。

　頭上はぎっしりと得え体たいの知れない蔦つたで覆おおわれ、道は暗いトンネルになっていた。しかし泉のあたりだけは空が拓ひらけているらしく、まだ多少は明るい。

　枝から蛇へびでも降ってきそうな密林に、心弥は足を踏みいれた。

　眼めの高さに茂った枝を手ではらい、心持ち腰をかがめて歩を進める。

　すぐに湿った森の匂においが、湧わき水みずの清せい冽れつな空気へと変わった。肺に吸いこむ酸素までがひんやりと冷たい。

　近づいた泉の縁ふちは、奇妙なほどに完全な円を描いていた。大きさはちょうど井い戸どの口ほどで、地面に唐とう突とつな落とし穴のように口を開けている。

　周囲は濡ぬれた自然石に固められ、その上をびっしりと濃こ緑みどりの苔こけが覆っていた。こんこんと溢あふれる水は、苔の上を流れてまた地下へと染しみていく。

　腰をかがめ、心弥はそっと泉の中を覗のぞき込んだ。

　夕ゆう闇やみのために深さはうかがえない。暗黒へと続く穴の上に、自分の顔の輪りん郭かくが影となって映っていた。

　そっと手を差し伸べてみる。清水は刺すように冷たかった。

　手を入れたことで、泉に映った影が揺れる。その中に、自分の物ではない影も揺れていた。

　頭上を見上げた心弥は、咄とつ嗟さに息を吞のんだ。

　無関心の白をまとったいくつもの影が、心弥を見下ろしていた。

　海鳥──

　何十羽いるのか知れないが、彼らは縄なわ張ばりに踏み込んだ敵を見るような目つきで、一いち様ように異い邦ほう人じんを見下ろしていた。

　すぐに心弥は来たばかりの枝下のトンネルに戻り、早足にそこから逃げ出した。木の根につまずいて爪つま先さきをすりむきながら、這はうようにして元の庭へと戻る。

「なんだ、いまの……」

　一羽一羽の海鳥はさして大きくもなさそうだったが、固まったその存在感には圧倒されるものがあった。心臓は大きく鳴っている。

　青ざめた心しん弥やが振り返ると、鳥の姿は何ど処こにもうかがえなかった。どうやら泉の上だけに集まっているらしい。

　動どう悸きもおさまらないまま、心弥は庭を、あてがわれた部屋へ戻りはじめた。







　自室に辿たどり着くと、もう部屋の中には、座ざ卓たくを挟はさんで朱あか羽はと弓ゆみが向かいあっていた。

「あら、お帰りですね」

「心弥ちゃん！　何処行ってたの！　六時にはここ出るっていったじゃない」

　濃い色の浴衣ゆかたに着替えた弓が、咎とがめるような口調で言った。色にはそれほど不機嫌の様子はない。朱羽の手前、怒っているふりをしているだけらしいと心弥は悟さとった。

　時計を見ると、もう六時を少しまわっていた。思いのほか、長く庭にいたらしい。

　心弥は縁えん側がわから部屋へと上がり込んだ。

「悪い。ちょっと散歩してたんだ。それより朱羽さん、いま、庭の泉を見てきたんですが……」

「泉？」

　朱羽はいぶかしげに眉まゆを歪ゆがめた。

「えぇ。鳥の巣なんですか？　あそこ」

「あぁ……あの湧わき水みずですね。巣ということはないはずですが……あそこは千ち尋ひろの泉いずみと申しまして、昔の伝でん承しようでは別の世界に通じるといわれています。かなり深いようですので、あまり近づかれない方がよろしいかと思いますよ」

　思し案あんげに呟つぶやいて、朱羽は腰をあげた。

「それでは心弥さんの準備ができましたら、玄関にてお待ちください。私もすぐに参りますので」

　朱羽はするりと部屋から出ていった。

「準備も何も──露つゆ草くさ、行こう」

　心弥は座卓につきもせず、そのまま部屋を出ようとした。

　その背に、弓が慌あわてて追いすがる。

「ちょっと待って、心弥ちゃん」

　いそいそと、片手にした着物を差し出した。

「ん？」

「えっとね、これ、ちょっと前に買ったんだけど──浴衣。心弥ちゃんに似合うと思って」

「え？　わざわざ向こうから持ってきたのか？」

「うん。安かったし」

　弓ゆみは笑顔。

　心しん弥やは受け取った浴衣ゆかたを広げた。

　濃のう紺こん色いろの絣かすりの模様──ペアルックではないことに、ひとまず安あん堵どする。

「ほら、浴衣って一人じゃ恥はずかしいし──」

「へぇ、いい柄がらだ。もらって──いいのかな？」

「だから、そのつもりで持ってきたの！　着てくれる？」

　弓は微かすかに頰ほおを染めていった。湯上がりのためのようにも見えるが、感情の色もまた濃い。

　心弥は素直に礼をいった。

「ありがとう。じゃあ着替えるから、ちょっと待っててよ」

「うん。あ、帯、結べるよね？」

「晴れ着じゃないんだから」

　苦笑して、弓が襖ふすまを閉めるのを待ち、心弥は着替えをはじめた。

　襖の向こうに、弓の気配が留とどまっていた。

「──心弥ちゃん。着替えてる時になんだけど、あの──さ。なんかここって、おかしくない？」

　明らかに不安を含んだ声だった。

「──幽ゆう霊れいでも見た？」

「そういうんじゃなくって……あのさ、心弥ちゃん、波は谷たにさまって知ってる？」

「──なんだって？」

「波谷さま。この島の神社の神様なんだけど」

「いや、聴いたこともないな。ユダヤに、ハダニエルっていう天使の話はあるけど」

「それはぜんっぜん関係ないと思う。神社だし」

「この島だけの伝でん承しようかな。で、それがどうかした？」

「……ううん。知らないんならいい」

「話してくれたら、なにか思い出すかもしれないよ」

「ううーん……」

　弓は戸と惑まどうように声をひそめた。

「無理にとはいわないけれど」

　心弥は助け船のつもりで呟つぶやいた。話の内容には特に興味もない。ただ、話すことで弓の不安が解消されるなら聞くつもりだった。

　着ていた服を脱いで、着替えの浴衣を広げた心弥は、そこで違和感を憶おぼえた。

　浴衣の縫ぬい目めの所々が、妙に安定していない。素材や洗濯の仕方を示すタグもついていなかった。

　──どうやら弓ゆみが、仕立ててくれたものらしい。

　襖ふすまの向こうの弓はぽつぽつと──忘れかけていた物語を思い出す語かたり部べのように、途と切ぎれ途切れに語りだした。

「うちのお父さんがね……私が子供の頃ころ、話してくれたの。この島の、御お伽とぎ噺ばなし──」







「どうだ？」

　背広姿の男が、握ったガラス玉に話しかけた。

　びい玉は淡あわく淡く、ひっそりと星雲に似た光を籠こもらせる。

『まだでス。そっちハいかがですカ？』

「波は谷たに神社って所に来た。祭りでもあるらしく、村の連中がほとんど集まっちまってる。神しん群ぐんは──いるとしたら、ここであたりだと思う。神殿の御神体扱いってところだろう。見つかったからには、もう夢ゆめ路じさんと同盟を組む必要もないな」

　応こたえる宇う津つ星ぼしはライトバンの運転席を倒し、体を横たえていた。傍はた目めには、これから一眠りする風ふ情ぜいである。

　車の窓の向こうには、鳥とり居いまで祭りの提ちよう灯ちんが点々と続いていた。

『幻げん三ぞう先生ハ、もう始し末まつされましタかネ？』

「あるいは、神社の中かもしれないが──生きているとは思わない方がいいかもな。死体とご対面したら、冥めい福ふくの一つでも祈るとしようや」

『わかリましタ。村長宅はまだ探していなイ所がありまス。終わったラ、そちらへ行きまスヨ』

「あぁ。そうしてくれ」

　溜ため息いきまじりにいって、宇津星は薄く笑った。通信球が光を失っていく。

「案あん外がい、食われて死体もなかったりしてな」

　どうでもいいことと言わんばかりに呟つぶやいて、宇津星は煙草タバコをくわえた。

　こんこん。

　窓ガラスを叩たたく者がいた。

　宇津星は胡う散さん臭くさげに外を見た。

　島民らしい中年男が、睨にらむようにして車内を覗のぞき込んでいた。

　宇津星は心中だけで用心しつつ、動きはいたって素人しろうとのふりをして窓をあけた。

「あんた、ここでなにしとるね」

　中年男は、いぶかるように眉まゆをひそめていった。

「あぁ、島の方ですか？」

「なにしとる？」

「いえ、私、東とう都とまごころファイナンスの者なんですけどね。まぁ、俗に言う借金取りという奴やつでして。こちらに、うちから逃げてる方がいるって密みつ告こくがあったんですが、これがどうもガセだったらしくてねぇ……翁おきな居いって爺じいさんなんですけど、知ってます？」

　中年男は露ろ骨こつに眉まゆをしかめた。

「いや、知らん」

「ですよねぇ。私もぺーぺーなもんで、使い走りには慣れてるんですが……聞いたら、帰りのフェリーは明後日になんなきゃ来ないっていうじゃないですか。もう踏ふんだり蹴けったりですよ」

　宇う津つ星ぼしは力なく笑って見せた。中年男の顔に同情が浮いた。

「そうかね……一応、こんな島でも民宿はあるぞ」

「いや、実はそんなに金もってないんですよ。銀行かＡＴＭ、あります？」

「はは、そんなもんはないわな。まぁ、いざとなったら村長んとこ行けや。あそこは部屋あまっとるから、一晩二晩ならただで泊めてくれるわ。向こうをずんずん行った奥のでっかい家じゃ」

　漁りよう師しらしい日焼けした中年男は、にっと笑って祭りの神社へと歩いていった。

「あ、はい。どうも、ご親切に……」

　宇津星はそつなく頭をさげ、その背を見送った。

（どこの世界に、あっさり身分を明かす借金取りがいるんだかね）

　嘲あざけりの笑みを口くち許もとに浮かべ、宇津星は黒くろ縁ぶちの眼鏡メガネの位置を直した。

　噓うそはついていない。『東都まごころファイナンス』は、『キャラバン』のダミー会社として存在しているし、宇津星も形の上ではそこから給料を貰もらっていた。ただし、その主な仕事は金貸しや取り立てではなく、『迷めい宮きゆう神しん群ぐん』の調査と撲ぼく滅めつになっている。

　こんこんこん。

　再びドアが鳴った。宇津星は舌打ちをこらえて窓を見た。

　見覚えのある鉄煙管キセルが、窓ガラスを軽く叩たたいていた。

　舌打ちをこらえたのが馬ば鹿からしく思えた。

　ここぞとばかり露ろ骨こつに舌打ちし、宇津星はかけたばかりのロックを外はずした。

「よう。元気だったか」

　先程の中年男よりは数段きつい眼まな差ざしの男が、堂々と助手席に乗り込んできた。すぐに後部のドアも開き、首輪をはめた娘が車内に移る。白いブラウスとギャザーの入ったロングスカートの組み合わせは、ライトバンより馬車が似合いそうだった。

「夢ゆめ路じさんも、お元気そうで。いつ見ても矍かく鑠しやくとしてらっしゃいますね。そろそろ墓でも買ったらどうです？」

　宇津星は座席を元に戻した。倒したままだと、首輪の娘の目の前に頭を差し出す格かつ好こうになる。その状態で話をするのはいかにも危険だった。

「そう嫌きらうなよ。健康だけが取とり柄えでな。噂うわさは聞いてる。やりまくってるそうじゃないか？」

　灰色の作さ務む衣えをまとった男は呟つぶやいて、煙管キセルを懐ふところに仕し舞まった。

　フロントミラー越しに、首輪を嵌はめた大正風の娘が宇う津つ星ぼしの目を見み据すえている。

　その視線の動きに用心しつつ、宇津星はぼやきの口調で応こたえた。

「ほぼ敬けい神しんさんの業績ですがね。私はただのサポートですから……詩し乃のさんも、お元気そうですね？　なによりです」

　娘は沈ちん黙もくで応えた。宇津星は軽く肩をすくめる。

「しかしやはり、夢ゆめ路じさん達もおいでだったんですね。神しん群ぐん絡がらみですか？」

「とぼけるなよ。情報源は一いつ緒しよだろう」

　翁おきな居い夢路の気だるい口振りに、宇津星はくっくっと笑って頷うなずいた。

「──今を去ること千余年前の平安後期。

　ここを根ね城じろにした水軍……つまり海かい賊ぞくが、さらってきた一人の少女をこの島で陵りよう辱じよくした。朝になって逃げ出した少女は、追われるうちに島の森に迷い込み……」

「──この島に潜せん伏ぷくしていた《神様》に出会った。そいつの力を借りて、少女はその神の名である『波は谷たに』を名乗り、海賊達をこらしめる。

　改心した海賊達は、少女を巫女みこと崇あがめて、この島で奴ど隷れいも同然に、平和に暮らしましたとさ──だろ？　やるせない話だ」

　夢路が話の後半を引き継いだ。

「それです。幻げん三ぞう先生の日記には、もう少し詳くわしく書いてありましたね。さからった海賊達の死しに様ざまなんぞなかなか──あの人は小説書きにでもなれば良かったように思います。売れるかどうかは別として」

「同感だ。そうすりゃ、こんなことに首も突っ込まなかったろうに。それで……お前たちは、もう幻三を見つけたのか」

「見つけたように見えます？」

「聞き方が悪かった。『まだ殺してない』な？」

「夢路さん」

　宇津星は口だけで笑った。その目元には隠かくし切れない敵意が宿っている。

「幻三先生が失しつ踪そうしてから一ヶ月です。まだ生きているとお思いで？」

　夢路は鼻で溜ため息いきをついた。構かまわず宇津星は言葉をつなぐ。

「我々にとって邪じや魔まなだけのあなたと違って、あの人にはまだ利用価値がある。一応は私達も探しています。助けられるなら助けましょう。

　しかし……まったく、あなたの図ず太ぶとさには感服しますよ。山やま之の内うちさんが肯うなずきさえすれば、我々はあなたを殺すつもりの人間だというのに」

「だがありがたいことに、沈ちん黙もくの山やま之の内うちは肯うなずかない。あいつは俺おれの子供みたいなもんだからな。腐ふ蝕しよくのメリアも災さい厄やくのカーマインも、嘆なげきの祭さい夏か老ろうさえ、血のつながりはなくても俺の子供も同然だ」

　それは誇ほこらしげな、しかし同時に道どう化けじみた口調だった。

「……あなたのような人を、虎とらの威いを借る狐きつねというんです」

　辛しん辣らつな言葉を浴びた夢ゆめ路じは、肩を揺らして吹き出した。

「狐、大いに結構。お前たちはそれを狩かる狩人かりうどってわけだな」

「さすがに年の功、よくおわかりの御様子ですね。わかったら車を降りてください。あなたといるとろくなことがない」

「その前に、だ」

　抑よく揚ようを失った声で呟つぶやく。

「幻げん三ぞうを見つけたら、こっちに引き渡してもらいたい。いいな」

「心配せずとも、翁おきな堂どうまでお届けしますよ」

「お前らはこの島で暴あばれるつもりだろう。その前に、こっちに渡せと言っている」

　宇う津つ星ぼしは大おお仰ぎように眉まゆをひそめ、胸ポケットから取り出した煙草タバコをくわえた。咄とつ嗟さに思い直して、火もつけないままに灰皿に置く。健康のために、宇津星は一日二十本までの喫きつ煙えん制限を自分に課していた。既すでに今日の分は吸い終わっている。

「それは──どういうことです？　私や敬けい神しんさんが、こんな田舎いなかに埋うずもれている神しん群ぐんと影響者相手に負ける、と？」

「……ティギー達も来るそうだな。あの暴ぼう走そう馬ば鹿かの《巻まき添ぞえ》は御ご免めんこうむりたい」

　ふん、と宇津星は鼻を鳴らし、

「──あなたの情報網も得え体たいが知れませんね、まったく。いいでしょう、お預けしますよ。その代わり──」

　細長い人差し指をすっと立てた。

「我々の狩りの邪じや魔まをしないこと。そして、神群の位置を教えること。この二つが条件です。よろしいですか？」

「人間は、殺すなよ」

　夢路の声には、深い沈痛の響きがあった。

「無む論ろん、我々は《人類》の味方ですからね。カーマイン派やヴィヨンと一いつ緒しよにせんでください」

　嗤わらいを含んだ宇津星の言葉に、夢路は表情を硬かたくしたまま頷うなずいた。

「これで契約成立ですね。契約書はつくりますか？」

「いらんよ。神群の位置は……幻三が助かってから、教える」

「はははっ──位置の方は、もう見当はついているんですよ。迷めい宮きゆう神群を信仰する馬鹿どもは、それを隠かくすどころか堂々と祭り上げることがほとんどですからね」

　宇う津つ星ぼしは軽く笑って、自らの手を口の中に突っ込んだ。

　唇くちびるの端が切れそうなほどに伸びて、拳こぶしから手首までがすっぽりと口中におさまる。

「げ──うげっ」

　低く耳みみ障ざわりな呻うめきを漏もらし、宇津星は唾液の線をひかせながら手を引き抜いた。背後の詩し乃のは微かすかに眉まゆをひそめたが、夢ゆめ路じはつまらなそうに祭まつり提ちよう灯ちんを眺め続けていた。

　宇津星の指の先には、ねっとりと粘ねん液えきをまとったガラス質の小さな玉があった。

　澄ました顔で、宇津星は背広の内ポケットからハンカチを取り出し、びい玉についた粘液を拭ぬぐう。

「契約書の代わりです。幻げん三ぞう先生を見つけたら、ご連絡いたします」

「あぁ。もらっとく。それじゃそろそろ、俺おれ達は消えよう」

　びい玉を受け取った夢路はドアを開けて立ち上がった。後部座席の詩乃もそれに倣ならう。
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　暗い車外へ出た夢路は、名残なごりのように顔を窓からのぞかせた。

「そうそう……一つ、忠告だ」

「うかがいましょう？」

　宇津星は欠伸あくびまじりに応こたえた。対照的に、夢路は鋭い視線を据すえる。

「狩人かりうど気取りも結構だが、狐きつねを狩かるつもりで、虎とらに食い殺されんように、な」

「気取っているのはあなたの方でしょう。虎がいつまでも、狐の味方をするとは限りませんよ」

　響くような返事を耳にした夢ゆめ路じは、軽く肩をすくめた。

「やるせないね。なに、いざとなったら俺おれは逃げるさ」

　囁ささやくように言い残し、作さ務む衣えの男は首輪の娘を伴って、夜の向こうに消えていった。

　宇う津つ星ぼしは灰皿にあった煙草タバコをくわえ、慣れた手つきで火をつけた。

「……あ。しまった、つい……まぁいいか……」

　二十一本目の煙草。

　苦にが味みの強い煙は、肺の奥まで暖かく染しみていった。宇津星は全身の力を抜き、じっと耳を澄ました。

　鳥とり居いの前に人通りは絶えている。もうほとんどの村人が境けい内だいから奥へ上がったらしく、微かすかなざわめきだけが外から聞こえていた。

　神社を調べるつもりだったが、さすがに人が多すぎる。祭りの終わりを待つことにして、宇津星は仮か眠みんをとるために、窓にシェードをかけようとした。

　不意にフロントガラス越しの道に、白い巫女みこ 装しよう束ぞくが揺らいだ。

　その背後には、浴衣ゆかた姿の少年と少女がついてきている──







　静々と歩く朱あか羽はの後ろ姿には、絵心をそそられる艶つやがあった。

　星もない闇やみを背景に、橙だいだい色いろの祭まつり提ちよう灯ちんが点々々。

　スケッチブックを小こ脇わきに抱えた心しん弥やは、その場でモデルを固めたい衝しよう動どうにさえかられた。

　しばらくその背に視線を留とどめていたが、気付くと傍かたわらでは、弓ゆみが不機嫌そうに黙りこくっていた。

　心弥の視線の行き場に勘かんづいたものらしい。嫉しつ妬とというほどに強くはないにせよ、不満を示す赤色と寂さびしさを示す白がぼんやりと闇に沈んで見えた。

　適当に話題をつくろうと、心弥は何気なさを装よそおって声をかけた。

「露つゆ草くさ、お爺じいさんて、どんな人だった？」

「え……あ。うん。優やさしそうな人。ちょっとお父さんに似てたかな」

　唐とう突とつな問いにも、弓は待ち兼ねていたように素早く答えた。感情の色はもう持ち直している。

「そっか……ま、親子だしね。祭りには来るのかな」

「うん。車くるま椅い子すでもう行ってるみたい。そうですよね、朱羽さん？」

　振り向いた巫女装束の娘が、やんわりと頷うなずく。

「はい。村長ですから、祭事にはどうしても。そろそろご引いん退たいのお年ですのにね」

　くすくすと、親愛の籠こもった微笑をもらした。その表情ほどに感情色が明るくないのが心弥には気になった。

　一方で弓ゆみは、その朱あか羽はの顔が噓うそ偽いつわりのないものと信じて疑わないように、華はなやいだ声を出す。

「もう七十くらいですか？　でもお元気ですよね」

「七十二歳です。この島の者は長命なんですよ。湧わき水みずのおかげかもしれませんね」

　心しん弥やは庭にあった泉を思い出した。水道管も樋といもなく、ただ溢あふれた水が地中へと還かえっていく、小さな泉だった。

　頭上を囲んでいた鳥の乾いた目つきは、今も心弥の脳のう裏りに焼きついている

　──今も、見えない闇やみの向こうから無感情な鳥の目が自分を眺めているような気がする。

　妄もう想そうを払うように、心弥は頭を数度、打ち振った。

　石段の下の鳥とり居いが近づいてくる。

　その向こうには、一台のライトバンが停とまっていた。島に降りた時に傍かたわらを通った車と似ているように思ったが、確証はもてない。

　普ふ段だんなら、少しも気にしないことばかりだった。

　朱羽のような感情色を見せる人間は珍めずらしくもないし、車の一台に至ってはそれこそどうでもいいことである。泉の上にいた鳥の大群だけは衝しよう撃げきだったが、それにしたって襲われたわけでもない。知らずに彼らの縄なわ張ばりへ入り込んでしまっただけだろうと思った。

　しかし、島についてからというもの、心弥は何かに神経を逆さか撫なでされ続けているような違和感を感じている。それが旅ゆえの緊張のせいなのか、それともまったく別の何かのせいなのかは自分でもわからない。

　弓から島に伝わる奇妙な昔話を聞いたことも、あるいは影響しているかもしれない。

「心弥ちゃん、顔色悪くない？　大丈夫？」

　表情より先に弓の色を確認して、心弥はその心配が口先だけのものでないことを知る。

「別に？　なんともないよ。暗いからだろう」

　すぐに色は元通りになる。

　感情の色は正直だった。

　時折、正直でない者も確かにいる。

　喜びながら不快感を感じていたり、怒りながら快感を感じていたり。

　感情に歪ゆがみをもつそうした者は珍しくないが、それらは大たい概がいがどこかおかしい人間で、その色合いも油ぎっていたり毒どく々どくしかったりと醜みにくかった。

　露つゆ草くさ弓の色には、少なくともそうした歪みはない。怒っている時も哀かなしんでいる時も喜んでいる時も、その色は絵にしておかしくない鮮あざやかさで心弥の目に映っていた。

　鳥居の前に立つ。

　石段の下から、闇の上を見上げる。

　両りよう脇わきにぽつぽつと並ぶ祭まつり提ちよう灯ちんの明かりは、足元を照らすに充分だった。ただし照らされた足元の石段は、整ったコンクリによるものではなく、切り出した自然石の組み合わせで出来ていて、油断すると転びそうな状態だった。

　朱あか羽はは慣れた足取りでするすると石段を昇っていく。

　浴衣ゆかたに着替えた弓ゆみは、朱羽から借りた雪せつ駄たを履はいていた。こちらは慣れない足元で、手すりもない石段を一歩ずつ確かめて昇るしかない。

　見み兼かねて心しん弥やは手を差し伸べた。

「あ、ありがと」

　弓は大おお袈げ裟さに安あん堵どの笑みを浮かべる。

「スニーカーの方、履いてくれば良かったのに」

「だって、浴衣にスニーカーって変でしょ」

「確かに僕は変だけどね」

「男の子は別にいいけど、女の子はそうもいかないの！」

　袖そで越ごしに心弥の腕を摑つかみながら、弓は一歩一歩を確かめるようにして、社やしろへの石段を昇っていく。

　五段ほどの上から、朱羽が目を細めて二人を見下ろした。

「御お神酒みき徳とつく利りですわね。私は先に行って、御二人のことを皆様に知らせて参ります」

　笑って呟つぶやき、朱羽は跳はねるような足取りで石段を駆け上がっていった。慣れているにしても、瞠どう目もくに値する身軽さだった。

「ね、おみきどっくりって、なに？」

「さぁ？」

　心弥はとりあえずとぼけておいた。似た服を着た仲の良さそうなカップルという意味だが、説明する気も起きない。

　もっとも、意味はもう一つある。

　御神酒をいれて神前に供そなえる、一いつ対つい同型の徳利──こちらがもちろん本来の意味で、要は神様への供え物を指す。

　両りよう脇わきに点々と祭まつり提ちよう灯ちんの灯ともる、暗夜の境けい内だいへと続く古びた石段──その先は、現世と隔かく絶ぜつした神の領域でもあった。

「──波は谷たに様さまって、いったっけ？」

　心弥はぽつりと呟いた。

「ここの御神体？　うん。そんな感じ。神しん道とうの神様じゃないんだよね？」

「あぁ。土ど着ちやくの……神様なんだろうな」

　夏の蒸むし暑あつい夜にも関かかわらず、心弥は何故なぜかうそ寒さを感じた。







　長い石段を昇り終えると、目の前にはまだ火のついていない、かがり火の骨組があった。人の背丈ほどもあるそれを囲んで、だだっ広い石いし畳だたみと玉たま砂利じやりの境けい内だいに、祭まつり提ちよう灯ちんが並んでいる。

「朱あか羽はさんに聴いたんだけど、あの提灯って、島の人の人数分あるんだって。一人一つずつ保管しておいて、お祭りの時になると持ち出すの」

　柔やわらかい光の彩いろどりに目を輝かせながら、弓ゆみはそう言った。

　境内には至る所に島民の姿が見えた。少ない人数でそれぞれに固まって、祭りの前の一時を談笑で過ごしているらしい。

　社やしろの本殿は、小さな島には不ふ釣つり合あいに大きく立りつ派ぱだった。古びてこそいたが、瓦かわら屋や根ねの細こまかい造ぞう作さにも職人の確かな技ぎ巧こうがうかがえる。

　奥行きを感じさせる造つくりに加えて、左右には人が住んでいるらしい立派な別べつ棟むねもあった。話に聞く朱羽の住居もそこらしい。外側に履はき物ものがずらずらと並んでいるところを見ると、中にも相当数の人間が集まっているようだった。

「ずいぶん──大きな神社だな」

「うん。でも朱羽さん、どこ行っちゃったんだろ？」

　顔を見合わせる二人の傍そばに、よろよろと寄ってくる小さな人影があった。

　気配に気づいた心弥は顔を向けた。

　杖つえをつく、背の曲がった老ろう婆ばが一人。

　土ど偶ぐうのように細い目で弓を見つめながら、とぼとぼと歩いてくるところだった。

「……がたやぁ……りがたやぁ」

　老婆はぼそぼそと口の中で呟つぶやき、近くまで来て立ち止まると、杖をもったままその両手を合わせた。

　不安にかられた弓が、心しん弥やの浴衣ゆかたの裾すそを握る。

　心弥は、老婆がまとう歓かん喜きの黄一色を見てすぐに悟さとった。老婆に聞こえないよう、弓に小声で耳打ちする。

「痴ち呆ほう症しようだよ」

「あ……」

　弓は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　よくよく聞けば、老婆は『ありがたや』と何度も繰り返し呟いているだけだった。

「弓さん、心弥さん！　こちらですよ」

　朱羽の透すき通った声が、本殿の隣の別棟から飛んできた。

　二人は老婆に一礼を残して、その前を離れる。

　老婆はその場で向きを変えて、弓の背に祈り続けていた。

「朱羽さんと間違えたのかな……？」

「多分ね」

　適当に頷いた心弥は、しかし周りを見渡すや、奇異な印象を覚えた。

　周囲の島民達の視線が、一いち様ように心しん弥やと弓ゆみに注がれていた。

　心弥と目が合った一人はすぐに視線を逸そらせ、続いて他の者達もすぐに何気なさを装よそおって談笑に戻ったが、依い然ぜんとして注意だけは向けられている。

　弓は気付かずに、小走りに朱あか羽はの傍そばへ心弥を引っ張っていった。

「こちらですわ。お祭りの前に、島の主な者が集まって宴うたげを催します。御二人は主しゆ賓ひんですので、そのおつもりで」

　朱羽はさらりと流したが、弓はたちまちに慌あわてた。

「主賓て、そんな！」

「あら。だって村長のお孫さんが、生まれて初めてこの島に来たのですもの。当然でしょう？」

　袖そでで口くち許もとを覆おおい、朱羽はくすくすと笑った。

「で、でも……」

「ご心配なく。皆さん、お酒を吞のんで騒ぐ口こう実じつが欲しいような方ばかりですから。それに、弓さんにとっては親しん戚せき筋すじの方かたがほとんどです。弓さんと心弥さんは、上かみ座ざで普通に御食事をなさっていてください」

　朱羽の言葉を受けて、心弥は緊張に硬かたくなる弓の肩を撫なでた。

「酒の肴さかなってことだよ。にこにこ頷うなずいていれば大丈夫だって」

「心弥ちゃんは気楽だろうけど、私は周り中、名前も知らない親戚だらけってことなんだからね。緊張しないわけないでしょ」

「それをいったら、僕は周り中、縁えんも所縁ゆかりもない人ばかりだ」

「……んー、それはそれでつらいよね、確かに」

「たかが宴えん会かいですわ。そんなに構かまえるほどのことはありません」

　笑って、朱羽はするすると二人を先導し、小さな旅館を思わせる広い玄関を通り抜けて行った。

「こちらは、島で唯ゆい一いつの民宿も兼ねています。お客さんなんて、まず来ませんけれど」

　言いながらもう、すぐに前方には襖ふすまを取り払われた大広間が見えてきた。

　畳たたみの前の板いた床ゆかには、大量のスリッパが整然と並んでいる。がやがやと話し合う大人おとな達の声は廊ろう下かにまで聞こえていた。

「皆様、弓さんと御友達が御到着しました」

　声を張りながら、朱羽は二人を前に出した。

　数える気も失うせるほどの大量の畳が、広間の一面に広がっていた。それぞれの食しよく膳ぜんを前にして、四十人ほどの島民が中央を空あけてずらりと居並んでいる。

　心弥と弓が畳の上に姿を見せるや、島民達は水を打ったように静まり返った。

　弓は眼めにみえて固まる。

　心弥はいつもの癖くせで、さっと四十人ほどの島民達の色を見渡した。

　歓かん喜きの黄色──程度の差はあれ、ほぼ全すべてがその色に統一されている。

　──異常だった。

　こうした集まりでは、必ず何人かは、無関心の白か、あるいは不快感の赤、仕事と割り切った理性の青など、複数の色が見える。それが、この宴えん席せきにはまったくない。

　本州から来た島出身の娘一人を、そうまでして歓迎する理由が知れなかった。

　内心の動どう揺ようを悟さとられぬように、心しん弥やは照てれた微笑を顔面に張りつけ、朱あか羽はに示された席についた。

　上かみ座ざの端から二番目。

　障しよう子じに面した端に朱羽が座り、隣に弓ゆみ、祖父の勘かん之の介すけと続いて、名も知らない老人がその向こうに座っている。

「こちらが、本州からいらした──」

　朱羽が一通り、二人を島民達の前に紹介する口こう上じようを、心弥は遠い世界のことのように聴いていた。

　柔にゆう和わな笑みを保ちながら、視線を『島の主だった者』と朱羽が言っていた、四十人ばかりの出席者に向ける。

　年のいった老人がほとんどだった。最も若いのは朱羽と、更さらに三人ほど二十代らしい者がいたが、半数以上は五十の坂を越えている。

　いずれも、弓を心しん底そこから歓迎していた。あまりに感情色が統一されていて気味が悪い。

　一人冷静なのは朱羽のみで、心弥はむしろ、そのことに意味もなく安あん堵どした。

　三人の到着だけを待っていたように、すぐに酒しゆ宴えんは始まった。大おお盆ぼんを掲げた恰かつ幅ぷくのいい中年女が二人、廊ろう下かを無む造ぞう作さに歩いてきて、多数の椀わんを載のせた盆を置いていく。旅館の仲なか居いとは違い、普通の割かつ烹ぽう着きを身につけた、漁りよう師しのおかみさんといった風ふ情ぜいだった。

　島民達の席には、到着を待つ間につまんでいたらしい突き出しの漬つけ物ものが小こ鉢ばちに残っていたが、その隣へ奥から運ばれてきた吸すい物ものが次々に並んでいった。

　和風だしの懐なつかしい香りが広間に広がる。

「さ、熱いうちにどうぞ」

　いつのまにか席を立っていた朱羽が、心弥の前に椀を置いた。

　礼をいって蓋ふたをあけると、白く濁にごった魚の目玉が、ぼうっと心弥を眺めていた。

　一番いい味が出ているところ──理り屈くつではそうわかっていたが、心弥は椀の中に沈んだ目玉に、グロテスクなものを感じた。







　しゃらんしゃらんと鈴が鳴る。

　華はなの香こうまとい袖そでひるがえし、ふわりと舞まってはまた──しゃらん。

　足さばきも軽妙に、巫女みこの娘は無心に舞まう。

　能のう舞まいでもなければ日本舞踊でもない。

　扇せん子すの代わりに捧ささげ持つ、房ふさのついた銀の鈴が、浮くような動きに合わせて涼やかに鳴っていた。

　ゆとりのある巫女装しよう束ぞくの上からも、すらりと伸びた細い肢し体たいがうかがえる。

　心しん弥やは呆ぼう然ぜんと、広間の中央に舞う朱あか羽はを見つめていた。

　傍かたわらでは、少し前から弓ゆみがうつらうつらと船をこいでいる。

　まだ夕食の席だったが、旅の疲つかれだろうと察して、心弥はそっとしておくことにした。

　朱羽は緋あかい袴はかまを畳たたむようにして膝ひざを折り、青あお畳だたみにゆったりと腰を落した。

　袴の裾すそが線対称に広がり、長い髪を揺らしながら、深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれる。畳についた両手は、きちんと三つ指が揃そろっていた。

　止めかけていた息をようやくに吐き出しながら、心弥はささやかな拍はく手しゆを送った。島民達もぱらぱらと酔よった手を叩たたく。

　囃はや子しの笛と太たい鼓こも同時に止んだが、朱羽に見み惚ほれていた心弥は、最初からその音を意識してもいなかった。

　舞いの終わりに気付いて、弓がどうにか眠気から持ち直す。しかしその眼めはまだ、とろんとしたままだった。

「お目め汚よごしでございました」

　微笑を見せながら、朱羽は心弥の隣の席に戻った。

　地味ながら新鮮な海の幸の食事が終わった後で、朱羽は村長に乗せられて、心弥達に舞いを見せることになった。

　そして、その舞いの前と後では、心弥の朱羽への印象は全く異なるものに変わっていた。

「いえ、凄すごかったですよ。いい物を見せていただきました」

　世せ辞じでなく、心弥は本心からの感想を述べた。

　自分自身の感情色が薄く歓かん喜きの黄色に染まっているのがわかった。これが魂たましいを震わすほどの感動になると、黄は金に色を変える。そこまで感情が昂たかぶることは、ここ数年でも無い。

「あの宙に浮くような足さばきも綺き麗れいでした。本物の天てん女によみたいな……」

　偽いつわらざる本ほん音ねだったが、聞き方を誤ると口く説どきになりかけていることに気付き、心弥は慌あわてて口をつぐむ。

「ありがとうございます。少し恥はずかしかったのですけれど、そういっていただけると舞った甲か斐いもありましたわ」

　応こたえる朱羽の笑みには、ごく薄くだが、好意の色が揺れていた。

　弓は睡すい魔まと戦うのに必死で、二人の会話にも気付いていない。

　心弥も欠伸あくびをかみころした。

　食事が終わったばかりで、時間はまだ宵よいの口くちだった。早寝早起きの心しん弥やにしても、眠気を感じるには早すぎる時間である。

「あら、御二人とも、眠くなってしまいました？」

「いえ、僕はそんなでも──」

　呟つぶやく心弥の口調はぼんやりと揺れていた。

「露つゆ草くさ、ちゃんと起きろって」

　弛し緩かんして力の入らない手で、心弥は弓ゆみの肩に触れた。弓はそのまま、かくんと心弥の方に倒れ込んできた。

「──しょうがないな。疲つかれてるみたいですね。どこか、横になれるところありませんか？」

　心弥自身も眠気を感じながら、それを隠かくして弓を支える。

　しかし視界は狭まり、朱あか羽はの微笑も霞かすみがかって見えた。

「えぇ。すぐ隣に、お布団の用意があります」

「随ずい分ぶん、用意が、いいですね……」

　心弥は指先で眼めを擦こすった。耐え難いほどの眠気が全身を満たしてくる。

　心弥は弓を支えて立ち上がった。島民の誰だれかが反対側に回り込み、眠ってしまった弓を担かつぐ。

　視界の端で、村長の勘かん之の介すけが微かすかに頷うなずくのが見えた。意識がとびかけているせいで、感情の色もうかがえない。

「心弥さんもお疲れのようですね。向こうでお休みください」

　心弥の背後に朱羽が立って、足元のふらつく心弥の腕をとった。

「すみません……なんか……眠くて……」

「長旅の後ですもの。仕方ありませんわ」

　母親のように優やさしく呟いて、朱羽は心弥の耳元に囁ささやいた。

「ゆっくり……ゆっくり、お休みください──」

　華はなに似た甘あまい香りに包まれながら、心弥は瞼まぶたを閉じて、意識の暗い底に落ちていった。

「起きた時には、波は谷たに様さまの御ご加か護ごを得られますから……」

　最後にふと、夢うつつに朱羽の声が聞こえた。







　数時間後──

　大広間に顔を揃そろえた老人達は、一いち様ように押し黙っていた。

　瞑めい目もくする者もいれば、虚こ空くうや畳たたみの一点をじっと見つめる者もいる。共通しているのは、張り詰めたような緊きん迫ぱく感かんだった。

「──そろそろ──準備も出来た頃ころじゃろう」

　長おさたる勘之介が呟くと、一座の視線が集中した。

　足を痛めているはずの勘かん之の介すけは、平然と立ち上がった。その足取りに怪け我がや病やまいの気は見えない。

「先生、薬もそろそろきれる頃ころ合あいと違うか？」

　傍かたわらの老人にそう問い掛ける。瘦やせぎすの、頭の禿はげ上がった彼は、徒と帰き島唯ゆい一いつの医者でもある。

「あぁ、多分な。きれとらんでも、起こせば起きるよ」

　老医師はおもしろくもなさそうに応こたえた。

　眠りに就ついた弓ゆみと心しん弥やがそれぞれ別室に運ばれてから、既すでに数時間が経たち、夜はいよいよ更ふけつつある。

　巫女みこの朱あか羽はに儀式の支し度たくを一任し、長老達はじりじりと時を待っていた。外の境けい内だいにも、集つどった島民がそれぞれに祈りを捧ささげている。

「──しかしなぁ、村長。連れが三人のはずだったから薬を調ちよう合ごうしたが、一人ならわざわざ眠らせんでも、そのまま取り押さえてしまえば良かったんじゃないかね？　それほど頑がん強きような男にも見えんかったぞ」

　老医師は不機嫌も露あらわに呟つぶやいた。

　彼が調合し、二人の客の椀わんに混ぜられた薬は、トリアゾラムと塩酸ジルチアゼム──前者はいわゆる睡すい眠みん薬やくで、後者にはその効果を高める作用がある。

　勘之介は関節をいたわるように、ゆっくりと首を横に振った。

「先生、弓がもし抵てい抗こうして、そこで『目覚め』たらどうなるかわからん。それに取り押さえようとして、御友達に怪我でもさせたら悪いじゃろう。荒あら事ごとはできるだけ避さけねばならん」

「薬の方がよほど危ないぞ。腎じん障害でももっていて、他の薬を常用していたりしたら、致ち命めい的てきな副作用もでかねん。それでなくとも強めに調合しているというのに──」

「なぁに。いざとなったら──波は谷たに様さまじゃ」

　勘之介は低く呟いた。

　老医師は疲つかれたように眼鏡メガネの奥の眼めを閉じ、しんみりと頷うなずく。

「まぁ、波谷様のお望みは、あの娘このようじゃしな。確かに悪くはすまい」

「まったく、因いん果がな──よりにもよって、波谷様を化ばけ物もの呼ばわりした馬ば鹿か息子むすこの娘が、波谷様に選ばれるとはのぅ……」

　勘之介の口調には哀あい切せつが籠こもっていた。

　中年太りの女が、小走りに広間へと駆け込んできた。

「朱羽様が、そろそろ良かろうと仰おおせです」

　やや息を切らせ気味なその言葉を聞くや、長老達も待ち兼ねたように腰をあげた。

「……行くか。おぬしらは境内で、新しい巫女様をお待ちせぇ」

　女に声をかけておいて、足を痛めていたはずの勘之介は、普通に歩いて廊ろう下かへ出た。その後ろへ、ずらずらと島の老人達が十人ほども続く。老ろう医いもその行列に加わった。

　勘かん之の介すけの足は、少しも悪くない。それは弓ゆみをこの島に呼ぶ口こう実じつの一つに過ぎなかった。

　老人達の列は静かに細長く、神社の本殿へと移っていった。薄暗い板敷きの廊ろう下かに、素足や足袋たびの擦こすれる音が満ちる。

　境けい内だいには、まだ火のついていないかがり火の骨組が見えた。それを背にして、本殿の更さらに奥──島の奥へと続く、細い外そと回かい廊ろうへと老人達は足を向ける。

　祭さい壇だんの裏に隠かくれた鉄てつ拵ごしらえの門もん扉ぴは、大きくその口を開けていた。弓と朱あか羽はも通ったであろう道を、老人達は静かに辿たどっていく。

　両側を深く暗い森に挟はさまれた剝むき出しの回廊には、奥へ奥へと長老達の持参した祭まつり提ちよう灯ちんが連なっていた。

　やがて回廊は、辺あたりと比べても一ひと際きわ大きなガジュマルの樹の幹を割って、その奥へと吸い込まれていった。

　樹の根元は岩がん盤ばんで覆おおわれている。

　根と岩が形づくる洞どう窟くつの奥へ──黄泉よみの世界へ旅立つ死人のように、老人達は行進を続けた。

　木造の回廊は岩盤の奥にも深く続いていた。時折、そこに鉄の段がつき、次第に深く深く、地下へともぐっていく。

　セロハンを通したような緑りよく光こうが、洞窟の奥深くから漏もれはじめた。進むにつれて、徐じよ々じよに中は広く高くなっていく。

　地中深くの鍾しよう乳にゆう洞どう──天てん井じようの高くなったドームからは鍾乳石が、その下には石せき筍じゆんが、それぞれに悠ゆう久きゆうの時を経て成長を続けていた。毒どく々どくしい色合いに染められた石せつ灰かい質しつの壁には、油ぎった虹にじ色いろが揺らぐ。

　鍾乳洞の存在は、島の者以外には知る者もいない。また島民達にとってもそこは聖せい域いきであり、日常とは違う次元にある場所だった。

　やがて回廊は、能のう舞ぶ台たいほどの広さの地下空くう洞どうにいきつく。

　板いた床ゆかを合わせてつくった舞台の上には、巫女みこ 装しよう束ぞくをまとった朱羽と、彼女を取り巻く島の女が四よ隅すみに一人ずつ、長老達を待って佇たたずんでいた。

　舞台の更さらに奥には、濃こ緑みどり色いろの光に包まれて、まだ細い回廊が続いている。

　朱羽の背後には、浴衣ゆかた姿の少女──弓が、一枚の青あお畳だたみに横になっていた。背を丸め、くうくうと安らかに寝息をたてるその様さまは、年齢の割にどこか幼児じみて見える。

　十人の長老達は、皺しわの深い顔を厳げん粛しゆくに引き締めていた。舞台には上がらず、回廊と舞台とを隔へだてる板の間に並んで座す。

　鍾乳洞内の湿気のために、足元はしっとりと濡ぬれていた。

　くうぅぅぅ。

　くくうぅぅぅぅ。

　長い気道を重い風が通り抜けるような、くぐもった反響音が微かすかに響いている。

　朱あか羽はは居並ぶ老人達に一礼を送り、ゆっくりと弓ゆみの浴衣ゆかたの帯おびを解ほどきはじめた。

　老人達は、床ゆかに頭を投げ出して平へい伏ふくする。

　弓の白い肌はだが、洞どう窟くつの冷気の中に露あらわになった。朱羽は手て際ぎわ良くその下着を脱がせると、衣服をまとめて、隅すみに控えていた女に手渡した。

　寒さに身を震わし、弓がうっすらと眼めをあける。

「気付かれましたか？」

　朱羽が母親じみた声をかけた。

「──朱羽さん？　ここって……きゃ！」

　半身を起こしかけた弓は、自分が裸はだかなのに気付き、慌あわてて自分の体を丸めた。光源も知れない、緑色の光が洞窟の中を満たしている。

「ふ、服はっ⁉」

「申し訳ありません。しばらく我が慢まんなさってください。波は谷たに様さまの元へ参るには、衣服は邪じや魔まですので」

　朱羽はするりと、自らの巫女みこ 装しよう束ぞくをその場に脱ぎ捨てた。

　黒子ほくろの一つも無い白はく磁じの肌をさらけだす。弓は事態も忘れて、ほうっとその裸ら身しんの美しさに見み惚ほれた。

　それも束つかの間ま──

　朱あか羽はの背に、三対つい六枚まいの透とう明めいな羽が揺れていた。

　半透明に透すき通って見えるそれらは、羽う毛もうをもつ鳥の羽ではなく、むしろ昆虫の翅はねに近い。呼吸に合わせて、微かすかに揺れ続けている。
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「あ、朱羽さん──それって──飾り、ですよね？」

　弓ゆみは呆ぼう然ぜんと問い掛けた。

「弓さんにも、生えてきますよ。背中に痣あざがありますでしょう？　あの痣を持つ者には、いずれ翅が生えてきます。ちょうど、親知らずが生えてくるような具合に」

　淡たん々たんとした朱羽の口調は優やさしげだったが、弓はぞっとするものを感じた。

「はねって──そんなもの、生えるわけ……」

「弓さんには、いずれ必ず生えてきますわ。お父様の背には、なかったかと思いますが……そうなる前にこの島へ来れたことは、波は谷たに様さまのお導みちびきかもしれません。一人で悩まずに済みますから」

　弓はまだ夢を見ているような気持ちで、辺あたりを見回した。

「……あの、ここ、どこなんですか？　なんで私、こんな──」

　寝起きで状況は少しも摑つかめなかったが、不安だけが加速度的に増していく。

「弓さん。あなたに、波谷様のことを知っていただきたく思います」

「あ、後でいいです……それに心しん弥やちゃんは……」

　尋じん常じようならざる雰囲気を察して、弓は緊張のために吐はき気けすら感じた。洞どう窟くつを包む、油ぎったような緑の光も眼めに痛い。

　素す肌はだをさらした朱羽は、優しく弓の肩に触れ、その身を立ち上がらせた。

「ちょ、ちょっと、あの！」

「大丈夫です。私も、前任の巫女みこから同じようにしていただきました」

「……前任？」

「波谷様は、弓さんを次の巫女にと、映像でお見せくださいました。島の女性でなかったことは初めてでしたが、この島の出身で都会にお住まいの方はそれほど多くありませんし──なにより、私に似ていらっしゃいましたから、すぐにわかりましたわ」

　朱羽はにこやかにそう囁ささやき、弓の体を後ろから抱くようにして、舞台の奥へと押した。

　そこには板いた床ゆかの細い回かい廊ろうが、延えん々えんと続いている。

「さ、参りましょう」

　朱羽は弓を押しながら、回廊の奥へ奥へと歩き出した。

「待ってください！　どういうことなんですか？　次の巫女とかなんとか……私、一週間で向こうに帰るんですよ？」

「そんなに恐れないでください。一度、波谷様に触れれば、弓さんにもわかります。波谷様はお優やさしい方です。巫女みこの願いを、全すべて叶かなえてくださいます。私は残念ながら、もうその資格を失いましたが──」

　弓ゆみは強ごう引いんに足を止めた。猛もう烈れつに『嫌いや』な気配が、洞どう窟くつの奥に立ち込めていた。

「か、帰ります。私は、こういう宗教とかって、興味ないですから」

　心持ちきつめに言い放ち、弓は胸を隠かくして背を向けようとした。朱あか羽はがその肩を抱きしめる。その思わぬ力の強さに、弓は思わず立ちすくんだ。

「──弓さん、よく聴いてください。今はまだ、何もわからないかもしれません。でも必ず、すぐに『これで良かった』と思えるようになります。今は、私の言う事を信じてください。それが……あなたのためでもあり、心しん弥やさんのためにもなります」

　唐とう突とつに出てきた幼なじみの名前を聞くや、弓の態度は眼めに見えて軟なん化かした。

「──心弥ちゃんの……？」

「はい。だから、いらしてください。すぐに済みますから」

　弓は、朱羽の言葉を信用しはしなかった。

　しかし行きたくないと思いつつ、足だけは促うながされるままにそろそろと奥へ向かっていく。不安は依い然ぜんとして消えなかったが、何か抗あらがい難いものが、自分を洞窟の奥から誘いざなっているのが感覚でわかった。

　それに従うことは、血の衝しよう動どうともいえた。

　恐きよう怖ふは消えない。背を抱いてくれる朱羽の温ぬくもりだけが、勇気の支えになっている。

　濃こ緑みどり色いろの光は、いつしか暗あん緑りよくに転じ、辺あたりは足元も見えないほどに暗くなった。

　板いた床ゆかは、まだ続いている。

　くううぅぅぅぅ──

　くくううぅぅぅう──

　洞窟の奥から、空気の流れが音となって反響する。それは生物の息吹いぶきにも似ていた。

「もうじきですよ──」

　朱羽が耳元で呟つぶやく。

　弓の足元に、ぬるりと生なま暖あたたかい感触が触れた。







　回かい廊ろうの続く洞窟の入り口を、暗い森の奥から、二つの視線がひっそりと見つめていた。

　視線の主は二人とも、ガジュマルの巨木に背をあてて、森と一体になり気配を殺している。

　洞窟の奥から、老人達の行列が出てきた。その後に、巫女装しよう束ぞくをまとった五人の女が続く。巫女達は、浴衣ゆかたをぐっしょりと濡ぬらした、眠っているらしい娘を一人、抱えていた。

　作さ務む衣えの男、翁おきな居い夢ゆめ路じは、鉄煙管キセルを右手に弄もてあそびつつ、思し案あんげに左手を口くち許もとに添そえた。

　行列が行き過ぎるのを待って、小さく口を開く。

「──しくじったな……手て後おくれだったか……？」

「いえ。まだのようです。覚かく醒せいはしたようですが、他の者のように『取り込まれて』はおりません。おそらく、拒きよ絶ぜつしたのでしょう」

　首輪を嵌はめた娘が、静かに森の吐と息いきのような声を出す。

「覚醒は……したのか」

「時間の問題が、はやまっただけです。元もと々もと、かなり強い影響を受けていたようですから──」

　首輪の娘、詩し乃のは、両手をきちんと前に揃そろえて呟つぶやいた。

「夢ゆめ路じ様。奥へ参りますか？」

「今はやめておこう。武器もないし、どうしようもない」

　お手上げする夢路の手を、詩乃の細い指が絡からめとった。

「わかりました。それでは、今晩は野の宿じゆくですわね」

　口で呟きつつ、指文字でその掌てのひらに文字を綴つづる。夢路が預かった宇う津つ星ぼしのびい玉に、『盗とう聴ちよう』されぬための措そ置ちだった。

『宇津星たちに、ここのことを？』

「そうだな──ここんとこ動き詰めだったから、確かに俺おれも眠い。いま何時だ？」

『おしえない』

　口では別の会話を交わしつつ、夢路は詩乃の手にそう綴った。

「十時をすぎています」

　詩乃は頷うなずいて、夢路の手を名残なごり惜おしげに離した。

　宇津星達は〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟を狩かることを生いき甲が斐いにしている連中だった。その性質は決して良くない。神群を狩り出すためなら手段を選ばない上に、その『手段』を楽しむ悪あく癖へきさえある。

　夢路はガラス玉を手にとった。

「宇津星、聞こえるか？」

　ぼうっと淡あわい光が宿る。

『──はい。なんでしょうか？』

「幻げん三ぞう達は、見つかったか？」

『まだです。村長宅の方にはいなかったようで……神社にはまだ島民が集まっています。連中がいなくなったら、こっちを探すつもりですよ』

「わかった。幻三を見つけたら連絡をくれ。引き渡しの時に神群の位置も教える」

『そちらでも、何か動きがありましたか？』

　夢路は鼻で笑った。

「盗聴してたんだろ？　まぁ、話はなんとなく見えてきたぜ」

『ほう？　是ぜ非ひ承りたいものですね？』

「幻三の方が詳くわしいはずだ。奴やつから聞け」

『まだ生きていれば、ですがね』

　宇う津つ星ぼしの人を食った返答に、夢ゆめ路じは凄すご味みのある微笑を浮かべた。

「死んでいて欲しいか？」

『誤解なさらないでください。私もキャラバンの一員です。幻げん三ぞう先生の重要性は、十二分に理解しているつもりですよ』

　宇津星は嗤わらいの籠こもった声で呟つぶやいた。

　夢路は軽く舌した打うちした。

『キャラバン』は、設立から百年以上の時を経ている。

　当初は、世間で『人じん外がいの者もの』とされてしまった者達が、助け合って生きていくための集まりでしかなかった。

　ごく小人数で、土地から土地へと流れていたが、いつのまにかそれが肥ひ大だい化かし、今では得え体たいの知れない大きな存在になっている。指揮系統の分ぶん裂れつもあり、その一部では暴走すら始まっていた。

　宇津星は、そのキャラバンの中でも『神しん群ぐん狩がり』と称しようする厄やつ介かいな一派に属している。存在の可か否ひに関かかわらず、すべての『迷めい宮きゆう神群』を狩り出そうとする急進派だった。

　その目的は、建たて前まえでは『人間を護る』ことに集約されている。しかし実際には、神群を狩ることを命いのち懸がけの趣味にしているような集団で、彼らの論理でいえば、神群側につく人間は異い端たんであり、すなわち人間ではないということにもなる。

　人に影響を与えて、別の物に変える存在──それらを総じて、夢路たちは迷宮神群と呼んでいた。

　宇津星に影響を与えた『瑠る璃りの都の鐘かね打うち』レティスマも、既すでにこの世にはいない。その〝本体〟は二十年近く昔に、キャラバンによって狩りだされ、焼しよう却きやくされていた。若い頃ころの宇津星も、それには一役かっている。

　たとえ自らを滅ほろぼそうとする者にも力を与えてしまう点では、迷宮神群は「信じる者しか救わない」ような宗教の神とは質的にも大きく異なった。その影響の有う無むも信仰とは関係なく、受うけ皿ざらである人間の資質によるところが大きい。

『明日になれば、キャラバンの増ぞう援えんもきます。幻三先生も、ご無事なら助かりますよ。おそらくね』

　びい玉の声は尻しりすぼみに小さくなり、遠ざかっていった。

「……ち。もう来るのか」

　夢路は沈ちん黙もくしたびい玉を、作さ務む衣えの懐ふところに縫ぬいつけた物入れへ落とした。

「──相変わらず、嫌いやな人」

　詩し乃のがぽそり、呟いた。

「向こうには筒つつ抜ぬけだ。やめておけ」

「構かまいません。あの男も、私に好かれているとは思っていないでしょう」

「それもそうだがな」

　夢ゆめ路じは軽く肯うなずいて、疲つかれたように目め頭がしらを押さえた。

「増ぞう援えんか──やつら、ここを廃はい墟きよにするつもりじゃなかろうな」

　粘ねばりつくような宇う津つ星ぼしの声が、しぶとく耳に残っていた。

　心なしか、その声は夢路が知る以前より、危険な暗さが増していたように思えた。







[image: 第四章]
















　悪あく夢むを見ていた。

　ひどく寒い夢だった。

　淀よどみきった曇くもり空の下に、弓ゆみ一人が浮いている。足場も何もなく、ただ意志とは無関係に空中を漂っていた。

　眼下には黒くうねる大海が広がっていた。

　耳元を生ぬるい風が吹き抜けていく。冷え切った弓の体には、それすらも温かく感じられた。しかし風が去った後はすぐに、逆に体が冷たいことを再認識する結果となる。

　夢にも関かかわらず、温度の感覚は奇妙なほどにはっきりとしていた。

（さむい……）

　体温のことばかりではない。弓の周りにはいかにも寒さむ々ざむしい光景が広がっていた。

　動くものは波ばかりで、他には海鳥の姿も見えない。風は流れていたが、暗い雲はまるで固まっているように動きを止めていた。

　あまりの心細さに、弓はいつしか涙をこぼしていた。

　思い出せることは何もなかった。せめて温かい思い出でも連想できれば、その世界に救いが見出せるような気がしたが、しかし弓は、生まれたての子供のように何も憶おぼえていなかった。

　荒こう涼りようたる風景に囲まれて、弓はいつまでも独りで泣いていた。

　たった独りで、泣いていた。







　ひたひたと、頰ほおを軽く叩たたかれた。

　皮膚の堅かたい、男の掌てのひらの感触。

「──う……」

　心しん弥やはうっすらと目をあけた。真っ暗な天てん井じようが視界に入る。

「む、起きよったか」

　安あん堵どのこもった老人の声が、空うつろな意識に響いた。

　起き上がろうとしてこめかみに鈍どん痛つうを感じ、心弥は首だけを少し巡らせた。

　白い髭ひげに顔を包まれた老人が、目の前にいた。

　心弥はどうにか布団から身を起こし、辺あたりを見回して、やっと状況に気付いた。

　畳たたみ敷じきの間を仕切るように、四方に鉄てつ格ごう子しがはめられている。二階分ほどの高さがある天井は板張りだったが、その手前にも鉄格子がかかっていた。

　白い土壁が、電気スタンドの蛍光灯に照らされ浮いて見えた。遥はるかな高さに風通しの窓があったが、そのあたりは闇やみに沈んでしかとは見えない。

　起きた心しん弥やは、布団の上に座って呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「ろ、牢ろう屋やですか、ここ？」

「まぁ、そんなとこじゃろうな」

　浴衣ゆかた姿の老人が応こたえた。

　ようやくに心弥の頭もはっきりとしてくる。

　最後の記憶はすんなりと思い出せた。

　──朱あか羽はの舞まい。

　その直後に意識が朦もう朧ろうとして、後は憶おぼえていない。

「……なんで、こんなところに……あ！　露つゆ草くさは！」

「やはり、一いつ緒しよに来ておるのか。災さい難なんだったの」

　老ろう爺やは心弥の肩を気安く叩たたいた。髭ひげに隠かくれてはいたが、好こう々こう爺や然ぜんとした顔の人じん品ぴんは悪くない。感情色には落ち着いた理性の青色が強かった。

　まるで顔見知りのような老人の態度を、心弥はいぶかしく思った。どこかで見た顔かもしれなかったが、はっきりと思い出せない。

「わからんか？　わしじゃよ──髭も髪も伸びたが、水みな門と市の、翁おきな堂どうの爺じじいじゃ」

　薄暗いスタンドに照らされた老人は、にっ、と口の端をひきつらせて笑った。

「え？」

　心弥は改めて老人を凝ぎよう視しした。

　……髭に隠れてはいたが、面おも影かげは確かにある。ビルの裏うら路ろ地じに隠れた骨こつ董とう店てん、翁堂の主がそこにいた。

　思わぬ場所での再会に、心弥の声が裏返る。

「幻げん三ぞうさん⁉　なんでこんなところに！　ここ、徒と帰き島ですよね？」

「左様。徒帰島じゃ。

　わしは趣味で、世界各地の伝でん承しようやらなんかを調べとるんだが──先月、弓ゆみの嬢じようちゃんからここの昔話を聴いてな。興味があって来てみたら、見事に捕まってこのざまよ。

　もう一ヶ月になる。君には悪いが、同居人が出来て嬉うれしいわい」

　翁おきな居い幻三は皺しわ顔がおを笑み崩くずした。

「……い、一ヶ月？」

「うむ。もっとも、三日に一度は監視つきで風呂にもいれてもらっとる。場所柄、刺し身の多い食事も悪くないし、書き物をする机もあるから、まぁ、監かん禁きんというほどひどい状態でもないわな。作家先生が缶詰めくらっとるようなもんか」

　脇わきの文ふ机づくえを叩たたいて、老爺は自分の冗じよう談だんに一人で笑った。そこには数冊の大学ノートが積まれている。脇には、心弥のスケッチブックも置いてあった。

「……いや、この状況は立りつ派ぱな監かん禁きんだと思いますけど」

　心しん弥やは手をのばして、鉄てつ格ごう子しの冷たい感触を確かめながらいった。

　牢ろう屋やは土ど蔵ぞうを改造してつくってあるらしい。一応は畳たたみ敷じきだったが、じめじめとして、お世せ辞じにもいい環境とはいえなかった。

　壁の手前四方と頭上が鉄格子に覆おおわれている。

　土蔵の中の牢は組立て式らしく、所々に頑がん丈じようそうな接続部品がはめ込まれていた。

　工具でもあればどうにか壊こわせそうな雰囲気だが、たとえ牢を破ったところで、目の前には鉄てつ拵ごしらえの土蔵の扉とびらもある。

　心弥は大きく息を吐いて、ひとまず頭を冷やした。わけがわからないなりに、捕まっていることだけは実感できた。

「どういうことなんですか、これって……」

「わしにもよくわからんが……おそらく、島の連中が用があるのは弓ゆみの嬢じようちゃんだけということじゃろう。君やわしはその邪じや魔まにならんよう、ここに『仕し舞まいこまれてる』わけだ。悪戯いたずらをせんように、な」

　心弥は眉まゆをひそめた。

「どうして、それで僕や幻げん三ぞうさんがここに監禁されるんですか？　あいつは、ここにいる親しん戚せきに会いに来ただけで──」

「それは弓の嬢ちゃんを誘い出す口こう実じつじゃ。この島の連中はな、どうしても弓の嬢ちゃんに、ここへ来てもらいたかったようじゃよ。わしが向こうへ帰ると、ここの秘密をあの娘こに話して、旅行を中止にされる恐れがある。それでまぁ、ずっと置いとかれとるわけだ」

　幻三の言葉には、心弥にはうかがいしれない含みがあった。

「……秘密、ですか？」

「左様。ろくでもないことじゃが、な。君も充分巻き込まれとる。話しておこうか──」

　幻三は声をひそめ、近くへ寄るよう、心弥を手招きした。

　布団から這はい出し、心弥は湿った畳の上に、幻三と顔を付き合わせる。

「心弥君。君は──〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟というのを、聞いたことがあるかね」

　幻三が低く呟つぶやいた聞き慣れない単語は、心弥の耳にやたらといかがわしく響いた。







　狭いライトバンの中に、四人の男と一人の娘が乗り込んでいた。

　運転席には背広の男、宇う津つ星ぼし。

　助手席には牧師の黒こく衣いをまとった敬けい神しん。

　中央の座席に夢ゆめ路じと詩し乃のが並び、後部のシートには籤くじ方かた青年が靴をはいたまま胡座あぐらをかいている。

　翁おきな居い夢ゆめ路じの名を持つ男は、不快そうに眼めを細めて、宇う津つ星ぼしと彼の仲間を観察した。

　宇津星はもちろん、助手席で仮か眠みんをとっている敬けい神しんも、夢路にとっては以前からの顔見知りだった。白すぎる肌はだのほとんどを黒衣で隠かくしたその姿は死神を連想させるが、それも見慣れたものではある。

　問題はもう一人──後ろに座った、へらへらと顔の締まらない青年だった。細身をせわしなく、しかし緩かん慢まんに揺らしているその様さまは、麻薬中毒の患者に似ている。とはいえその顔色は健康そのもので、一見したところでは、何ど処こにでもいる普通の無気力そうな青年でしかない。

　腰に差した、一本の刀を除けば。

「おい、籤くじ方かたといったか。その刀は──」

「あ、こいつですか？　真しん女めっていいます。俺おれの友達です。いいやつですよ」

　青年、籤方は嬉うれしそうに『友人』を紹介し、恋人を愛あい撫ぶするように刀の柄つかを撫なで回した。

　夢路の傍かたわらに佇たたずむ首輪の娘が、おもしろくもなさそうに呟つぶやく。

「夢路様。その刀、神具です」

「──あぁ。なんとなく、俺にもわかる」

　夢路の視線は細く鋭く、妖よう刀とうに吸いつけられていた。

「え？　しんぐ、って、なんですか？」

　籤方は無邪気な──否いや、むしろ無む思し考こうに近い顔で笑った。口元こそひきつっていたが、目の中は人形じみて感情を失っている。

「ははっ、神具ときましたか。本当ですか？」

　運転席に寝そべった宇津星が、額を押さえて嗤わらった。

「あの。しんぐって？　俺の刀は真女ですよ？」

「人に影響を与える未知の存在が、つまり迷めい宮きゆう神しん群ぐんってことは知っているだろう。で、ごくごくたまに、神群の影響が道具に宿ったり、またそれで、人間に影響を与える道具が生まれたりする。そいつらが神具だ」

　夢路が答えると、籤方は嬉しそうに笑った。

「へえぇ。真女って、凄すごい奴やつなんですね？」

「──わかってるか？　俺の言った意味が」

「真女は、いいやつだってことですよね」

　籤方の笑顔は虚うつろだった。常じよう人じんと比べて、そこには明らかに何かが欠けつ落らくしている。

「──まぁいい」

　得え体たいの知れない刀に漠ばく然ぜんとした不安を憶おぼえつつ、夢路は籤方から視線を逸そらせた。

「それで詩し乃のさん。その『グランレイスの子供』とやらはまだ見つからんのですか？」

　欠伸あくびを嚙かみころしつつ、宇津星が問い掛ける。

　詩乃は素知らぬ顔で無視を決め込んだ。

「嫌きらわれたものですね」

　ぼやく宇う津つ星ぼしの顔には、しかし余よ裕ゆうがうかがえた。

「宇津星、詩し乃のの能力だって完かん璧ぺきじゃない。相手の意識がなかったりすれば、探知もできないからな」

「あるいは、死んでいてもですね」

「嫌いやな人──」

　ぽつりと詩乃が呟つぶやいた。同じ車内にいるのが耐え難い──そんな口調である。

　夢ゆめ路じは苦笑するばかりで咎とがめもしない。

　詩乃が宇津星を嫌うのは、彼女の主たる夢路を、宇津星が嫌っているためでもある。もし宇津星が夢路に対して、もう少し友好的な男であれば、詩乃もそれなりの対応をするはずだった。

　詩乃は瞼まぶたを閉じ、見えない物を視みるために、意識を細く細く収しゆう束そくさせていった。白く肌理きめの細こまかい額に、玉の汗が浮く。

「──夢路様。グランレイスの気配が摑つかめました。どうやら、今まで眠っていた様子です。神社の奥の──」

「よし、案内してくれ。そこが監かん禁きん場所なら、幻げん三ぞうも同じ場所かも知れん」

　車に備え付けのデジタル時計は、午前三時を示していた。あと一時間もすれば夜が明けはじめる。夜よ討うち朝あさ駆がけには絶好の時間ともいえた。

　境けい内だいにも、今は島民の姿はほとんどない。

　宇津星がまず身を起こした。敬けい神しんも狸たぬき寝ね入いりで聴いていたのか、即座に起き上がる。

「あの。グランレイスって、なんですか？」

　籤くし方かたは一人状況を摑めず、ぼうっと問いを発した。

　車を降りながら、夢路が答える。

「俺おれの知り合いだった昔の絵描きだ。どこぞの神しん群ぐんの影響を受けていた奴やつだったが、今じゃそいつの描いた絵の一部が、お前の刀みたいな神具になっている。それで時々、その絵に影響される奴が出てくるってわけだ。やるせない話だよな」

「それって──真しん女めの、友達ってことですか？」

　籤方はへらへらと笑った。

「──おい、宇津星。こいつ、誰だれが育てた？」

「さぁ？　暗殺班からの払い下げだそうです。あまり気にしないでください。それより詩乃さん、道案内を願います」

　低く呟つぶやく宇津星の眼めには狩人かりうどの光が宿っていた。自分の『愉ゆ悦えつ』のために何かを殺す──その魅力に、とり憑つかれた男がそこにいる。

　対照的に、夢路の顔には露ろ骨こつな苦にが味みが強い。

「いいな、人間は殺すなよ」

「御安心を。我々は良心派で売ってますから」

「参りましょウ。朝が来る前の方ガ、何かト都つ合ごうもいいでしょウしネ」

　寝起きと感じさせない張りのある声を発し、敬けい神しんはサングラスを外はずした。本来なら黒目の部分も含めて、その目玉は白く濁にごっている。

　詩し乃のは確認を求めるように夢ゆめ路じに視線を送った。不ふ承しよう不ぶ承しようの顔で、夢路は頷うなずく。

　車から降りた一行は、そろそろと足音を忍しのばせて、暗夜の急な石段を昇っていった。







　境けい内だいのかがり火に、とうとう火がつくことはなかった。

　新しい巫女みこを待っていた島民達の多くも、それぞれがそれぞれの家へ引き籠こもり、朝が近くなった今、波は谷たに神社境内に人影はない。

　しかし、社やしろの別べつ棟むねの大広間には、島の長老達が老顔を揃そろえている。

　いずれも深い皺しわに苦にが味みを寄せ、紫むらさき色いろの唇くちびるを硬かたく引き結び、ただひたすらに瞑めい目もくしている。

　薄暗い蛍光灯の光に、三匹ほどの小こ蠅ばえが忙いそがしく立ち向かっていた。

　癇かんに障さわるその羽音を、しかしいまさら気にする者は一人もいない。

「──間違えた……ということか？」

　村長の勘かん之の介すけが、脱力したように呟つぶやいた。

「それはなかろう。朱あか羽は様は確かに、あの娘を波谷様の中で見せられたといっていたし──島の血筋で外へ出ておる者など、そうはいない。あの弓ゆみ殿でなければ、もう──」

　民宿の主、友とも郎ろう爺じいが、そこまで言いかけて口をつぐむ。

　再び、老人達の中に静せい寂じやくが訪れる。

　廊ろう下かから、滑すべるような足音が近づいてきた。

「──皆様、お待たせいたしました」

　軽く会え釈しやくして広間に踏み込んだ朱羽に、九人の老人達は一いち様ようにすがる眼まな差ざしを向けた。朱羽の後ろから、瘦やせぎすの老ろう医いも顔を出す。

「朱羽様、弓殿の具合は──」

　長老の一人が震える声で問い掛けた。

　巫女みこ 装しよう束ぞくの朱羽は、老人達が囲む座の中央に、ふわりと腰を下ろした。

「ご心配なく。単に気絶しているだけのようです。少々──刺激が強かったのかもしれません。私などはいつも波谷様に触れて参りましたが、弓さんは初めてでしたから」

「じきに気がつく。問題は、その後じゃ」

　老医が勃ぼつ然ぜんと呟いた。そこへ長老達の視線が集中し、老医はすぐに圧あつ迫ぱく感かんに耐え切れなくなり、顔を背そむける。

「朱羽殿──何故なぜ、波谷様は、弓を巫女として認めてくださらなかったのですか。やはり、島を離れていた弓ゆみにその資格がないと……？」

　勘かん之の介すけは血のつながった孫娘に、敬語で問い掛けた。

　朱あか羽はは眼めを伏せて、首を左右に振る。

「そうではありません。波は谷たに様は確かに、次の巫女みことして弓さんをご所しよ望もうです──ただ──」

「ただ、なんです？　やはり弓の父が、不心得者だったことが……」

「いえ、そういうことでもありません──皆様も御ご存ぞん知じの通り、波谷様はお優やさしい方です。波谷様は、巫女となるべき娘の願いを叶かなえてくださいます。

　私達は、はじめから波谷様を敬けい愛あいしておりましたが──その──弓さんご本人が、波谷様の巫女となることを拒きよ絶ぜつしているのが、巫女として認められなかった原因ではないかと」

　朱羽の澄み渡った声は、それこそ神の託たく宣せんのように長老達の耳に響いた。

「それは……」

「しかし、それでは……」

「うむ。弓殿が嫌いやがっている限り、我々にはどうしようもない」

「朱羽様、どうすればいいですかね？」

　老人達のしわがれた声が、虚むなしく広間に響いた。

　朱羽はしばらくの沈黙の後、嚙かみ締めるように言葉を紡つむいだ。

「我々は弓さんに、巫女となってから波谷様のことを知っていただくつもりでしたが、波谷様の慈じ悲ひゆえか、それには失敗いたしました。

　次にとれる方法は二つ、ございます。

　まずもっとも良いのは、弓さんを説せつ得とくし、彼女が自ら望んで波谷様を受け入れること──あまり誉ほめられたやり方ではありませんが──こちらには、心しん弥やさんもいらっしゃいます。もし心弥さんの御無事をちらつかせれば、弓さんを説得することはたやすいかと──」

　老人達の顔に希望の笑みが戻った。

　発言者の朱羽はしかし、沈痛な表情を崩くずさない。

「──もう一つの方法は、これは弓さんの説得に失敗した場合ですが──いえ、やめましょう」

　朱羽は首を振った。

「念のためにお聞かせください。どのような？」

　勘之介が身を乗り出す。取り囲む他の老人達も、同様にして朱羽を見つめた。

「──最後の手段ですが──これまでにも、《巫女が亡なくなった》場合には、次の巫女が託宣によって選ばれています。おわかりですね？」

　老人達は──今度こそ心しん底そこの、安あん堵どの笑みを浮かべた。朱羽はうつむいたまま、細く溜ため息いきを吐く。

「いやぁ、なるほど。これで一安心ですな」

「左様。どちらに転んでも、なんとかなりましょう」

「いざとなったら、そのようにするということで──」

　老人達は笑い合いながら席を立った。祖父たる勘かん之の介すけもまた、安心しきって微笑を浮かべている。

　老人達は口々に朱あか羽はをねぎらいながら、広間を出ていった。

　広すぎる畳たたみの海に、朱羽は一人、取り残された。

　弓ゆみについて、格別な感傷は何もなかった。

　ただ──遠い遠い昔に、今の事態と似たことがあったような気がして、つ──と記憶の糸を手た繰ぐってみる。

　朱羽が巫女みこになったのは、まだ十一歳の頃ころ──

　その頃のことを思い出そうとすると、朱羽はこめかみに強い鈍どん痛つうを憶おぼえた。夏だというのに猛もう烈れつな寒さむ気けに襲われ、四し肢しが無む性しように震えた。

　額に冷たい汗が滲にじみ出る。

　遠い記憶は、脳のそこだけが抜け落ちているように空白だった。

　何も思い出せない。

　何も、思い出せなかった。







「──めいきゅうしんぐん？」

　問い返して心しん弥やは首を傾かしげた。聴いたこともない。

「左様。まだ、わからんことが多いが──人間に余計な異い能のうをもたらす存在を、わしらはそう呼んでおる」

　幻げん三ぞうは自じ嘲ちよう気味の笑みを老顔にのせていった。

「放射能が人の体に染しみ込んで発はつ癌がん作用を促うながすように、神しん群ぐんはそこにいるだけで、人になんらかの影響を及ぼす。といっても、近くにいる者全すべてに影響があるわけではなく、また程度も影響の仕方も人それぞれだがな。

　奴やつらは、ただそこに存在するだけで、付近の生物に理り不ふ尽じんな影響を与え続ける。影響は世代を越えて、〝血〟に蓄積し、一般には長い世代を神群に近い地で過ごすほど、その影響も顕けん著ちよになる。ある程度の時が経たってしまえば、その後の数世代、神群の近くを離れたとしても、影響から逃れることはできん──って、わかっとるか？」

　幻三は心弥の顔を覗のぞき込んできた。

「いや、正直いってあんまり──」

　心弥は戸と惑まどいつつ、幻三の顔色と感情色をうかがった。

　老人の顔に、痴ち呆ほうの気は見えない。また妄もう想そう癖へきの様子もない。感情の色合いは、常じよう人じんのものとしてバランスがとれてもいた。

「──まぁ、無理もない。わしらにだって、その実態はよくわかっとらんしな。

　早い話が迷めい宮きゆう神しん群ぐんとは、どっか別の世界から来た、わけのわからん連中じゃよ。その影響を受けると、極端な話、超能力や魔術みたいな力を得ることになる。といっても影響を受けるかどうかは人それぞれで、神群の近くにいても、全く何の変化もしない奴やつがほとんどじゃ。そこらへんはケースバイケースでな」

　幻げん三ぞうはあご髭ひげを軽くしごきながらいった。

　心しん弥やの疑ぎ念ねんは少しも晴れない。

「それと、今の状況に何の関係があるんです？」

　幻三は細長く溜ため息いきをついた。

「──この島には、その神群がおる」

「え？」

「──奴ら、迷宮神群は未知の存在じゃが、断じて神なんぞじゃない。しかし、奴らの力を活用することは〝宗教〟の形をとりやすく、また奴らはそのたびに〝神〟と崇あがめられておる。だから西洋で〝迷子の異邦人ストレイ・ストレンジヤー〟と呼ばれていた奴らを、研究者の先人は〝迷宮神群〟と和訳した」

「つまり、そのわけのわからない奴が、この島にいて──」

「うむ。弓やみの嬢じようちゃんを必要としているんじゃな。こいつはわしの勘かんじゃが──嬢ちゃんは、神群の巫女みことして選ばれたんじゃろう」

「巫女？　巫女って、朱あか羽はさんみたいな──」

「うむ。つまりは交替の必要に迫られたということじゃな。ここの神群──波は谷たに様さまという奴が、弓の嬢ちゃんを巫女として選び、その託たく宣せんに従って、島の連中は動いとると見ていい」

　なにを馬ば鹿かな──と心弥は思った。そんな怪あやしい宗教に、弓の身み柄がらを渡せるはずもない。

「わしの記憶にある文ぶん献けんの記述が正しければ、ここの神群はハタニアスという奴かもしれん。青せい雲うんの息吹いぶきとも呼ばれるタチの悪い奴でな──島民達は奴に選ばれた巫女を使って、奴に島の加か護ごを願うつもりじゃろう。お互い、巻き込まれたのは不運じゃった」

　幻三は呟つぶやいて、心弥の肩に手を置いた。

「要するに──怪しい宗教の、そんなわけのわからない都つ合ごうで、僕らはここに捕まっているわけですか──」

　静かな怒りの籠こもった心弥の呟きに、幻三は弱々しく頷うなずいた。

　神群云うん々ぬんについては、たとえ幻三の言葉でも心弥は信用しきれなかった。しかし、この理り不ふ尽じんな状況が宗教絡がらみのいざこざであることは理解した。

　弓の安あん否ぴが気にかかった。

　自分はここに、監かん禁きんされている──彼女が自分より悪い状況にいるとは思いたくなかったが、幻げん三ぞうの口調には、それを匂におわせる気配があった。

「露つゆ草くさは無事なんですか？」

　真剣にすぎるその問いに、幻三は控えめに頷うなずいた。

「わしの保証なんぞ何の役にも立たんが──それでも一つ、保証してやる。おそらく嬢じようちゃんは、ここでは大事にされとるはずじゃ。身の危険はない。わしらと違ってな」

　幻三の顔が皮ひ肉にくな笑みに歪ゆがんだ。
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「島の連中にとって、あの子はひたすら大事なんじゃよ。捕まった君が生かされとるのが、なによりの証拠じゃ。機嫌を損そこねたくないんじゃろう」

　それは心しん弥やが『人ひと質じち』でもあるという意味だった。

　心弥は弱く唇くちびるを嚙かみ、恨うらめしげに蔵くらの閉じた扉とびらを眺めた。

　電気スタンドの光に浮く錆さびた鉄てつ扉ぴは、開く気配すら見せない。

「ま、ここはお互いにおとなしくしとこうや。うまくすれば、もうじき出られるじゃろうしのぅ」

　幻三は口調を改め、つとめて明るくいった。

「その時は、露草も一いつ緒しよに帰れるんですか？」

　心弥の問いに幻三は応こたえず、ただ困った顔をした。

　察して、心弥は視線を逸そらせる。

　どうにかして牢ろうを抜け、弓ゆみの安否を確かめたかった。

　周囲を囲む鉄てつ格ごう子しの隙すき間まは、決して狭くはなかったが、もちろん体が通り抜けられるような幅はない。格子の鍵かぎは古ふる臭くさい南京ナンキン錠じようのようだったが、ちょうどその周囲の鉄格子だけは隙間が狭くなっており、腕も通らないようになっていた。

　仮かりに針金のようなものがあったとしても、錆さびた南京錠にどこまで通用するかも怪あやしい。また牢を抜けても、蔵くらの扉とびらも閉ざされている。

　蔵の壁の高い位置には、やはり鉄格子のはまった窓が見えた。その向こうは夜の闇やみに覆おおわれている。いよいよ『囚とらわれ』の身を実感した。

「幻げん三ぞうさんは一ヶ月、ずっとここにいたんですか？」

「うん。三日に一度、風呂に入って──あとはずっとここじゃ」

「逃げ出せる機会は──」

　幻三はふるふると首を横に振った。

「心しん弥や君。ここは離島じゃ。それに実はわしも、船を盗とって一度逃げかけたんじゃが──ここの島民の中には、人間を越えた能力を持つ者が少なくない。正攻法では逃げられんよ」

　幻三はいいにくそうに呟つぶやいた。

「人間を越えた能力？」

「どうやら神しん群ぐんの影響でな。まぁ──話しても信じぬじゃろう。いずれ機会もあろうし、見た方がはやい」

　幻三はそれだけ呟くと、もう一組の布団へ、疲つかれたようにごろりと身を横たえた。その動きには、長い監かん禁きんによる筋力の衰おとろえが窺うかがえる。

　心弥は痛いた々いたしい思いで幻三を眺めた。気を効かせてスタンドの灯あかりを消し、自分は布団の上に胡座あぐらをかく。まだ外は真っ暗だったが、寝直す気にはなれなかった。

　耳を澄ましてみる。

　いたたまれないほどの静せい寂じやくが辺あたりに満ちていた。

　蔵の高い窓からは星明かりがのぞいていた。いつの間にか晴れた夜空は存ぞん外がいに明るく、深く濃い青色は彼方かなたまで続いている。

　しばらくして、心弥は静寂の中に複数の足音を聴いた。何者かが、蔵のすぐ前に来ている。

　聞き取れない小声の会話が、ごそごそと耳に障さわった。

　心弥は扉を凝ぎよう視ししつつ、片手に幻三の体を揺すった。

「──ん？」

「外に、誰だれか来てます」

「あぁ、島の連中じゃ……」

　かきん──

　幻三が呟きかけるのと同時に、乾いた金属音が小さく響いた。

　続いて、蔵くらの扉とびらがゆっくりと開きはじめる。

　闇やみの衣ころもをまとって、複数の人影が立っていた。

　作さ務む衣えの男と、首輪を嵌はめた娘──

　他にも三人、知らない男が付き従っている。

　心しん弥やと幻げん三ぞうは、揃そろって無言のままに固まった。

「幻三。無事か？」

　作務衣の男の声は、夜明け前の夜に冷たく響いた。心弥は眼めを凝こらしたが、無機物のようにその感情の色はうかがえない。そこに至ってようやく、目の前にいるのが村長の家で擦すれ違ったあの男と娘であることに気が付いた。

「……お、親父おやじ殿どの──いらしてたんですか……」

　返す幻三の声は硬かたかった。

　心弥は──耳を疑った。いま、老齢の幻三は確かに男を『親父』と呼んでいた。

　呼ばれた作務衣の男は大おお仰ぎように眉まゆをひそめる。

「馬ば鹿かが。あんな日記を残して失しつ踪そうすれば、誰だれだって怪あやしいと思って当然だ」

「先生、ご存ぞん命めいでしたか。運のお強いことで」

　ねずみ色の背広を着たサラリーマン風の男が呟つぶやいた。

「宇う津つ星ぼし君も一いつ緒しよか。いや、よくここが──」

　宇津星と呼ばれた背広の男はしたり顔に頷うなずき、背後にいた無気力な顔の青年を前に出す。

「籤くじ方がた君、この檻おりもいってくれ」

　鉄てつ格ごう子しを護る錆さびた南京ナンキン錠じようを、指先で示した。

「はい──真しん女め、いくよ──」

　つ──── と、その場の空気が一瞬静止した。

　いつのまにか、籤方と呼ばれた青年の手に青白い刃が光っていた。これから斬きるのかと思う間に、目の前の鉄格子がばらばらと地に落ちていく。

　がらんがらんがらんがらん──。

　数瞬前まで鉄格子だったものが畳たたみの上に落ち、それぞれがぶつかりあって派は手でな音を立てた。

　籤方は満足したように歪ゆがんだ笑みを見せ、納刀する。

「馬鹿。鍵かぎだけでいいってのに──この音で気付かれたらどうする」

「え？」

　何を叱られたのかわからない様子の青年に、宇津星は苦にが々にがしげに舌打ちして、鉄格子の出口から幻三の手を引いた。心弥もスケッチブックを小こ脇わきに抱え、格子の外に出る。

「しかシ、いイ切れ味ですネ、その刀ハ」

「さすが、神具は伊達だてじゃないか」

　男達が交わす会話を聞きながら、心弥は彼らの感情色を観察した。背広の男、神父の扮ふん装そうをした肌はだ白じろの男、刀を携たずさえた無気力そうな青年──三人とも、ぞっとするほどに感情の色が希薄だった。赤、青、白、黄、様々な色が普通の人間と同じように見えたが、色が一いち様ように弱い。それは感情を失いつつある人間の特色だった。

　背広の男は、心しん弥やが島へ着いた時に擦すれ違ったライトバンの運転手だったが、そこまでは心弥も気付かない。

　幻げん三ぞうは裸足はだしのまま牢ろうから出ると、蔵くらの隅すみに立て掛けられていた年代物の西洋杖ステツキを手に取った。

　蔵くらの外には、何ど処こかの庭先から盗ぬすんできたらしい履はき物ものが二対、丁てい寧ねいに揃そろえて置いてある。

「この子供が、グランレイスの置おき土産みやげですか？」

　牢から出た心弥を親指で示して、背広がいった。子供扱いされた心弥は、軽く眉まゆをひそめる。

「詩し乃の、そうだな？」

　作さ務む衣えの男に問われた首輪の娘が、黙って頷うなずいた。

「こんな子供が、ね──まぁいいでしょう。お預けしますよ」

　背広は薄く笑って背を向けた。牧師と刀の青年がその後ろに続く。

「──おい。神しん群ぐんの位置は、教えなくていいのか？」

「どうせ噓うそを教えるつもりでしょう？　聞くまでもありません。夢ゆめ路じさん、この神社の怪あやしさは並なみ大たい抵ていじゃない。本殿の裏に奇妙な細い廊ろう下かがありましたね。あの先しかないでしょう？」

　低く笑いながら、背広の宇う津つ星ぼしという男は軽く手をあげた。

「すぐ増ぞう援えんに連絡をつけます。しばらくしたら『狩かり』を始めますから、それまでに安全な所に隠かくれてください」

　周囲の会話は、心弥にはわけがわからなかった。

　感情の色を眺める限りでは──幻三を除く他の者達は、あまり長く一いつ緒しよにいたくないタイプだった。特に感情の見えない夢路という男は得え体たいがしれない。

「あの──幻三さん、それじゃ、僕は露つゆ草くさを探しに行きますんで。助けてもらってありがとうございました」

　心持ち早口にそういって、心弥は宇津星達とは別の方向に足を向けた。

　その前に首輪の娘が立ちふさがる。闇やみを背景にして茶のスカートは沈み、白いブラウスの上半身だけが浮いて見えた。端たん正せいだが無表情な顔立ちとあいまって、その姿は幽ゆう霊れいを思わせる。

　心弥はぞっとして立ちすくんだ。

「お待ちください。あなたは、我々と来ていただきます」

「いや、遠えん慮りよしときます」

　そそくさと方向を変えようとすると、娘の姿は揺らぐように動き、また目の前に立ちはだかった。

「僕の連れが何ど処こかにいるんです。用があるなら、探した後に──」

「見つけても、どうやって逃げる気だ？　お前ら二人だけじゃこの島からは逃げられんだろう。ここは俺おれ達について来い。ここじゃ島民どもの眼めにつくから、詳くわしい話は森ん中でどうだ？」

　夢ゆめ路じと呼ばれていた男は気安く心しん弥やの肩を叩たたいた。

「はぁ……」

　曖あい昧まいに頷うなずいて──心弥は、そろりそろりと別の方向へ動こうとした。

　首輪の娘が目ざとく心弥の腕をとる。

「逃げないでくださいと、申しております」

　細身からは想像もできないその力の強さに、心弥は内心で驚いた。詩し乃のはそのまま心弥の腕をとり、夢路の後に続いて歩き出す。

　指先でもったスケッチブックを取り落としそうになったが、それはどうにかこらえた。

　顔をしかめる心弥の元に、幻げん三ぞうが歩み寄った。

「すまんな、心弥君。だが、悪いようにはせん。どのみち、この島のことは──君の手にあまるぞ。仮かりに君が今、わしらから離れても、嬢じようちゃんを助けるどころか、また島の連中に捕まるだけじゃ。違うかね？」

　理り屈くつは心弥にもわかった。フェリーは二日に一便──しかも港の周囲には監視がつくはずで、たとえ弓ゆみを探し出しても、脱出する方法すらない。

　後ろ手を詩乃に固められたまま、心弥は仕方なく歩きはじめた。抵てい抗こうが止んだと知るや、詩乃はすぐにその手を離した。

　すぐに見覚えのある本殿の屋根が見えてくる。捕まっていたのは、神社の裏手にある蔵くらの中だったらしい。

　夢路はそこで道を外はずれ、真っ暗な森の中へと踏み込んでいった。

　一寸先が闇やみだった。すぐ目の前を歩く男の背すら、ややもすると見えなくなる。

　肥ひ沃よくさをうかがわせる湿った土を踏みしめながら、心弥は夢路の作さ務む衣えを見失わないよう、足早にその背を追った。

　しばらくして、心弥は歩きながらに男の背に問い掛けた。

「あの──露つゆ草くさを、助けてくれるんですか？」

「そいつはまだわからんがね。俺にもまだ状況がわかっていない。だから、お前から色々と聞きたいわけだ」

「僕は──何も知りませんけれど」

「色が見えるか？」

「え？」

「俺の感情の色だ。見えないだろう」

　振り返った夢路はにたりと笑った。

　心弥は愕がく然ぜんとした。能力のことは、幻三にはもちろん、弓にも誰だれにも話していない。子供の時分に両親に話して相手にされなかったことはあったが、自分の能力は誰にも知られていないはずだった。

　とぼけるべきか、それとも認めてしまっていいのか、心しん弥やが悩んでいるうちに、夢ゆめ路じは言葉をつなぐ。

「いい機会だ。お前は、自分のことも知った方がいいな。そのままじゃ、いずれ壊こわれるぜ」

「……こわれる？」

「あぁ──この辺あたりでいいか。詩し乃の、悪いが誰だれか近づいてきたら、教えてくれ」

　娘が頷うなずくのを待って、夢路は足を停とめた。ガジュマルの大木の影に身を寄せ、その根元に座り込む。視線で諭さとされ、心弥も隣に座り込んだ。

「自己紹介をしておこうか。俺おれは夢路。そこの幻げん三ぞうの父親だ」

　指を差された幻三は戸と惑まどいを見せた。

「幻三。隠かくさなくていい。こいつはこっち側の人間だ。教えることが山ほどある」

「いや、彼は、ただのうちの店の客で……」

「黙って聴いてろ。おまえ、名前は？」

　幻三のいぶかしげな顔を無視し、夢路は鉄煙管キセルを指先に弄もてあそびながら、心弥に真剣な眼まな差ざしを向けた。

　凄すご味みに吞のまれて、心弥は意識する間もなく質問に答えた。

「希き崎ざき──心弥」

「よし、心弥。お前、〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟てのを知っているか？」

　その単語は幻三の話でも聴いた言葉だったが、しかし『知っている』というほどに知っているとも思えない。

　心弥が頷くべきか迷っていると、

「嬢じようちゃんの件があったので、わしが少し──」

　幻三が横やりをいれた。

「そうか。じゃあ、基礎知識はあるんだな？」

　夢路に問われて、心弥は小さく頷いた。

「よく憶おぼえていませんけど、人に影響するとかどうとか──」

「なら、もうだいたい気付いただろう？　お前の、感情が色で見える力──そいつも、神群の影響だ」

　幻三は絶ぜつ句くして、まじまじと心弥の顔を見つめた。

　心弥は固まったまま動かない。どんな反応をすればいいのか、さっぱりわからなかった。理解者に会えた感かん慨がいより、むしろ能力を見破られたことへの不安が大きい。

「どういう──ことですか」

　かろうじて、肯定とも否定ともつかない言葉を発した。

　夢路は薄く笑った。

「昔、グランレイスって名の問題児がいてな。そいつもある神しん群ぐんに影響を受けた画家なんだが──よりにもよって、そいつの描いた『絵』の中に、人に影響を与える物がいくつか混じっている。そのだいたいは署名サインの無い湖の風景画だが……心当たりは？」

　居間に掛かった一枚の絵。

　静かな湖こ畔はん。森の陰かげ。十じゆう字じ架か。

　心しん弥やはすぐに、一枚の絵を思い出した。

「──自宅に、一枚」

「なるほどね──もっとも影響を受ける奴やつは、何千何万、へたすりゃ何億分の一って確率だ。まぁ、天からの授かり物にしちゃ厄やつ介かいに過ぎる力だが──世の中には、そういうもんがある。それはわかるな？」

　夢やめ路じは片目を瞑つぶり、古い友人に対するようにいった。

「あなた達も、色が見えるんですか？」

　心弥は、内心の動どう揺ようを表に出さないまま問い掛けた。

「俺おれはそんなんじゃない。神群の影響といっても色々だ。他の神群や、その影響者の位置がわかる奴やつもいれば──」

　夢路の言葉を受けて、首輪の娘が軽く会え釈しやくした。心弥もつい礼を返す。美人だが、生気に欠ける美しさだった。

「さっきの籤くじ方かたみたいに、鉄まで斬きるような刀もその一例だな」

「──あなたの色が見えないのも、やっぱりその関係ですか？」

　心弥の問いに、夢路は軽く首をすくめて見せた。肯定のようで、しかし否定ともとれる。

「──この島にも一匹──とんでもないのがいるらしい。なんとなく嫌いやな感じはしていたんじゃないか？　グランレイスも他の神群に対しては敏びん感かんだったからな。お前や俺の馬ば鹿か息子むすこは、そいつの都つ合ごうに巻き込まれたのさ」

　息子と聞いて、心弥は改めて幻げん三ぞうを見た。

　幻三は泣き顔にも見える微妙な笑顔を向け、がりがりと頭を搔かいた。

　七十代の老ろう爺やと、三十代にしか見えない男。

　その関係がいまひとつ読めない。

　幻三は耳打ちするように囁ささやいた。

「若く見えるが、親父おやじ殿どのはもうとっくに百歳を越えているんじゃ。それも、その──」

　迷めい宮きゆう神群──その言葉が頭の中を反復した。

　噓うそかもしれない、とは漠ばく然ぜんと思った。あるいは自分は、狂きよう人じんの話を真まに受けている馬鹿なのかもしれないとも思う。

　溜ため息いき一つ──

　それでも自分には、人の色が見える。

　相変わらず夢ゆめ路じの色はうかがえなかったが、幻げん三ぞうの色に、虚きよ偽ぎや謀たばかりの様子はない。そして幻三が狂人でないことは、以前から知っていた。

　正直なところ、突然に言われた数々のことは理解しきれていなかった。しかし今の心しん弥やにとって、最大の関心事はそこにない。

　肝かん心じんの疑問を口に出す。

「露つゆ草くさは大丈夫なんですか？」

　いってから、心弥は小こ脇わきに抱えたスケッチブックを強く握った。

　夢路は眼めに見えて顔をくもらせた。

「まだわからん。実は、次にどうするべきかもわからん。幻三、お前はどう見る？」

　幻三は視線を落とした。

「──あの子は──弓ゆみの嬢じようちゃんは、うちの大切なお客さんでしてな。こんな所で、なりたくもない巫女みこにさせるのはどうも……なんとか、助けてやりたく思います」

　心弥は幻三の言葉に安あん堵どした。

　鼻を鳴らした夢路は瞑めい目もくする。

「で、助けるのは俺おれなんだよな」

「申し訳も──しかし、やはり無む理り無む体たいを見過ごすわけにもいきません」

「──お節せつ介かいは誰だれに似たんだか。よし、宇う津つ星ぼし達は加か減げんを知らんから、奴やつらより先に、その娘を確保しなきゃならん。詩し乃の、居場所はわかるか？」

　座り込む男達から一歩離れて木に寄りかかっていた詩乃は、即座に首を横に振った。

「それは不可能です。この島には同系列の影響者ばかりで、どれがその娘かは判別できません。そちらの方のグランレイスのように、猫の中に紛まぎれた犬ならばすぐにわかりますが、似た生き物の中から個別の一つを探し出すのは至し難なんです」

「だが、いるとしたら大おお方かた、神しん群ぐんに近いこの神社のあたりだろう。それならどうだ？」

　詩乃は眼を閉じ、耳を澄ませるような顔で立ち尽くした。

　数秒の間を置いて、ゆっくりと桜さくら色いろの唇くちびるを動かす。

「合わせて二十人か三十人ほどでしょうか……三つほどに分かれて固まっております。しらみつぶしに探されますか？」

　話す声には疲ひ労ろうが見えた。詩乃の答えを聞くや、夢路は頷うなずいて腰をあげ、

「よし。お前ら二人は、この島じゃ脱だつ獄ごく犯はんだ。ここに隠かくれてろ」

　幻三と心弥に向けていった。

「そうはいきません」

　心弥はいつになく顔を険けわしくして立った。

「見つかったら面めん倒どうになるぜ？」

「それは……あなただって同じでしょう。島の人は、お二人が幻三さんを探していたのを知っています。僕らが逃げたのを知れば、まず疑われるのはお二人のはずですし……それに、露つゆ草くさのことも放っておけませんから」

　夢ゆめ路じは顔を逸そらし、「好きにしろ」と口の中で呟つぶやいた。

　感情の色は見えなかったが、その表情は微かすかに笑っている。

　心しん弥やは空を仰あおいだ。

　木々の向こうに狭くのぞく空は、少しずつ白みがかっていた。森の中ではあまり実感できなかったが、どうやら夜明けが近いらしい。

　樹上からは海鳥が数羽、傍ぼう観かん者しやの眼めで心弥を見下ろしていた。







　波は谷たに神社の境けい内だい。

　かがり火の骨組を背に、三人の狩人かりうどが佇たたずんでいた。

　火のついていないかがり火は、新しい巫女みこを歓迎するためのものだったが、未いまだその役割は果たせていない。そもそも夏祭り自体が新たな巫女を歓迎するための式典だったのだが、それらの事情は宇う津つ星ぼし達の興味の外である。

「──えぇ。幻げん三ぞう先生は御無事でしたよ。もうしばらくしたら、狩かりを始めます」

　本州への通信を終えると、宇津星はびい玉を懐ふところに仕し舞まった。

　フィルターしか残っていない煙草タバコを足元の石いし畳だたみに捨て、革靴で踏みつける。茶色い草が粉々になって石を汚した。

　長身の相あい棒ぼうを傍かたわらに見上げ、その胸を軽く拳こぶしで叩たたいた。

「増ぞう援えんはもうじきだが──敬けい神しんさん、久々に、『溜たまって』るんじゃないか？」

「えェ。そロそロいきますカ」

「え？　どこか行くんですか？」

　籤くじ方かたの無邪気な声に、宇津星は溜ため息いきをもらした。

「《どこか》ときたか。どうも気が抜けるな、君は」

「籤方君、我々はネ、暗殺班とは違っテ、人を殺して終わりといウわけにハいきませン」

「はい？」

「神しん群ぐんの本体を狩り出すのが目的ってことさ。さて、問題だ。神群の本体を見つけるには、どうすればいいと思う？」

　籤方は呆ほうけた眼で宇津星を見た。

「──考えてないな、君は。答えは簡単だ。勘かんをつけて、そこへ行く。途中に邪じや魔まが入ったら、そこが怪あやしい」

「邪魔は排除しなけれバ、いけませン。わかりますネ？」

「あ、はい。それは、わかります」

　籤くじ方かたは素直に頷うなずいて、

「邪じや魔まは《はいじょ》しないといけないんですね」

「──あぁ。敬けい神しんさん、邪魔が入ったら任せるよ。存分に、な」

「はイ」

　敬神はむしろ、それを期待するように薄い唇くちびるの端をひきつらせた。

　宇う津つ星ぼしは黒くろ縁ぶち眼鏡メガネの奥の眼めを細め、明けつつある曙あけぼのの空を見上げた。

「昨日は曇天くもりだったが、今日はいい天気になりそうだ」

「ラジオでハ台風が来るとカ言ってましタネ。早メに済まセ──」

　敬神が不意に言葉を切った。

「──来ましタ」

「ん？」

　空から境けい内だいへ視線を転じた宇津星は、早朝の社やしろに数人の島民達が歩いてくるのを見た。

「雑魚ざこだな。敬神さん、任せた」

「あの。でも。俺おれらのこと、全然気にしてませんよ？」

　籤方が控えめにいった。

　その言葉通り、五人ほどの島民達は、宇津星らにいぶかしげな一いち瞥べつを向けたのみで、すぐに境内の掃除を始めた。まだ蔵くらが破られたことには気付いていないらしい。

「なぁに。今だけさ。どのみち、敬神さんの姿を見たら道を開けてはくれんよ」

「？　つまり、喧けん嘩かを売るんですね？」

　籤方は気弱げに問い掛けた。

「ほう、珍めずらしく察しがいいな。わかってるなら話ははやい。籤方君は下がっていろ」

　宇津星の上機嫌の笑顔に誉ほめられ、籤方は嬉うれしそうに顔を笑み崩くずした。

　敬神は長衣の袖そで口くちから小ぶりのアルミトランクを取り出した。中から注射器を取り、袖をまくった自らの白い腕に針を刺す。

「フゥゥゥ────」

　神父の衣ころもをまとった白い男は、大きく長く、赤茶に濁った熱い息を吐いた。空からになった注射器をトランクに仕し舞まい、宇津星へと投げる。

　宇津星は慣れた手つきでそれを受け取った。

　敬神の肌はだの毛穴から、黒くろ胡ご麻まのような点がブツブツとにじみ出た。途と端たんに、鉄てつ錆さびの嫌いやな匂においが辺あたりに立ち込める。

　はじめは毛が生えてくるような具合だった。しかし毛穴から吹き出た黒い点は、まず泡あわのようにふくらみ、それから潰つぶれて敬神の皮ひ膚ふを隈くまなく覆おおっていく。

　たちまちにその体は、甲かぶと虫むしにも似た黒い光こう沢たくを放ち始めた。

　異変に気付き、島民達の視線が集中する。

「お、おい、あんた、だいじょ──」

「近づいたラ、殺しますヨ」

　耳みみ障ざわりな狂くるった音程で、黒い男は呟つぶやいた。

　駆け寄ろうとした島民達は、異い形ぎようの化ばけ物ものを目にして、足を止める。

「おいおい。車の中に着替えはあるが、破くくらいなら脱いでくれよ」

　宇う津つ星ぼしは咎とがめる風もなく呟き、新しい煙草タバコに火をつけた。

「すみませン。この方ガ、演出的に美しイかト」

　島民達は眼めにみえて慌あわてた。

「な、なんだ、おまえら……」

「おい！　朱あか羽は様に知らせてこい！」

　駆けて来たうちの一人が社やしろへ取って返す。それをあっさりと見送って、敬けい神しんは変へん態たいを終えた。

　面めん体ていは漆しつ黒こくに覆おおわれ、装そう甲こうに押し上げられた衣服は破け散っている。猫ねこ背ぜ気味の背には、西洋鎧よろいのように装甲が重なり、見み様ようによってはダンゴ虫にも似ていた。

　蜥蜴とかげじみた黒い唇くちびるが蠢うごめき、鉄色の舌が覗のぞく。

　四つに並んだ黒い複ふく眼がんは、キロリと島民達を一ひと睨にらみしつつ、それぞれ無感情に辺あたりの光景を映していた。

　その異い相そうに人間の面おも影かげはない。

　着ぐるみのように、中にはまだ『人』がいそうな気配こそあったが、少なくとも外見は巨大な昆虫そのものに転じている。

　三人の狩人かりうどを遠巻きに囲んで、島民達は半円形に散った。騒ぎを聞きつけ、更さらに数人が別べつ棟むねから境けい内だいに駆けてくる。祭りが中止になった後、そのまま社に泊まっていた者達らしい。

　彼らを合わせても、包囲の人数は十人ほどにしかならない。

　各おの々おのの手には『打込み』と呼ばれる、先にワイヤーの輪がついた長い棒ぼう状じようの捕り具が握られていたが、変化した敬神の前ではいかにも頼りない武器だった。

　複眼を覆う鉄の瞼まぶたが、にたりと嗤わらった。

「後ろの方にハ、手をだされぬよウ」

　くぐもった声が蜥蜴の口先から漏もれる。

「て、てめえら──何者だ」

　震える声で呟き、先頭の若い島民がじりじりと前へ出た。

　日に焼けた筋肉質の腕には、長なが柄えの打込みが握られている。普ふ段だんは漁りよう師しでもしているらしく、その手つきには網を持つ要領がうかがえた。

　男はなかば捨すて鉢ばちに走り、ワイヤーでつくられた先端の輪を敬神の首に引っかけた。動きは、素人しろうとのものとしては存ぞん外がいに素早い。

　それを皮切りにして、囲みの島民達も次々に打込みを敬神の首や腕にかけていく。あっという間もなく、十人の男達によって、異い形ぎようの怪かい物ぶつの動きは封じられたかに見えた。

「──鬱うつ陶とうしイ」

　敬けい神しんの複ふく眼がんに暗い光が宿った。宇う津つ星ぼしと籤くじ方かたは、眺めたまま身じろぎ一つしない。

　島民ではない別の人影が、その時、境けい内だいに走り込んできた。

　顔を真っ赤に紅こう潮ちようさせた、背の低い老人──

「馬ば鹿か者ものどもっ！　貴き様さまらのかなう相手じゃない、逃げい！」

　顔をひきつらせた幻げん三ぞうは、喉のども張り裂けそうな絶ぜつ叫きようをあげた。

「……く、蔵くらの爺じいさんか⁉　どうやって逃げ──！」

　若い島民が叫びかけるのと同時に、打込みのワイヤーの輪が、ずぶずぶと敬神の体にめり込んでいった。

　すぐに長なが柄えの部分がすっぽぬけ、四し肢しに力を張っていた捕り手達は勢いあまって蹈鞴たたらを踏んだ。

　打込みの先端についたワイヤーのつなぎ目は、錆さびついて融とけている。ただの棒ぼうになった捕り具を握り締め、島民達は呆ぼう然ぜんとしていた。

　ひきちぎられたわけではない。鉄の部分だけが、敬神の皮ひ膚ふに『吸収』されていた。

「な、な……」

「ばけもんだ……」

「それハ、お互いサマかもしれませんヨ」

　変わり果てた敬神は、くぐもった声で呟つぶやき、肩を揺らして笑った。







「いいから逃げろ！　ケーシー、いや敬神。追うなよ！」

　島中に届けとばかりに、幻三は声を振ふり絞しぼって叫んだ。

　その背後に、心しん弥やがようやくに追いついた。夢ゆめ路じと詩し乃のも共にいる。

「はハ。我々の目的ハあくまデ本体ですかラネ──しかシ、あちラが退どいてくれル気配はありませんガ？」

　ずしんと石いし畳だたみに足を踏み鳴らし、敬神は大きな一歩を踏み出した。気け圧おされて、島民達はじりじりと後ろへ下がっていく。しかし逃げるつもりはないらしく、多少の距離は開いたが、包囲は依い然ぜんとして解けない。

「……あの黒いゴキブリみたいの──さっきの外人の神父ですか？」

　肩で息をしながら、心弥は呆然と呟いた。

「別に『神父』じゃないがね。鋼こう鉄てつの籠かご守もり、パナンゾロンの影響者だ。見ての通り、人間相手にゃ滅めつ法ぽう強い。やるせないよなぁ」

　夢路は片手の煙管キセルで肩を叩たたきつつ、溜ため息いきをまじえて答えた。口調は柔やわらかいが、眼まな差ざしは敢かん然ぜんと厳きびしい。

「あれも──神しん群ぐんとかいう？」

「あぁ、あんなんばっかだ」

　夢ゆめ路じはこともなげに言い放った。

　少し前まで人間だったはずの敬けい神しんは、今や人間とは程遠い容よう姿しへと変わっている。

　しかし心しん弥やは、その体に宿る感情色の強さに、むしろ人間らしさを感じた。色合いは暗いながら、そこには興奮の赤と歓かん喜きの黄が混ざった橙だいだい色いろが浮いている──それは、神父の扮ふん装そうをしていた時の敬神にはなかった色だった。

　肌はだの露ろ出しゆつ部分は全くないが、しかし色が見えることを考えると、どうやら鉄に似た装そう甲こうは、彼にとっての『肌』らしい。

「普通は私の姿を見れバ、蜘蛛くもの子こを散らすようニ逃げるのですがネ。やはリ──神しん群ぐんへの忠ちゆう誠せい心しんでスカ」

　敬神の言葉に、幻げん三ぞうの顔から血ちの気けがひいた。

「よせ、ケーシー！」

　悲鳴よりわずかにはやく、敬神の体から浮き出た無数の黒い錐きりが弾はじけ飛んだ。

　弾丸よりわずかに細く長い鉄の針は、鈍にぶい音をたてて、ちょうど前にいた数人の体に突き立った。体を貫くほどの勢いはなかったが、一人に四本五本とまとめて刺さっていく。
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　無表情のまま、詩し乃のがびくりと肩を震わせた。夢ゆめ路じが寄より添そい、その肩を支える。心しん弥やが見た詩乃の感情色は、様々な色が暗く入り交じった不快の色だった。表情は変わらないが、色には吐きそうな気配すら見える。

「退どいテ、いただけまスカ？」

　敬けい神しんのくぐもった声が境けい内だいに響いた。

　錐きりを食らった島民は倒れかけ、付近の者に体を支えられた。即死の者はいなかったが、いずれも激痛に顔を歪ゆがめている。

「頼む！　退いてくれ！　こいつはあんたらを殺す気だ！」

　幻げん三ぞうが顔を覆おおって叫んだ。

「人聞きの悪い。襲ってきたのは彼らの方です。正当防衛ですよ？」

　煙草タバコをくわえたままの宇う津つ星ぼしが、物腰だけは優やさしげに幻三の肩を押さえた。

　幻三は身を震わせてその手を跳はね除のけ、厳きびしい目で宇津星を睨にらむ。

「人は殺すな！　山やま之の内うち君もその方針を──」

「《人》は殺しませんよ。ですが神しん群ぐんの味方をする者は、人ではなくて化ばけ物ものですから」

　宇津星は凍いてつくような視線を幻三に据すえた。

「あなたの父上も含めて、ね？」

　にたり。

　幻三の感情色が、心弥の見守る前で絶望の黒へと転じていった。反対に、宇津星のそれは敬神と同じ暗い喜びに満ちていく。

　島民達は──退こうとしなかった。

　きつい眼まな差ざしを敬神に据すえつつ、難を逃れた者は、前に進みも逃げもしない。

「──なんなんだ、あいつらも……」

　慄りつ然ぜんとして心弥は呟つぶやいた。今の惨さん劇げきを見ても逃げようとしない島民に、不ふ審しんよりも怒りを感じた。

　男達は、顔だけは怯おびえた様子を浮かべていたが、その実、感情の色に恐きよう怖ふは薄い。こんな事態にも関かかわらず、彼らにはむしろ闘とう志しの赤すらうかがえる。

「やはリ、なかなかの支配力デス。これはもウ、仕方ありませンよネ？」

　敬神が背後の幻三を振りかえった。複ふく眼がんに薄い鉄の瞼まぶたがかかり、にやけるような表情をつくっている。

「……やめてくれ、ケーシー。彼らは、まだ人間だ。殺すことは……」

「神群の信仰を捨てない者ハ、どのみち危険でス。我々の『方針』は御ご存ぞん知じでしょウ？」

「やめて、くれ……」

　幻三はぼろぼろと泣いていた。

「道をあけるにハ、そこにある物をどかす必要がありまス。あなたの父君から教わったことでス」

「──俺おれは、そんな意味で言った憶おぼえはない。生きる上で必要な労力を惜おしむなと言ったんだ」

　嫌いや気けの強い口調で、夢ゆめ路じが抗こう議ぎの声をあげた。

「残念ですガ、私達ハ、そういウ風に解釈しているンですヨ」

　敬けい神しんの蜥蜴とかげに似た口から、先の割れた爬は虫ちゆう類るいの舌がちろちろと覗のぞく。

「──神の、御ご加か護ごヲ」

　敬神の黒い指先が歪ゆがんだ十字を描いた。

　島民の体に入り込んだ一本の錐きりから、突然に無数の針が生まれ、その体を内部から剣けん山ざんのように貫いた。

　血ち飛沫しぶきが爆発した。

　一瞬の間をおいて絶ぜつ叫きようの波が広がる。

　一人の体を突き破って伸びた針は、また周りにいた者をも貫き、その体の中で無数に枝別れする。

　増殖した針は付近を不規則な監かん獄ごくのように囲んだ。その中で、島民達の体は幾いく筋すじもの太い針によって貫かれ、四し肢しが派は手でに千ち切ぎれ飛ぶ。

　たまらず心しん弥やは眼めを閉ざした。十人の島民の絶叫が、地鳴りのように感じられた。

　声が止んだところで、心弥は恐る恐る眼を開けた。

　──すぐ正面で、いくつもの針に内部から体をつらぬかれた死体が、だらりと両腕を垂れていた。腰から下は何ど処こへ行ったのか見当たらない。その表情を失った眼玉からも、黒い針が突き出ている。

　ほんの数瞬で、境けい内だいには太い針のひしめく森ができ、その木々に十の死体と千切れたその四肢がたわわに実っていた。

　それらは全すべて、つい数秒前まで生きていた人間だった。

　いたって普通の外見をもつ── 奇妙な信仰心はあったが、素そ朴ぼくな人々だった。

　その彼らが今、針に肉体を裂かれ、変わり果てた姿を目の前にさらしている。

　心弥は、気が遠くなるのを必死にこらえていた。

　かくんかくんと壊こわれた操あやつり人形のように、血筋のつたう腕が視界に揺れていた。まだ息があるのか、それとも衝しよう撃げきのためかは知れない。

　心弥はへなへなとその場に膝ひざをついた。

　その頰ほおに、何ど処こから散ったかも知れない血の飛沫がこびりついていた。石いし畳だたみの冷たい感触が膝に染しみ、次いでもっと冷たいものが体の芯しんに染みていく。

　足元に、島民の黒い血が流れてくる。

「──夢路様」

　詩し乃のが口を開いた。ただでさえ白い顔色が、今は蒼そう白はくに近い。

「この者達は──」

「言うなよ、わかってる。敬けい神しん、宇う津つ星ぼし、やりすぎだ」

　感情を押し殺した夢ゆめ路じの声には、隠かくしもしない怒りがこもっていた。

「警告の段階で素直に逃げていただければ、ここまではしませんでしたよ」

　宇津星は営業用の笑顔を浮かべた。背広姿とあいまって、まるで顧客への愛あい想そ笑いに見える。

「じゃあ、楽しんでいるようにしか見えないのは、なんでだろうな」

「気のせいでしょう。夢路さんが気にすることじゃありません」

　宇津星は軽く手の甲を振った。

　その背後では籤くじ方かた青年が、特に興味もなさそうに、ぼうっと死体の森を眺めていた。何が起きたのか、いま一つ理解していない様子も漂っている。

　幻げん三ぞうはただ、泣いていた。

「ケーシー……やるな、といったのに……」

「道があきましタ。いきましょウカ」

　黒い化ばけ物ものは口調も変えずに平然といった。

「お前……自分が何をしたか、わかって……」

「もちろン。神しん群ぐんを滅めつするのが我々の役目でス。彼らの尊い犠ぎ牲せいが明日ヲ創つくるのですヨ」

　冗じよう談だんめかした口調の敬神に、幻三は遂ついにたまりかねて杖つえの細工を動かした。

　留とめ金がねを外はずして軽く振るうと、空くう洞どうになった杖の内部から細い刃が飛び出した。外した留め金を再び、今度は刃の出た状態ではめる。刀身は杖の先に固定された。

「──殺してやるっ！」

　渾こん身しんの力をもって、幻三は西洋の仕込み杖、ブランドエストックを敬神の装そう甲こうの隙すき間まに突き入れようとした。

　乾いた音を響かせて──

　刃は、あっさりと弾はじかれる。

　薄いと見えた装甲には、見た目以上の強度があった。幻三は再び武器を構えたが、敬神はその刃をいとも気軽にひっ摑つかんだ。

　ぱきん。

　いかにももろい破壊音と共に、幻三秘ひ蔵ぞうの骨こつ董とう武ぶ具ぐは弾けて折れた。

「……ケーシー、お前、お前は……」

　涙に濡ぬれた柄えを握る幻三を無視し、敬神は折れた刃を口に放り込んだ。がりがりと嚙かみ砕くだき、喉のどを鳴らして一息に吞のみ込む。

「なカなカ。ヨーロッパの味がしまスネ」

　ワインでもたしなむようにそういった。

　心しん弥やは膝ひざをついたまま、呆ぼう然ぜんとしていた。

　目の前の光景を信じられなかったが、しかし血の匂においと、人間の内臓が放つらしい異い臭しゆうは、眼めを瞑つぶったとしてもごまかしようがない。

　敬けい神しんが、心弥ににやけた一いち瞥べつを送ってきた。

「いいものガ、見れタでしょウ？」

　鋼鉄の皮ひ膚ふの下から、くすくすと含み笑いが漏もれ聞こえる。一方で武器を折られた幻げん三ぞうは大地に額をあて、無念にその肩を震わせていた。

「これが……迷めい宮きゆう神しん群ぐんてやつですか──神群て、ほんとになんなんです──？」

　心弥の問いは夢ゆめ路じに向けられたものだったが、答えたのは黒い怪かい人じんだった。

「人間を《別の物》に変えテしまう存在でス。結けつ構こうな数がいましてネ。影響の仕方もそレぞレ違うんですガ、今でも時折、新しいのガ発見されまス。いヤ……発見でハなク、来訪すルというんですカ。どうも彼らハ別の世界かラ、いつのまにカやってくル生き物のようでスかラ」

　敬神は誇ほこらしげに答えた。

「我々ハ、そんな彼らかラ、普通に暮らス人々を護っているわけデス」

　その言いい種ぐさに、心弥は吐はき気けをともなうほどの不快を感じた。

「……この人達だって、普通に暮らしていたのに……何も殺すこと──」

「彼ラは迷宮神群の何者かに忠ちゆう誠せいを誓っていまス。それだけデ、人の敵なのでスヨ」

「……どんな理由があろうと、こんなことが許されるかっ──！」

　うつぶせのまま幻三が吼ほえた声は、しかし心弥の耳には小犬のようにか弱く聞こえた。

「幻三先生。許シとハ、目上の者が目下の者に対しテ行う行為でス。我々の目上の者ハ、これヲ許していまス。『神群に忠誠を誓う者は、神群本体と同一視して構かまわなイ』それガ、我々の法でス。彼ラを生かしテおいたラ、いつまでモ神群はなくなりませン」

　敬神は素そっ気けなく言い切ると、針の森を崩くずし、境けい内だいから本殿へと続く道をつくりはじめた。

　放心から抜け出した心弥は敬神の背をきつく睨にらんだ。

　言葉は何も、出てこなかった。







　歩きかけた敬神は、数歩で怪かい獣じゆうに似た足を止めた。

　高く空を見み据すえた複ふく眼がんが、心持ちひきつる。

「──化ばけ物もののワンランく上ガ、来ましたカ」

　言葉につられて心弥も上空を見上げた。

　──明るくなりかけた空に、五つの鳥に似た影が急降下をはじめていた。海鳥にしてはやけに大きい。

　降ってきた影はその勢いのまま、敬神めがけて漁りように使う銛もりを投げつけた。丸みを帯びた装そう甲こうは、しかしそれらを軽く弾はじき飛ばす。

　空にいたのは人だった。

　男が三人に女が二人──

　空に舞う五人は中空に静止していた。その背には昆虫を思わせる半はん透とう明めいの長い翅はねが見える。翅を動かすためか、いずれも上半身は裸はだかだった。

　鳥人達の中には、朱あか羽はの姿もあった。一ひと際きわ若く白い肌はだが、朝の空に映はえている。

　日ひ頃ごろなら、娘の露あらわな胸などを見れば顔を紅あかくして眼めを逸そらす心しん弥やだったが、今は単純に眼を奪うばわれた。

　見上げた朱羽の威い容ようには、性を越えた何か──芸術の裸ら婦ふ像ぞうにも通じる美があった。その感情色も清せい澄ちような白と青が主で、恐きよう怖ふのような負の感情は少しも見えない。

　他の鳥人達には、島民を殺されたことへの怒りが見てとれたが、しかし朱羽のみは、その美び貌ぼうに似合った冷さめた感情色をまとっている。

「降りてきたラ如何いかがでス？」

　地上から敬けい神しんが声を張った。複ふく眼がんの一つ一つに、五人の鳥人がいくつも映り込む。

　朱羽達は銛もりの攻撃で仕し留とめるつもりだったらしく、他に武器を持っていなかった。

「無む駄だじゃ……こいつには敵かなわん。逃げてくれ……頼む、頼む」

　童わらべのように泣きじゃくり、幻げん三ぞうは空を見上げた。

　心弥はそっとその傍そばに寄った。

「──幻三さん、あいつに何か、弱点とかはないんですか？」

　幻三は心弥に、はっとした顔を向けた。

「──あいつの仲間に、硫酸が効いたことはある。敬神にはどうかわからんが……なにより、強い酸なんぞここには……」

「幻三先生、そのおしゃべりハ身を滅ほろぼしますヨ」

　空に注意を向けつつ、敬神は片手間に幻三へ睨にらみを利かせた。

「なら、もうやめてくれ。ここはおとなしく退ひこう。彼らもお前の能力を見た後では、もうお前に手出しせんだろう」

「そういウ虫の良い認識ガ、神しん群ぐんに甘あまいということなんでス」

　敬神の言葉を裏付けるように、五人の有ゆう翼よく人じんが地上へと降り立った。

　それぞれに弾かれた銛を拾う動きの速さは、既すでに人のものではない。

「ネ？　私はさておキ、彼らがやる気でス」

「お前らは──波は谷たに様さまを討うちに来たんだな？」

　低く呟つぶやき、中年の鳥人が銛を構かまえる。

「その通り。素直に御案内いただければ、あんた達は助かるぞ」

　宇う津つ星ぼしの発言に、鳥人達の顔が厳きびしさを増した。交渉の決けつ裂れつは疑う余よ地ちもない。

「神しん群ぐんに仕える者の中にハ、物好きなことニ、命いのち懸がけでもあの『化ばけ物もの』を護ろうとするのがいるんですヨ。困ったものデ……」

　敬けい神しんが黒い腕を振った。五つの指先から、それぞれに細長い鉄てつ条じようが伸びる。鞭むちのように迫る鉄条を避よけ、鳥人の一人が宙ちゆうに舞った。

「あなた達ハ、やはリ素人しろうとダ」

　からかいの声で敬神がいった次の瞬間、指先の鉄条から幾いく筋すじもの新たな鉄条が生まれ、全すべての方向を囲むように伸びた。刹せつ那なの間を置いて、鳥人の一人の体が鉄の網に囚とらわれる。

　その隙すきをついて銛もりを構えた鳥人が低空に滑すべってくる。狙ねらいは敬神の複ふく眼がんに集中していた。

　敬神はためらうことなく、鳥人を囲む鉄の網の中に新たな鉄条を生んだ。短い悲鳴を残し、網は黒一色の鉄てつ塊かいと化して地に落ちた。その周囲から血が溢あふれ、石いし畳だたみと玉たま砂利じやりに染しみていく。

　仲間の死にもひるまず、鳥人のうちの二人は飛ぶ勢いのままに銛を左右の複眼に突き立て、擦すれ違って飛びぬけた。

　しかし刺さった銛は、敬神の目の中に融とけ、そこに傷一つと残さない。柄えの部分だけが、島民の血の染みた石畳にかたんと落ちた。

「────」

　心しん弥やは幻げん三ぞうに寄より添そい、何もできずに戦いを眺めていた。

　目の前で繰り広げられる化物同士の攻防は、心弥の眼めには速すぎて、ほとんど何が何やらわからなかった。気付けば五人いたはずの鳥人が四人に減って、敬神の足元に銛の柄が落ちている──そんな状況である。

「あんな得え物ものでは、勝負にもならん──」

　幻三は泣き濡ぬれた眼を浴衣ゆかたの袖そでで拭ぬぐった。

　しばらく攻防に眼を奪うばわれていた心弥だったが、ふと周りの状況に気付いて瞠どう目もくした。

　先程からの騒ぎに、いつしか島の住民達が、境けい内だいの周囲を囲みはじめていた。鉄の檻おりに貫かれた仲間の死体に驚き怒りつつ、しかし飛べないらしい彼らは遠巻きに眺めている。

　拡声器でもあれば、その囲みに逃げるよう叫びたかったが、心弥の緊張にひりついた喉のどは大声を出せる状態になかった。

　空気がどうにも鉄てつ臭くさい。それが余計に、喉の痛みをひどくした。

　眺めた鳥とり居いの向こうに、ふらふらと石段を昇ってくる老ろう婆ばの姿が見えた。

　敬神の異い形ぎようにも、また身内の死体にも頓とん着ちやくせず、手を合わせて歩いてくる。

　昨夜、心弥と弓ゆみが社やしろに来た時に、弓を拝んでいた痴ち呆ほうの老婆だった。

「大おお婆ばば様さま──」

　敬神と距離を保っていた朱あか羽はの顔に困こん惑わくが浮いた。その一言に、敬神は敏びん感かんに反応して視線の先を探る。

「なるほド、彼女は神群の神しん官かんですカ。これはいイ」

　敬けい神しんの足先が老ろう婆ばに向いた。

　朱あか羽はは即そく座ざに、老婆の傍そばへ文字通り飛ぶ。

　滑かつ空くうして老婆を抱え上げた朱羽を守り、残りの鳥人が敬神の射しや程ていを遮さえぎった。

　黒い怪かい人じんは空を抱えるように両腕を伸ばした。

　その指先から鉄てつ条じようが伸び、鳥人の脇わきをすり抜けて朱羽を狙ねらう。伸び続けながら鉄条は枝別れし、遮ろうとした鳥人をも切り裂いた。

　削そげた肉が宙ちゆうを舞まい、幻げん三ぞうの正面にもびちりと落ちる。

「ケ──シぃ───ッ！」

　幻三が絶ぜつ叫きようする中、鉄条が中空の朱羽へと届く。

　朱羽の表情に、覚かく悟ごが浮いたその瞬間──

　鼓こ膜まくの無事を疑いたくなる轟ごう音おんが響き、白い閃せん光こうが境けい内だいを包んだ。

　光と音の衝しよう撃げきに心しん弥やは尻しり餅もちをつく。




　──落雷──




　そのことに気付いたのは、光がおさまってから十秒ほども経てからだった。まだ轟音の余よ韻いんが耳に残り、周囲の音は聞こえない。

　明けきらない青せい天てんの空には──雲一つなかった。

　目の前に敬神がうつぶせに倒れていた。黒光りして湯ゆ気げの上がるその姿は、茹ゆで殺された巨大なゴキブリを連想させる。

　腕から伸びた鉄条は砕くだけて粉末状になり、粉が形作る線がずっと先まで続いていた。

　静せい寂じやくの中。

　空に朱羽が浮いていた。脇わきには老婆が抱えられている。何が起きたのか、彼女も理解してはいないらしく、その顔色には困こん惑わくが見えた。

「幻三さん、今のは──？」

　心弥も呆ぼう然ぜんとして、傍かたわらの物知りな老ろう爺やに視線を向けた。

「娘か……それとも、あの老婆の仕し業わざか──」

「え？」

「いや、なんでもない。しかし──これで、我々はまた人ひと質じちに逆戻りじゃな」

　呟つぶやいた幻三には、暖かい安あん堵どの色が強かった。

　宇う津つ星ぼしがよろよろと、黒い巨体に歩み寄る。

「──け、敬神、さん……？　噓うそだろう？」

　がくりと膝ひざを折り、まだ落雷の熱をもった体に手をかざす。熱のために触れることはできなかった。

　老ろう婆ばを抱えた朱あか羽はが、透とう明めいな翅はねをきらめかせて大地に降こう臨りんした。

　神しん聖せいなものを拝むようにして、島民達が遠巻きに二人を囲む。

　抱えられた老婆は、ぴくりとも動かない。

　朱羽の唇くちびるがゆったりと、神しん託たくを紡つむぐように動いた。

「──大おお婆ばば様さまが、亡なくなられました」

　朱羽の細い腕の中で、黒くろ眼めがちの老婆は息を引き取っていた。

　島民達の間に、ざわめきが波となって広がっていった。







　突然に響いた雷かみなりの落ちるような轟ごう音おんに、弓ゆみは驚いて肩を震わせた。

「い、今の音、なんですか？」

「──さて。わしにもわからんが……」

　祖父の勘かん之の介すけも眉まゆをひそめて応じた。

　社やしろの別べつ棟むね、最奥の和室。

　畳たたみ敷じきの間に、祖父と孫娘の二人は向かい合って座していた。

　先程から外が騒がしかったが、境けい内だいから離れたその部屋では、せいぜい島民が集まって、何か騒いでいるらしいという程度の認識しかない。

「まぁ、じきに報告が来るじゃろう。それより弓。わしの話は理解できたかね？」

　勘之介は再度の確認を求めた。弓は困り果てた挙あげ句くに、しかしはっきりと首を横に振る。

「あの──私、宗教とか苦にが手てで……新興宗教とかは特にあれなんで、せっかくなんですけれど……」

　歯切れの悪い弓の言葉に、勘之介は溜ため息いきを吐いた。

「だから、宗教というわけではない。しかも新興どころか、波は谷たに様さまはもう千年以上もの昔からこの島の守り神じゃ。昨日のことを憶おぼえておらんのか？」

　弓はごくりと喉のどを鳴らした。

　深く暗い洞どう窟くつの奥──そこで、確かに自分は『何か』に触れた。その後、得え体たいの知れない液体の中に落ちた記憶はあったが、次に気付いた時には、真新しい浴衣ゆかたに着替えさせられて布団の中にいた。

　洞窟の中を歩いた記憶は、妙に現実感が希き薄はくで、今ではただの悪あく夢むだったようにも思える。

　勘之介はひたと弓を見み据すえた。

「もう一度──今度は、望んで波谷様を受け入れて欲しい。お前が望んでくれぬことには、お優やさしい波谷様は、お前を巫女みことして認めぬのだ」

「あの──私、本当にそういうの苦手なんです。別に巫女とかなりたくないですし──それより、心しん弥やちゃんは……」

　勘かん之の介すけはその先を手で制した。

「どうしても、波は谷たに様さまにお仕えする気にはなれぬか？」

「ごめんなさい。それに私、夏休みが明けたら向こうに帰らないといけませんし」

　弓ゆみは眉まゆを伏せて、ぺこりと頭を下げた。

　正直なところ、祖父がこういう人間だったことに、弓は強い失望を感じていた。

　勘之介は、弓に『この島の神の巫女みこになって欲しい』と、さきほどからしつこいほどに説といてくる。

　しかしなんといわれようと、弓にそのつもりはない。宗教の類たぐいにはまったく興味もなかったし、そんな事に時間を縛しばられるのも嫌いやだった。

　少なくとも弓自身は、これまで『宗教』の類とは無む縁えんに生きてきた。正月もクリスマスもお盆ぼんも、彼女にとっては日常生活の中のイベントにすぎない。

（こんなとこ、来るんじゃなかった──）

　後こう悔かいは時が経たつほどに大きくなっていった。はやく水みな門と市に帰って、そしてもう、この奇妙な島には来たくないとも思った。

「……仕方ない」

　勘之介は低い声で呟つぶやいた。

　諦あきらめてもらえたことに、弓がほっとしかけたのも束つかの間ま、

「ならば、お前の連れを殺すまでじゃが──」

「────え？」

　唐とう突とつに険けんを増した祖父の言葉に、弓は自分の耳を疑って、間抜けにも微笑を返した。

　言葉の意味に理解が及ぶや、その微笑は硬こう直ちよくする。

　祖父の顔付きは、凄すご味みを増して一変していた。

「いま……なんて？」

「お前が巫女にならぬというのなら、連れの者もここで殺す。なんなら指の一、二本を切り取ってきても良い。お前は知らんだろうが、人ひと質じちはもう一人おる。お前が島の民話を話した、翁おきな堂どうという店の主人も、この島に来ておるわ」

「え──？　げ、幻げん三ぞうさんですか？」

　勘之介は、弓から眼まな差ざしを逸そらさぬままに頷うなずいた。

「あぁ。旅行のつもりだったようだが、波谷様のことに気付きおった。お前がここに来る前に、ここのことを話されるわけにはいかんかったから、閉じ込めてある。巫女にならぬというのなら、その老ろう爺やも──あまり、良い目は見ぬことになろうな」

　低く呟き、咳せき払ばらい。

　弓の背筋を冷や汗がつたった。今までに見たことのない眼めをした人間が、目の前にいる──怖こわいと思うのと同時に、それが自分と血のつながった祖父であることを信じたくなかった。

「我々には──いや、波は谷たに様さまには、どうしてもお前が必要だ。

　波谷様をお慰なぐさめできる巫女みこは、指名を受けた一人しかおらん。朱あか羽は殿は十一の時から十四年間、巫女としての仕事を務めあげた。最後に得た波谷様の託たく宣せんで、次の巫女には弓ゆみ、お前が指名されておる」

「指名って、そんな勝かつ手てに！　あなた達が勝手に言ってるんでしょ⁉」

　弓は激げきして声を荒げた。

「それは違う。波谷様は、次の巫女を映像でお見せになった。これまでは島の者ばかりだったからすぐにわかったが、次の巫女として朱羽殿が見せられたのは──都会に住む、わしらが顔も知らなかったお前だった。これはもう、決まったことなのだよ」

　夢に似た現実の中で、朱羽に同じようなことを言われた記憶が蘇よみがえった。その時は夢うつつに聞いていたが、今の祖父の妄もう想そうじみた勝手な言いい種ぐさには、弓は怒りを通り越して呆あきれかえった。

「そんな、無む茶ちや苦く茶ちやな……」

「無茶は承しよう知ちだ。だからおまえの連れを、わしらが捕まえておる」

　硬こう直ちよくした弓の面おも立だちから血ちの気けがひいた。

　祖父の目は、狂信的な強さに満ちあふれた『本気』の目だった。

「おまえが巫女になるのなら、彼と幻げん三ぞう殿は無事に帰しても良い。だが、あくまで拒こばむなら──」

　息が詰まる。祖父の顔をまともに見れなかった。

「──わしらも追いつめられておるのだ。波谷様の託宣が得られぬとなれば死活問題になる。この島の温泉も、畑の豊作も海の豊ほう漁りようも、そして台風の回かい避ひも、全すべてが波谷様の御力の賜たま物ものじゃ。巫女の空位が長く続けば、いずれ波谷様の御ご加か護ごは弱まる。どうしても、どうしても、必要なのじゃよ」

「そんな──そんなの……それに、向こうにお母さんだっているし……」

　喉のどがひりつき、弓の声は掠かすれた。

「聞いておる。再婚するそうじゃないか？　相手に連れ子もいるんだろう──お前がこちらに来るには、ちょうど良い機会とも思うが」

「…………」

　弓は沈ちん黙もくした。

　仕事に忙いそがしい母との仲は、父が亡なくなってから疎そ遠えんになるばかりだった。朝は弓が早く母が遅おそく、夜は弓が早く母が遅い。そんな擦すれ違いばかりで、お互いの実生活は一人暮らしに等しい。その母親に再婚の話があるのは本当のことだった。

　自分が母にとっては邪じや魔まなことに、弓は薄うす々うす勘かんづいていた。外そと面づらのいい母は決してそんな素振りを見せないが、もし今、弓が徒と帰き島に住みたいといったら、まず本気では引きとめない。

　正座の膝ひざの上で強く握られた弓の手を、老人の固い掌てのひらが撫なでた。

「昨夜入ったあの場所で、お前が波は谷たに様さまに会いたいと望めば、波谷様はお前を受け入れてくださるはずじゃ。お前が望まねば、波谷様はお前と会うこともできぬ。

　わしらも人ひと質じちなどはとりたくなかったが、そうでもせんと、お前は『波谷様に会いたい』とは思えぬじゃろうからな……波谷様にお前が会えれば、あの少年の安全は保証するぞ？」

　内容とは不ふ釣つり合あいに、勘かん之の介すけの口調は幼おさな子ごをあやすようだった。

「なに、不安なことはない。はじめは未知ゆえに怖こわかろうが、波谷様に触れればきっと、お前の気も変わる。

　朱あか羽は様も当初は巫女みこになることを怖がっておったが、一度、波谷様の優やさしい御心に触れてからは、誰だれよりも忠実になった。波谷様とはそういう御方じゃ」

　勘之介の口調は、聞き手としての弓ゆみの存在を忘れたように空くう虚きよだった。

「波谷様は、千年の昔よりこの島にまします本物の『神』様じゃ。お前も会えばわかる──いや、わしもお目にかかったことはない。巫女みこ以外は会えぬのでな。話に聞くと、緑色の光をまとった、それはそれは神こう々ごうしい方じゃそうな──」

　空うつろな眼め。口くち許もとは、ひきつるようにほころんでいた。

　弓は脅おびえて膝ひざから両手をひき、胸の前で握った。自分の体が震えているのがよくわかった。

　この島がなんとなく『おかしい』ことには薄うす々うす気付いていた。これまで気にしないようにしてきたが、その《現実》が、今にして重くのしかかってくる。

　うつむく弓の顔を覗のぞき込み、勘之介は一方通行の言葉を続けた。潮の匂においに似た老人の口こう臭しゆうが鼻をつく。

「弓、これは、お前にとっても悪い話ではない。今は嫌いやかもしれんが、将来はきっと『これで良かった』と思えるはずじゃ。

　お前が望むなら、連れの男をここに住まわせることもできる。巫女になればそんなことは雑ぞう作さもない。

　波谷様は、巫女が望みさえすれば、連れている者の記憶を消したり、また嗜し好こうを変えさせたりもできる。本物の《神》様じゃからな。お前は、その神様に選ばれたのじゃ」

　うつむいたままの弓の目元から、ぽたりぽたりと滴しずくが落ちた。祖父の『頭のおかしさ』を責せめるつもりはない。何をいっても、無む駄だだと悟さとった。

「お前にも、何もずっと巫女を務めろというわけではないぞ。期間は人それぞれじゃが、朱羽殿を見てもわかる通り、いずれは交替の時期がくる。それまでのことじゃよ」

　勘之介の声は不ふ似に合あいに明るく、弓につとめて事態を軽く思わせようとしている様子がうかがえた。

　それで誑たぶらかされるほどに弓は子供でもなかったが、どのみち選択の余よ地ちがないことだけは、充分に理解できた。

　いつか、父の話していた御お伽とぎ噺ばなしを思い出した。

　──海かい賊ぞく達を支配した巫女みこの名前は、『波は谷たに』というのだった。

　不安に混乱する頭で、弓ゆみはそれでも必死に考えた。

　周りは海──逃げるのは容よう易いでない。二日に一便のフェリーには、島民の見張りがつくに決まっている。

　どうにかして警察に連絡をしたとしても、相手にしてもらえない可能性が高い。祖父の話では島の全体がその怪あやしい宗教の支配下らしく、たとえ隙すきを見て電話を使っても、駐在所の警官に『精神病の患かん者じやがいる』とでも報告されれば終わりである。

「弓」

　勘かん之の介すけが口調を改めた。

「昨日、波谷様にお会いして──おまえは体に変化をきたしておる」

　弓は無言のまま、恐る恐る顔をあげた。勘之介の腕は、自らの帯おびを緩ゆるめていた。

「我々も同じよ。生まれつき背中に、二本の痣あざをもっておる」

　体が震えた。続きを聞きたくはなかったが、勘之介の薄い唇くちびるは無情に言葉を紡つむぐ。

「中にはお前の父のように、ただ痣のままで《覚かく醒せい》せぬ者もいる。そういうのは素質がないんじゃろう。だが、波谷様の御ご加か護ごを得て覚醒すれば──人間以上の力を授かることが出来る」

　背を向けて、勘之介は肉の薄い諸もろ肌はだを脱いだ。弓は眼めを背そむけようとして、しかし視線を逸そらしきれずに見てしまう。

　祖父の背中に生えた、三対つい六枚まいの翅はね──

　朱あか羽はの翅と同じだった。

　昆虫を思わせる半はん透とう明めいの翅は、室内の闇やみに光こう沢たくを放っていた。背中と翅をつなぐ部分は、ちょうど爪つめと肉の間のように薄皮で覆おおわれている。それらは明らかに、背から直接に生えた『翅』だった。

「──な、なに、それ……」

　どうにか絞しぼり出した声は、か細く震えた。

　昨夜は夢か見間違いだと思っていた光景が、現実だったことに改めて気付く。勘之介の呼吸に合わせるように、翅先は微かすかに揺れていた。

　着物を直し、勘之介はぽつり──

「お前の背にも、もう生えておる」

　弓は耳を疑った。

「──え……？」

「神経が通いきるまでに数時間かかるが、そろそろ感覚も生まれてくる頃ころ合あいじゃ。わからんか？」

　弓は意識して、背筋の感覚を確かめた。浴衣ゆかたの衣きぬ擦ずれ──それだけでない感触が、微かにあるような気がした。

「──良いか。つまりお前も、わしらと同じく人間以上の存在になった。そんなお前が──この島からでて、この世に生きて行けると思うかね？　病院にも行けぬ。薄着も出来ぬ。それよりなにより……普通の者は、この羽を見れば避さけるじゃろう。お前が今、わしに抱いている恐きよう怖ふと同じ物を感じるはずじゃ」

　弓ゆみは眼めを見開いたままうつむき、ただ震えた。

「酷こくなことを言っているとは思うが──お前の連れも、お前が人ならぬ者に変わると知ったら、どうなるかね。表面上は今まで通りに接しようとするじゃろうが、心の奥底では──」

「──もういいです。わかりました……」

　弓は掠かすれる声で呟つぶやいた。背中に、もぞもぞと奇妙な感触を覚えた。

　──そこには、昨日まではなかった何かが生えている。

「──本当に、心しん弥やちゃんは捕まっているんですか……？」

「確かめたければ、会わせてやろう」

「……私が言う事をきけば、助けてくれるんですね」

「むろんじゃ。わしらは巫女みこに仕えているも同然じゃ。お前が波は谷たに様さまを受け入れさえすれば、その後はお前の言葉が託たく宣せんとなる。わしらはそれに従おう」

　弓はその表現に違和感を感じた。弓が一度、その『波谷様』と会いさえすれば、弓は望んで島に残るようになる──勘かん之の介すけにはそんな確信があるようだった。

　朱あか羽はの冷たく無表情な顔を思い出した。

　巫女になることは、大事な何かを失うことのような気がした。それが何かはわからない。

　ここにいない幼なじみの顔が、無む性しように懐なつかしく思い出された。

　幼稚園からの腐くされ縁えんだった。

　昔は弓が動き回ると、心弥がその後にちょこちょことついていくのがパターンだったが、今は完全に立場が逆になっている。

　特に衝しよう突とつすることもない。喧けん嘩かをした記憶もほとんどない。

　そのかわり──心弥の本ほん音ねらしい言葉を聴いた記憶も、またなかった。いつも幼なじみは、勘かんも鋭く弓のことを見抜いて、それに合わせてくれる節ふしさえある。

　それとは裏うら腹はらに──弓には、心弥のことがわからない。

　ふと、自分は心弥にとって、『ただいるだけ』の存在のような気がした。

　自分が心弥を慕したうほどに、心弥が自分を好いていてくれているとは思えない。もしそうだとしたら──こんな異常な事態には、絶対に巻き込みたくなかった。元もと々もと自分一人の問題に、無関係な心弥を付き合わせたことになる。

「弓、大丈夫じゃよ。波谷様にお仕えすれば、万事うまくいく。これまでもそうじゃったし、これからも──」

　廊ろう下かに急ぎの足音が響いた。

「村長さん！」

　駆け込んできたのは、中年の恰かつ幅ぷくのいい女だった。割かつ烹ぽう着ぎにほおかぶりは、いかにも漁りよう師しのおかみさんといった風ふ情ぜいである。

「あ、お孫さんも……」

「安心していい、もうあらかたの事情は話してある。なんだね」

　女は駆け寄って、村長の耳に小声で囁ささやいた。

「──婆ばば様さまが──で──」

　弓ゆみの位置からでは、何をいったのかは聞き取れなかった。

　勘かん之の介すけは何度も肯うなずいた。

　女が立ち去ると、勘之介は弓に、肉親のものらしい優やさしい笑みを向けた。

「やはり、波は谷たに様さまの力は偉大じゃった」

　その奇妙な〝神〟の名に、弓は改めて背筋を寒くした。
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　早朝の落雷の後──

　しばらくの間を置いて、敬けい神しんの腕から分かれていた鉄の棘とげは、パラパラと乾いた砂のように崩くずれていった。

　棘に貫かれ、ところどころ引き千ち切ぎれていた十四の死体も、支えを失って地に落ちる。

　生ぬるい風にのって、むせかえる血の匂においが心しん弥やを包んだ。剝むき出しになった青黒い内臓や腸から視線を逸そらすと、目玉の潰つぶれた島民の顔と視線が合った。吐はき気けをこらえて、眼めを瞑つぶる。次第に明るさを増す朝の空がうらめしかった。

　再び眼をあけて、死体を避け、その向こうの島民達の包囲を眺める。

　遠巻きに囲む彼らの視線は、いずれも険けわしかった。

　老ろう婆ばと仲間の死は、彼らにとっても相当な衝しよう撃げきらしく、その感情色は濃く緋あかく怒りに染まっている。

　心弥は目の端で、うつぶせに倒れた敬神を観察した。

　──その複ふく眼がんに、ぼうっと暗い光が宿り始めていた。

　落雷のショックで意識を失っているのは確かだった。だが、暗い感情色が消えていないところを見ると──まだ、息がある。

　全身が鉄に似たもので覆おおわれているだけに、電力の多くが、地面を通じて下に流れたのかもしれなかった。大おお火傷やけどぐらいは負っていそうだが、少なくとも『人間』には見えないだけに、それぐらいでは死なないとしても納なつ得とくできる──あるいは、火傷すらないかもしれない。

　島民達の集団から、朱あか羽はが一歩、前に出た。胸の前が微かすかにはだけた衣い裳しようとあいまって、疲つかれの見えるその顔には夢に見そうな色香が漂っていた。心弥はつい、絵描きの目で彼女を眺める。

　傍かたわらにはシャーペンを差したスケッチブックもあったが、事態が事態だけに、さすがに広げる気にはなれなかった。

　朱羽の背後には、島民達に囲まれた老婆の死体があった。

　ばらばらに近い他の死体とは異なり、老婆に外傷はないようで、一見しての死因は心しん筋きん梗こう塞そくか何かのように思える。

「そこの『化ばけ物もの』は、あなた達のお仲間ですか」

　朱羽は鋭く幻げん三ぞうと夢ゆめ路じに問い掛けた。

　感情色には冷れい徹てつの白が強い。

　敬神の傍そばに寄より添そう宇う津つ星ぼしは、何も言わなかった。相あい棒ぼうがまだ生きていることに気付いたらしく、その感情色からは悲ひ愴そうの白が消え、策さくを考えるためか、理性の青が目立ちつつある。

　夢ゆめ路じは眼めを細め、親指で敬けい神しんを示した。

「知り合いではあるんだがな。仲間でもない。出来が悪すぎて、遂ついに犯罪者になっちまった生徒ってところか」

「──あなたが育てたと？」

「見み様ようによってはね。もっとも──こいつはそうは思っていないだろう」

　囲まれていることを忘れさせるほどに、夢路の態度には堂々たる威い厳げんがあった。

「──あなたも、波は谷たに様さまに害をなすおつもりですか」

「冗じよう談だんじゃない。そんなおっかないもんに付き合ってられるか。俺おれとこいつは、そこの幻げん三ぞうを探しに来ただけだよ」

　詩し乃のを顎あごで示し、幻三と軽く視線を合わせる。詩乃は軽く頷うなずいたが、幻三はそのままうなだれ、特に反応もしなかった。

「そうですか──手て狭ぜまでしょうが、まずはしばらく、牢ろうに戻っていただきます。お話は後ほど、ゆっくりと」

　朱あか羽はは不ふ審しんも露あらわな顔のままにそういった。

「あんまり、ゆっくりもできんぞ。この敬神の仲間がいま、島に向かっている。はやく逃げるか隠かくれるかした方がいい」

　島民達がざわめいた。

「夢路さん！」

　宇う津つ星ぼしが声を荒げた。苦にが々にがしく顔を歪ゆがめ、作さ務む衣えの男に詰め寄る。

「こいつらは逃がした方がいい。お前らだってその方がやりやすいんだろ？」

「何かあって本体に逃げられちゃ、元も子もないんですよ。それに──あの雷らい撃げき。こいつらは危険です。ここで叩たたかないと！」

「危険っつってもお前らほどじゃないさ。かわいいもんだぜ？」

「──ふん。あなたは理想家に過ぎるんです。あなたがそうやって神しん群ぐんを甘あまやかして、毒どく草そうの芽めを摘つまなかったせいで、未いまだにあのグランレイスなんぞの影響を受ける奴やつだって出てくる。結局、始し末まつするのは我々です」

「善悪もわからねぇガキが、偉えらそうに何いってんだ。お前らがやってんのはただの人殺しだろうが。ここのことを山やま之の内うちが聞いたら、一いつ喝かつもんだぜ」

「現場には、現場の判断が必要なんですよ！」

「先に手ぇ出しといて何が『現場の判断』だ──ったく」

　宇津星と夢路の言い合いを余所よそに、『増ぞう援えん』と聴いた島民達の間には動どう揺ようが広がっていった。

　彼らの前に、朱羽がゆったりと両手を広げる。

「お静まりください。波は谷たに様さまの奇跡は直じかに御ご覧らんになったでしょう。我々には、波谷様がついていてくださります」

　朱あか羽はの静かな諭さとしで、島民達はまた波をひくように静まり返った。団結や統とう率そつではなく、そこには狂きよう信しんの色が濃い。

　夢ゆめ路じは大きく、辺あたりに響くほどの舌打ちをかました。

「馬ば鹿かが。お前らが信仰してんのは神なんかじゃない。ただのよくわからん化ばけ物ものだ」

　朱羽の眸ひとみが、危険な気配を湛たたえて据すわった。

「──波は谷たに様への侮ぶ辱じよくは、許しませんよ」

「嬢じようちゃんが一番偉えらい巫女みこか──朱羽とかいったな。お前は、本当は知っているんだろう？　『ハタニアス』の本体をさ。神なんかじゃないって、巫女のあんたは一番よくわかっているんじゃないか？」

　朱羽の顔が歪ゆがんだ。心しん裏りを突かれたためか、それとも無礼な言葉のためかは知れない。しかし心しん弥やはその顔色に、彼女が日ひ頃ごろ見せようとしない『本ほん音ね』を見たような気がした。

「──あなたは、何者ですか」

「俺おれか？　お前らが波谷様とか呼んでる奴やつの『同類』だ──つっても、誰だれも信じやしないだろうけどな」

　くっくっと、夢路は自じ嘲ちよう気味に笑った。

　心弥は大人おとな達のやりとりを注意深く聞きながら、島民達の中に弓ゆみの姿がないか、無意識に視線を巡らせていた。いるわけがないとは思いつつ、眼めはどうしても探してしまう。

　──ふと、周囲の光景に違和感を感じた。

　絵描きの観察眼をもって、心弥は吐はき気けをこらえ、島民達との間に横たわる死体を再び眺めた。

　その『量』が、減っているように見える。

　数は同じで、その場所も動いていない。ただ、内部の血が流れ出す量以上に、その『質量』そのものが減っていた。

　よくよく見れば、随ずい所しよに千ち切ぎれとんでいたはずの肉片もほとんどが消えている。

　心弥は眼を凝こらした。

　見つめる目の前で、島民の死体は石いし畳だたみの地面へ徐じよ々じよに染みていった。接地する部分から融とけるように、死体は少しずつ──ほんのわずかながら、境けい内だいに吸い込まれていき、裂けた衣服だけがそこに残ろうとしている。

　気付いた心弥が、幻げん三ぞうか夢路の名を呼ぼうとしたとき──

　すぐ脇わきの本殿前に陣じん取どった島民達から、どよめきがあがった。

　顔を向けた心弥は、そこに先刻から探し続けていた幼なじみの姿を見た。

　巫女みこ 装しよう束ぞくをまとった、端たん正せいな顔立ちの娘──

　見間違いかと思うほどに、その立ち姿は大人びていた。

　境内にいた島民達が、指示もされないうちから膝ひざをつき、本殿の前に立つ新しい巫女を見上げた。

　朱あか羽はが眼めを細め、少女の元へと歩み寄る。

　距離をおいて、心しん弥やと少女の視線が交錯した。

　く──と心弥は息を詰める。

　少女は──寂さびしげな白の感情色をまとい、諦てい観かんの眼まな差ざしで心弥を見つめていた。

　その距離が、心弥には理り不ふ尽じんに遠く感じられた。

「露つゆ草くさ──」

　駆け寄る心弥を阻はばもうと、島民達がその進路を塞ふさいだ。心弥はつい、そこで立ちすくむ。

「──それ──死体──？」

　呆ぼう然ぜんと発せられた弓ゆみの声は、震えていつになくか細かった。

　少しずつ地面に染しみていたいくつかの死体達が、ずぶりと急に深く沈んだ。驚いたのは心弥ばかりでない。近くにいた島民達も、異変に気付いてあとずさる。

　敬けい神しんの針によって貫かれた死体は、見る見るうちに石いし畳だたみの中へ吸い込まれていく。

　後に血の一滴も残さずに、すべての死体が消え去った。

　誰だれも何もいえず、ただ立ち尽くす。

　心弥から少し離れた後方で、夢ゆめ路じが一人、薄く笑った。その額に冷や汗が浮く。

　次の異変は、ほんの数秒ほどで起きた。

　石畳と玉たま砂利じやりの地面から染み出すように、いくつもの滑なめらかな曲線が頭を出した。それまで水の中にでも沈んでいたように、薄い緑りよく白はく色しよくの物体が浮かび上がってくる。

　とぷん、と擬ぎ音おんが聞こえそうな様子で姿をあらわしたのは、十四個の巨大な卵だった。

　ちょうど大人おとなが一人──丸まって入っていそうな──

　心しん弥やの予感は、的中した。

　ぴきぴきと卵の殻からが破れると、中からは粘ねん液えきに顔をしかめながら、死んだはずの島民達が外へ出てきた。

　いずれの顔にも、自分が何ど処こにいるのかも測りかねるような戸と惑まどいが見える。

　素すっ裸ぱだかのその背には──三対つい六枚まいの、透すき通った翅はねが生えていた。
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　包囲の島民達の中から歓かん声せいが湧わいた。

　心弥は強く眼めを擦こすった。少なくとも、眼に映る光景が現実だとは確信できない。

　卵から出てきた人間達は、駆け寄った島民達に抱かれるようにして復活を喜び合った。

「奇跡じゃあ！　波は谷たに様さまの奇跡じゃあ！」

「いや、大おお婆ばば様さまのおかげじゃて！」

「待て待て、これこそ、新しい巫女みこ様さまの加か護ごと違うかね？」

　音の外はずれた声を張り上げる老人がいた。

　酔よったような赤目でわめく漁りよう師しがいた。

　割かつ烹ぽう着ぎ姿の中年女が、民宿の主人が、朱あか羽はに従う巫女達が、それぞれに狂きよう乱らんの態ていだった。

　人を吐き出し終えた卵の殻は、また地中へ染しみるように消えていく。

　やかましく騒ぐ島民達を間に挟はさみ、心弥と弓ゆみは、双方黙って視線を交わしていた。

　ひどく隔かく絶ぜつした溝みぞが、そこにあった。







　夢ゆめ路じと詩し乃のの二人は、冷さめた眼で事の成り行きを眺めていた。

　事態の中心近くにいながら、超ちよう然ぜんと立つその様さまには傍ぼう観かん者しやじみた余よ裕ゆうがうかがえる。

「──夢路様。復活の者全員、かなり高い次元で覚かく醒せいしております」

　詩乃はまぶたを伏せ、眠るような表情だった。蠟ろう人にん形ぎようのように整った容よう姿しは、周りの喧けん騒そうとは無む縁えんに浮いて見える。

「あぁ。ハタニアスの奴やつ──敬けい神しんに対抗する気らしいな。兵隊をつくりやがった。だから、手ぇださなきゃ良かったんだよ」

　夢路は、皮ひ肉にくのこもったきつい眼まな差ざしで宇う津つ星ぼしを見み据すえた。背広の男は、ほとんど一般人と変わらない顔で、呆ぼう然ぜんと復活した死人たちを見ている。籤くじ方かたと幻げん三ぞうも同様だった。

「──役立たずばかりの手て勢ぜいに比べて、相手は死んでも生き返るような連中ときた──詩乃、幻三を拾って、隙すきを見て逃げるぞ。面めん倒どうみきれん」

　詩乃の耳元へ、夢路は小声に囁ささやく。

「あの少年と、巫女みこの方はいかがいたします？」

「あいつらは──手て後おくれだ。あっち側に立つだろう。少なくとも、俺おれ達の味方はしてくれない」

「──そうでしょうか？」

　夢ゆめ路じはいぶかしげに、傍かたわらの首輪の娘を見た。

「あの娘こはもう、ここの巫女になったんだろう？　あの格かつ好こうだ」

　詩し乃のは優ゆう雅がに首を左右へ振った。

「いま覚かく醒せいした者達は、あの朱あか羽はという娘と全く同じように視みえております。ですが、あの新しい巫女殿は──覚醒こそしておりますが、まだ少しも、ハタニアスに取り込まれてはおりません。おそらく精神面で拒否したのでしょう。巫女装しよう束ぞくは、ただの飾りです」

「難問が増えたか──どうしたもんかね、まったく」

　夢路は五指を自らの髪に突っ込み、苦にがい顔をした。







　朱羽と勘かん之の介すけに先導されるようにして、弓ゆみは静しず々しずと本殿から降りてきた。島民達の人込みが左右に分かれ、膝ひざをつく。

　弓は戸と惑まどうでもなく、心しん弥やと数歩の距離まで歩み寄り、そこで立ち止まった。

「露つゆ草くさ──無事で良かった」

　弓は小さく頷うなずいた。どこかよそよそしい印象が強い。

「なにもされなかったか？」

　無言で頷く。

　心弥は、きっ、と勘之介と朱羽に向き直った。

「露草は、連れて帰……」

　言葉の途中で、弓が心弥の浴衣ゆかたの袖そでをひいた。

「私は、この島に残ることにしたから──心弥ちゃんは帰れるよ」

　小首を傾かしげ、力の無い微笑を浮かべた。

　心弥は絶ぜつ句くする。

「そういうわけじゃ。君はおとなしくしていなさい。今日明日というわけにはいかないが、一週間ほどで帰れる」

　にやけた勘之介は、馴なれ馴なれしく心弥の肩に手を置いた。心弥は肩を振ってその手を振り払う。

「──例の『巫女』がどうとかってやつですか……どうかしてますよ。露草、こんな変な宗教に付き合う義理なんかない。いくら血のつながりがあるからって──」

　そこまでいいかけて、心弥は口をつぐんだ。うつむいた弓の目元から、涙が滴したたっていた。

　当とう惑わくしつつ、心しん弥やはすぐに察した。弓ゆみの感情色は、諦あきらめと哀かなしみのために白すぎるほど白かった。彼女が滅めつ多たに見せない色ではある。

「……露つゆ草くさが残って、僕が帰れるってことは──こいつらに『巫女みこ』になるなら僕を無事に帰すって、いわれたんだろ？」

「……そんなんじゃない。とにかく私は、島に残るから──」

　弓は心弥と視線を合わせぬままに、肩を震わせた。

「露草、こいつらが、素直に僕や幻げん三ぞうさんを帰すわけがないんだ。本州で僕が騒いだら、宗教関係にうるさい御ご時じ世せいだし、すぐに悪事がばれる。送るふりして、どうせ海の上あたりで殺す気だ」

　心弥は勘かん之の介すけに、呪のろうような厳きびしい眼まな差ざしを向けた。勘之介は迷めい惑わくそうに肩をすくめ、首を横に振る。

　弓の顔にも疑ぎ念ねんが浮いた。

　勘之介は再度、首を左右に大きく振った。

「そんなことはせん。わしらは、弱い者を殺したりは決してせぬ。それが巫女様の機嫌を損そこねることならば尚なお更さらだ。第一、その必要もない。君は本州に帰って、今まで通りの生活をすれば良い。波は谷たに様さまなら、それを可能にしてくださる」

　怪あやしげな神の名に、心弥は顔をしかめた。

「またハタニさま、か──露草も連れて帰ります。こんな所でこんな宗教に付き合っていられません。素直に帰してくれるなら、帰った後も騒がないでおきますから……」

「それは虫がよすぎる」

　勘之介は薄く笑った。

　朱あか羽はは無表情な視線を二人に注ぎ、

「弓さん。先程お話した通りです。あなたが波谷様に会えば、あなたの望み通りにうまくいきます。よろしいですね」

　そういって肩に触れた。

「信じるなよ。こいつら、本当におかしい。さっきの死人が生き返るところを見ただろ。あの翅はねだって──化ばけ物ものだ」

　心弥は吐き捨てるように呟つぶやいた。




　化物──




　その言葉を聴いた瞬間に、弓の体が一ひと際きわ儚はかなく、ぴくりと震えた。

「──ごめん、心弥ちゃん……選択の余よ地ち、ないみたい」

　涙なみだ眼めのまま、弓は心弥に微笑を向けた。

　心しん弥やはぎくりとした。弓ゆみの感情色の哀あい惜せきが、これまでに見たこともないほどに深まっていく。

「どうしたんだよ？　らしくもない」

　言うべき言葉を探しながら、心弥は混乱する自分を自覚した。ここまで落ち込んでいる弓を見るのは──彼女の父親が亡なくなった時以来のような気がした。

　その当時は、確かに何かを言って、弓を慰なぐさめた記憶があった。しかし、何を言ったかまでは思い出せない。

　今──深みに沈んだ弓の『色』をなだめる言葉は、見つからなかった。

　心弥の混乱を余所よそに、弓はかすれる声で言葉を紡つむぐ。

「心弥ちゃんは──しっかりしてるから、私がいなくても大丈夫でしょ？　私も──私も、大丈夫だから」

　見えるのは白一色──何をいえばその感情を正の方向に動かせるのか、それが心弥にはわからない。

　わからないまま、間まを恐れて口を開く。

「そういうことじゃなくて！　まさか本気で、こんな島に残りたいわけじゃないだろ？」

　怯おびえる子供の眼めで、弓は心弥を見上げた。

「──心弥ちゃんにとって──私って、なに？」

　悲しみの、白。

　唐とう突とつな問いに、心弥は回答に詰まる。

「なにって、急に──」

「答えて」

「──彼女、とか……」

　弓は視線を落した。

「──噓うそ。そんなこと思ってない。私、心弥ちゃんのことわかんないよ。心弥ちゃんは──ただ私が近くに寄るから、一いつ緒しよにいるだけ」

「おいおい……こんな時に被ひ害がい妄もう想そうみたいなことはやめてくれ」

　つい溜ため息いきをもらした。

　心弥は弓の色をうかがった。哀かなしく沈んだ白色は、簡単には持ち直しそうな気配はない。

　その色のまま、弓は顔だけで弱々しく微笑した。

「それに──それに、私もう、どうせ心弥ちゃんの近くにはいられないから」

　心弥の眼には一瞬だけ、弓が朱あか羽はのように見えた。

「露つゆ草くさ！　どうしたんだよ、何があったんだ？」

　心弥は華きや奢しやな両肩を摑つかんで揺すった。少女はうつむき応こたえない。

　その腕に、朱羽の冷たい手が触れた。

「心弥さん。弓さんは、こちらを選んだのです。その決断を責せめてはいけません」

「冗じよう談だんじゃない、お前達が選ばせたんだろ！　露つゆ草くさ、こんな奴やつらの言うこと──」

「ごめん。心しん弥やちゃん」

　弓ゆみは背を向けた。

「ちょ……待てって！」

　追いすがろうとした心弥を朱あか羽はの腕が止める。すぐに他の島民達も、心弥を取り押さえにかかった。

　巫女みこ 装しよう束ぞくの弓は振り返ることなく、勘かん之の介すけと老人達に連れられて、再び本殿の奥へ消えて行く。

「離せって！　このっ！」

　なおも暴あばれる心弥を、島民が羽は交がい締じめにした。

「おとなしくなさってください、無む駄だですから。後は任せます」

　朱羽はすげなく島民達に言い置いて、弓の後について歩き出した。

「そうそう。こんな所で怪け我がでもしたら間抜けだ」

　聞き覚えのある声が、心弥のすぐ耳元に響いた。

　いつのまにか脇わきに立っていた作さ務む衣えの男が、にやにやと笑って心弥を見ている。

「夢ゆめ路じさん──」

「フラれたな。ま、仕方ない」

「そんなんじゃありません。本心じゃないですよ、露草の言葉は。こいつらに脅おどされているんです」

「馬ば鹿かいえ。紛まぎれもなく本心さ」

　夢路はおもしろくもなさそうに言った。その言い方には大人おとなびた厳きびしさが宿っている。

「あの娘こはお前と違って感情なんざ見えないから、お前そのものをそのまんま素直に見てる。ところがお前は、あの娘の『感情』ばかりに気をとられて、肝かん心じんのあの娘自身をちゃんと見てなかった。そのツケがまわってきてんのさ」

　軽く口笛を吹くような口調だった。

　心弥は憮ぶ然ぜんとして夢路を睨にらむ。

「なにいって……」

「ま、嬢じようちゃんはそりゃ楽だったろうさ。お前が感情を読み取ってくれて、それに応じた反応を返してくれるんだからな。だが、結局それだけだ。

　感情なんてのは所しよ詮せん、心の『外見』にすぎない。本当の心はその奥だ。それが見えてもいないのに、なまじ感情が見えすぎるから、心の中身を見ているような気になる」

　夢路は薄く笑った。心弥は言われている言葉の意味がわからずに、戸と惑まどいの視線を夢路に向けた。

「わからねぇのか？　感情の動きだって、それが眼めに視みえるお前にとっては外見だ。その外見にとらわれて、お前はそれ以上を理解する努力をしていないし、なにより相手に自分を理解してもらうことを考えていない。

　結局、お前はなんにもわかってないってことさ。グランレイスもそうして、孤こ独どくになっていったからな」

　説せつ教きようくさい夢ゆめ路じの言葉に、心しん弥やはしかし反論できなかった。聞かざるを得ないような年輪の重みが、口調の端はし々ばしに感じられた。

「夢路様」

　詩し乃のがぽつりと男の名を呼んだ。

「待てよ、最後までいわせろ──グランレイスの影響者ってのは、どうしてもそういう風になりがちだ。

　人の機嫌をとるのに精一杯で、『自分』を相手に理解してもらおうとはしない奴やつが多い。それが原因であの嬢じようちゃんが、『自分は必要とされてない』とか思っても、それはそれで当然なんだぜ」

　喋しやべり続ける夢路の眼めは心弥でなく、何ど処こか遠くの、ここにはいない誰だれかを見ていた。

　今まで考えもしなかったことを突かれて、心弥は固まった。

　相手に『理解してもらう』ことまで、心弥の思し考こうは及んでいなかった。感情が色で見える心弥にとっては、理解してもらうことより、理解することの方が容よう易いだったためでもある。しかしその理解すらも、夢路には表面上のことにすぎないと看かん破ぱされた。

　背後の幻げん三ぞうが、しんみりと小声に頷うなずいた。

「そういうことかね──心弥君、付き合いというのは、相互の理解だよ。一方通行じゃいかん……」

「生意気いうな、青あお二に才さいが」

　夢路が笑った。

「夢路様」

　詩乃が再度呟つぶやくのに、今度は幻三がにこりともせずに言葉をかぶせる。

「親父おやじ殿どのと比べんでください。わしとて、世間的にはそれなりの年寄りですからな」

　付近の島民達は、話の内容が摑つかめずに顔をしかめていた。『静かにしろ』の一言もないのは、彼らの人の良さを感じさせる。

　基本的に──彼らは決して、悪い連中ではないように心弥は思った。ただ少し狂きよう信しんの気が強く、それが結果的に悪事に結びついている。

　もし波は谷たにという神さえいなければ、彼らは普通の人間として暮らしていられるような気がした。

　話に加われなかった首輪の娘は、三度目の口を開いた。

「私には、そういう難しいことはよくわからないのですが──夢路様、敬けい神しんが、目覚めましたわ」

　夢ゆめ路じのまとう気配が、引き締まって一変した。

　倒れた黒い塊かたまりの複ふく眼がんが、焦点を探すようにゆっくりと動いた。

　宇う津つ星ぼしや、刀を抜いた籤くじ方かたと睨にらみ合っていた島民が、その眼めの動きに気づいて立ちすくむ。

「おい！　あいつ、まだ生きとる！」

「瓶びんとガソリンだ！　火ぃもってこい！　ここで燃やすぞ！」

「いや、しかし、燃えねぇんじゃ──」

「一応は生き物だ！　蒸むし焼やきか酸欠になる！」

　物ぶつ騒そうなことを叫んで、島民達の数人が駆け出した。

　敬けい神しんの体がゆらりと起き上がる。ずしりと石いし畳だたみを踏み、きぐるみの怪かい獣じゆうに似た足取りで、その場からよちよちと動いた。

「あ───。────ウ」

　黒い甲かつ冑ちゆうの奥から、くぐもった声がもれた。生まれたての赤ん坊が、初めての世界に戸と惑まどうような調子だった。

「お。オォ。ウ」

　喉のどの調子を確かめ──




「オォォォオォ──！」




　獣けものの咆ほう哮こうじみた大だい音おん声じようが場を支配した。

　思わず心しん弥やは両手で耳を塞ふさぐ。

　咆哮は長く尾をひき、演歌歌手がこぶしを効かせるように震えてから終しゆう息そくしていった。

　包囲の島民達が一いつ斉せいに騒ぎ出す。

「時間を稼かせいでいただけて、助かりました。礼をいいますよ」

　傍かたわらで宇津星が薄笑いを浮かべた。感情色には狂きよう気きじみた怒りが強い。籤方のみは、刀を抜いたまま相も変わらず、ぼうっと壊こわれたように佇たたずんでいた。

「よくモよくモよくモ‼　貴き様さまラァァァァ‼」

　語尾の危あやうい口調で叫んだ敬神は、その双方の腕を大きく振るった。

　胸のあたりの装そう甲こうがはげた。鉄の落ちた下に、紅あかく火傷やけどで腫はれた皮ひ膚ふがのぞく。

　宇津星が注射器を手渡すと、敬神は鉄の指先を器用にあやつって腕の装甲を落とし、慣れた手つきで一息に薬品を注入した。

「フ───ッ。フ────ッ──」

　敵を前にした猫に似た吐と息いきが、蜥蜴とかげの口から漏もれる。

　露ろ出しゆつした肌はだの毛穴からはもう鉄の泡あわがにじみ、見る見るうちに固まっていった。

　包囲の島民達は遠巻きに怪かい人じんを注視した。その多くは突然の敬けい神しんの復活劇に驚き、立ちすくんでいる。

「敬神！　暴あばれればまた雷らい撃げきを食らうぞ。ここは押さえろ」

　飛んだ夢ゆめ路じの声に、敬神はちらりと複ふく眼がんを向けた。

「雷撃──？　雷かみなりに撃たれましたカ──」

　怪かい物ぶつと化した敬神の頭部から、アンテナのように一本の針が伸びた。避ひ雷らい針しんのつもりらしく、針は装そう甲こうの中を通って、直で地面へとつながっていた。

「夢路サン、こいつらは危険にすぎまス」

「そいつは否定しないが、やめておけ。数が違う」

「数！　そんなもノ！」

　どこからともなく、ガソリン入りのビール瓶びんが飛んできた。敬神の装甲は直撃を受け、その体が異い臭しゆうを発する液体に濡ぬれる。

　すぐさま、今度は火ほ口くちを備えた瓶が飛んできた。

　夢路は舌打ちして、詩し乃のの手をひき飛び退のいた。宇う津つ星ぼしと籤くじ方かた、幻げん三ぞうと心しん弥やも、それぞれ別の方向へ慌あわてて身を避さける。

　たちまちに敬神の体は青と赤の炎に包まれた。

　ぐちゃりと粘ねん着ちやく質しつの音を残し、炎をまとった鉄の鎧よろいがはげていく。その下には、もう別の黒い皮ひ膚ふが生まれていた。

　脱皮した燃える屑くずを脱ぎ捨て、敬神は再び咆ほう哮こうした。

　黒い複眼に紅あかい色が籠こもる。

　一方で宇津星の眼めは、敬神とはまた違った意味で輝いていた。

「敬神さんを怒らせたな──籤方君、巻まき添ぞえにならんよう、幻三先生だけは護ってくれ。連れ帰れば山やま之の内うちさんが喜ぶ。夢路さんの方はどうでもいい」

「はい。どうでもいいんですね」

　会話を盗ぬすみ聴いた夢路は苦にがく笑った。

「冷たいな、おい」

「あなたには、どのみち神しん群ぐんの力は効かないでしょうが」

　宇津星は一いち瞥べつを向けたのみで、籤方と揃そろって幻三の傍そばに寄った。幻三は露ろ骨こつに嫌いやな顔をしたが、特に抵てい抗こうもしない。

　心弥は不意に、砂すな嵐あらしを連想させる音を上空に聞いた。

　見上げた視界に、四つほどの小ぶりな影と、それらが広げて持つ網状の物体が飛び込んでくる。

　ほぼ間かん髪はつをいれずに、ガソリンの匂においの染しみた投と網あみが敬神の上に降ってきた。

　空からは、上半身をさらけ出した朱あか羽はと数人の鳥人が、冷さめた眼で下界を見下ろしていた。

　その目つきは、村長宅の泉で見た、海鳥達の無感情な眼めとよく似ていた。あの泉は──鳥達の縄なわ張ばりだったらしい。そしてここは朱あか羽は達の縄張りだということを、心しん弥やは今いま更さらながらに痛つう感かんした。

　何が降ってきたのかを確認しようと、敬けい神しんの複ふく眼がんは辺あたりを見回した。その間にも、脱ぎ捨てた皮膚の残り火が網に引火する。

　大量の酸素が一瞬で燃え尽きる爆発音とともに、境けい内だいの中央を劫ごう火かが舐なめた。

　かがり火の骨組にも火が飛び、盛大に燃え上がる。

　火の粉から身をかわし、心弥は転げた。そのすぐ頭上を炎が流れ、大量の黒煙が上空へ立ち昇っていく。

　炎の燃え盛る音に混じって、敬神の唸うなり声が微かすかに響いた。

「──ウ。ウゥ」

　膝ひざをつき、炎に包まれた背を丸める黒い怪かい物ぶつ──その背が膨ぼう張ちようし、かたつむりのように丸まっていった。内部には空くう洞どうができている様子で、そこで熱を遮しや断だんするつもりらしい。比較的目の粗あらい網も燃えながら焼けこげてはいたが、特殊な材質らしく千ち切ぎれる様子はない。

「敬神さん！　そのまま伏せてろ！」

　煙にかすれる宇う津つ星ぼしの怒ど声せいが響いた。

「籤くじ方かた君、網を斬きってくれ。敬神さんは突くのは得とく意いだが、ああいうのを斬るのが苦にが手てだ！」

　姿は化ばけ物ものながら、中身の敬神は一応、人間の姿をしていた。酸欠にも陥おちいっているらしい今、独力で逃げられる気配はない。

　籤方は抜き放った刃を炎にかざした。青みを帯びた刀身が、火炎を反射して鈍にぶく光る。

「真しん女め。いくよ──」

　恋人を抱きしめるようにして、妖よう刀とうの冷たい刀身に軽く口づけた。その唇くちびるが縦に裂け血が滴したたったが、血は妖刀・真女の上を流れることなく、その刀身に染しみていった。

　一瞬の間まをおいて、籤方の体がそこから消えた。

　目の前に腰をかがめるその姿に心弥が気付いた時には、既すでに猛火の網を切り裂き、納刀を終えている。牢ろうを斬った時と同じ、神しん速そくの動きだった。

　網の奥で黒い鎧よろいがはじけた。

　炎の網はどこをどう斬ったのか、すっぱりと敬神の体から外はずれ落ちている。

「敬神さん！　こっちは籤方に護らせる、存分にやってくれ」

　宇津星の言葉に夢ゆめ路じが舌打ちを重ねる。

「貴き様さまら、この期ごに及んでまだ──」

「この期？　敬神さんはまだ、ピンピンしていますよ」

　炎に包まれた鎧からまた脱皮した敬神は、劫火から逃れてよろよろと空気のある場所へ出ていた。

　激しい呼吸がその消耗を物語ってはいたが、複ふく眼がんは怒りのために、真っ赤な光を放っている。

「宇う津つ星ぼしッ！　奴やつらを皆殺しにしまス！　手伝いなさイ！」

「ね？　夢ゆめ路じさん。敬けい神しんさんを怒らせると怖こわいんですよ」

　宇津星は、にたりと口の端をひきつらせて笑った。傍そばで見ていた心しん弥やの背筋がぞっと粟あわ立だった。

「籤くじ方かた君、幻げん三ぞう先生を頼みますよ。攻撃してくる奴がいたら、斬きって構かまいません」

　籤方は肯うなずいて、抜き身の刀を嬉うれしそうに包囲の島民達に向けた。

「宇津星。出直した方がいい。ここの神しん群ぐんはまだ底を見せていない。俺おれはお前らと心中したくないしな」

「夢路さん」

　宇津星は黒くろ縁ぶちの眼鏡メガネを外はずし、ポマードで七三に分けた髪に指先を突っ込んだ。

「あなたに指揮権はないんですよ。もうじき、ティギーさん達が着きます。そうなれば──」

　宇津星はくすくすと笑った。

「──お前らみたいのを育てちまったのが、俺の人生で最大の誤算だ──」

　夢路の声は沈痛だった。

「御ご謙けん遜そんを。私と敬神さんはもう、四匹の神群を狩かったベテランですよ。ここで五匹目、育ててくれた、あなたの『手て柄がら』といってもいいくらいだ」

「小こ物ものばかりさ。俺の教え子も、お前らの狩った神群も、俺自身もな──」

「夢路さん。前にもいいましたが、我々もね。小物なりに成長しているんですよ。私や敬神さんだけでなく、キャラバン全体がね」

　宇津星は黄色い舌を見せて笑った。

「お前らのは成長じゃなくて、暴走というんだ」

　皮ひ肉にくをいう夢路の声は冴さえない。

「なんと言われようと、私たちは神群を狩り続けます──まずは、上のあいつらを落とすとしますか」

　宇津星は顎あごを大きく外し、口の中に自らの拳こぶしを突っ込んだ。

　何をする気かと心弥が見つめる前で、びくんと背を震わせ、微かすかな呻うめきとともに入れた手をひきずり出す。

　その指先には、黄色い粘ねん液えきに光るガラス質の玉が一つ、つままれていた。

　宇津星はびい玉を軽く放った。玉はぷっくりと風船のように膨ふくれ、ゆらゆらと朱あか羽は達のいる上空へ昇っていく。

　くわんくわんくわんくわん────

　脳に響くような音の波が、心弥の耳の奥に響いた。

　痛みはないものの、世界が反転するような目め眩まいをともない、だんだんと大きくなってくる。

　膝ひざをつき、心しん弥やは石いし畳だたみに突っ伏した。目玉がぐるぐると回って、周りの様子もはっきりとはわからなくなる。見える限りではすべての人間が、自分と同じように倒れているらしかった。

　耳を塞ふさいでも眼めを瞑つぶっても、のんびりと激しい地震の中にいるように意識は揺れ続け、外の音が次第に遠ざかっていく。

　きぃ──……ん

　耳の奥に、いつ終わるとも知れない嫌いやな音が満ちた。

　しばらくして、目め眩まいはどうにか終しゆう息そくした。

　まだ余波でくらくらする頭を抱えながら、心弥は眉まゆをしかめ眼を見開いた。

　飛んでいたはずの朱あか羽は達が地に落ちていた。

　境けい内だいにいた全員もその場に突っ伏している。宇う津つ星ぼしと敬けい神しんもまた例外ではなかったが、夢ゆめ路じ一人が、ぐったりとした詩し乃のを抱えて立ったまま、平気な顔をしていた。

「……い、今の──あなたがやったんですか？」

「ん？　いや、宇津星だ。あいつ自身も逃げられない技わざみたいだな。間抜けな話だが、確かに、成長はしている」

「なんであなただけ──平気な顔で立っているんです？」

　心弥はまだ立てない。吐はき気けがとまらなかったが、やっとの思いで声を絞しぼり出した。

「俺おれは特別だ。それより、そのまま寝ていろ。そろそろ敬神が──」

　黒いゴキブリがゆらりと起きた。その両腕から鉄てつ条じようが伸びようとしている。

「あいつ、また！」

　起きようとして、心弥はやはり立てずに腰を落とした。

　朱羽達はまだ地に落ちたままもだえている。宇津星の放った玉は空へ昇り、心弥達より朱羽達に近い位置にあった。その分、ダメージも大きいらしい。

「敬神さん、まずあの巫女みこを狙ねらえ！　あいつが指揮官だ」

　吐き気に眉をしかめつつ、宇津星が口くち許もとを押さえて叫んでいた。

　敬神の黒い腕から、鉄条が伸びる。

　剝むき出しの背を丸めて震える朱羽の元に、一直線の黒い槍やり──

　白い脇わき腹ばらに深く突き刺さった鉄条は、その体内で爆発するように針を出した。

　肉の中から棘とげが覗のぞき、紅あかい血がしぶく。内部からいくつもの太い針を覗かせた朱羽の体は、びくりと跳ねて、それきり動かなくなった。

　心弥はたまらず眼を逸そらした。

　夢路は睨にらむように、目の前の惨さん劇げきを見つめていた。
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　黒い装そう甲こうを揺すって、敬けい神しんは手当たり次第に殺さつ戮りくを続ける。

　心しん弥やはある種、麻ま痺ひした感覚で、その光景を眺めていた。

　敬神の攻撃は確かに、多くの人命を奪うばっていた。しかしそれが、どうしても滑こつ稽けいにしか見えない理由がある。

　敬神の鉄の針に身を貫かれた島民達は、皆、苦く悶もんの表情と共に一度は絶命した。

　最初に体を貫かれた朱あか羽はを皮切りに、鳥人達と島民、そのほとんどがすぐに同じ運命をたどった。

　しかし敬神の得とく意いげな様子は、決して長くは続かなかった。

　朱羽を貫いていた鉄の棘とげがその場に溶け、まず朱羽の体がずぶりと石いし畳だたみの下に沈んだ。間かん髪はつをいれずに、さきほどと同じ卵が地面から顔を出し、中からは全ぜん裸らの朱羽が殻からを破ってあらわれた。

　蘇そ生せいした白い肌はだには、寸すん分ぶんの傷きず痕あとも残っていなかった。

　朱羽自身も戸と惑まどった表情を浮かべていたが、すぐに敬神はその蘇生に気付き、再度、鉄針を放った。再び朱羽は物言わぬ死体へと転じたが、そのころには、既すでに死んだはずの島民たちも、次々にあふれ出た卵から《生いき孵かえり》始めていた。

　二度死んだ朱羽もまた、すぐに地へ沈んで卵へと転じる──

　その繰り返しが、心弥の前ではかれこれ十分ほども続いていた。

　血の匂においにも、肉の裂ける光景にも、すっかり目が慣れていた。ただし頭の隅すみでは、それを現実としては受け入れていない。どこかで夢を見ているような気分のまま、心弥はぼうっとしていた。

　いつしか、戦う島民達全すべての背に透とう明めいな翅はねが生えていた。最初に殺された時点ではなかったはずの者にも、今はその翅が加か護ごの象徴のように揺れている。

「なんダ──こいつラ──なン、ダ──」

　途と切ぎれ途切れに敬神の声が響いた。

　消耗が激しいらしく、その声から高笑いはとっくに消えている。ただ、焦あせりと疲ひ労ろうの色が濃い。

「敬神さん！　いったん退ひこう！　このままじゃきりがない！」

　宇う津つ星ぼしが叫んだ。敬神の鉄の装甲に傷をつけられる者は島民にいなかったが、有利不利を傍はたから見ていれば、形勢は心弥の目にも明らかだった。

　薬で保っているらしい敬神の集中力が途と切ぎれれば、その装甲もはげ落ちるはずで、そうなれば敬神に勝ち目はない。

「夢ゆめ路じさん、あんた、知ってたんですか！　こんな化ばけ物もの達が──」

「何度も警告はしただろうが。神しん群ぐんを甘あまく見るなと──もっとも、まさかここまで無む茶ちやな奴やつらだとは思っていなかったさ。ハタニアスってのはなかなかやるな。まぁ本体が近いから出来る芸当だろう」

「復活を止める方法はっ！」

　怒ど鳴なる宇う津つ星ぼしは苛いら立だちを隠かくせない。敬けい神しんの体力が尽きるのは時間の問題だった。

「知るか。こっちが負けるのが一番、手っ取り早い」

「ふざけないでください！」

「ふざけちゃいない。勝てねぇだろうが、これじゃ。敬神にしても、そろそろ限界のはずだ」

　夢路はいって、鉄の煙管キセルを口にくわえた。煙草タバコは入っていないため、単にくわえただけである。

　幻げん三ぞうは相変わらずの無表情な籤くじ方かた青年に護られ、のんびりと玉たま砂利じやりの上に座り込んでいた。何もできない無力さに、諦あきらめの色が漂う。

「夢路様。島のあらかたの者、覚かく醒せいいたしました」

「知ってる」

　傍かたわらの詩し乃ののしかつめらしい報告に、夢路は冷や汗の目立つ苦笑で応じた。

「宇津星。こいつは、増ぞう援えんが来ても手の出しようがないぜ。逃げ時も逸いつしたようだし──」

「なにか──必ずなにか、あいつらを封じる手だてがあるはずなんです！」

　宇津星はポマードに指を汚しながら、七三に分けた髪をかきむしった。それを境に、サラリーマンが浮浪者へと転ずる。

「──巫女みこ」

　ぽつりと宇津星が漏もらした一言を、心しん弥やは敏びん感かんに聞きとがめた。

「そうだ──確か、この島には新しい巫女がいましたね。あの娘を封じれば、あるいは──それに神群に一番近い存在だ、うまくすれば、本体をおびきだせる可能性もある」

　にたり──

　宇津星は凄せい惨さんな笑みを浮かべた。

「そううまくいくかね……怪あやしいもんだ」

「いえ、前にもありました。巫女や神しん官かんを殺した途と端たんに、覚醒者のほとんどが能力を失ったケースが──敬神さん！　作戦変更だ。この島の巫女をまず狩かり出す。連中の相手はもういい。俺おれが足止めするから、敬神さんはなんとか巫女を探してくれ。〝ここにいない〟あの巫女装しよう束ぞくの娘だ！」

　心弥は意識する前に立ち上がっていた。そのまま駆けて、宇津星へ背後から飛び掛かる。

　気付いた時にはその背にはりついて、腕で宇津星の首をきつく締めあげていた。

　ほぼ無意識の、自分でも意外な行動だった。

「──この餓が鬼きっ！」

　顔を紅こう潮ちようさせ、宇う津つ星ぼしが怒ど声せいを発した。

　どうしていいのか、心しん弥やにはまだわからなかった。しかしこのまま、宇津星にさきほどの『音波』を出させるわけにはいかない。あの敬けい神しんを、弓ゆみの元へ行かせることになる。

　どうすればいいかを考える前に、とにかくその双方を阻そ止ししようとして、とりあえず取った行動がこれだった。

　宇津星は心弥を振りほどこうともがいたが、力は人並みらしく、思うようにいかない。そうこうするうちにも、心弥は捕らえた首に必死に力を込めていく。

　敬神は宇津星に鉄てつ条じようが及ぶのを恐れ、手出しができない。

「ぐぇ──く、籤くじ方かた君、こいつを……斬きれっ！」

　宇津星が呼ぶのを待っていたかのように、控えていた籤方が飛び出した。その進路を夢ゆめ路じが塞ふさいだが、籤方はあっさりとその脇わきをすり抜ける。神しん速そくの動きに、夢路の反応は遅おくれに遅れた。

「籤方っ！　峰みね打うちだ！」

　咄とつ嗟さに夢路が叫んだ。

「そいつはまだ使える！　絶対に斬るなっ！」

　籤方の妖よう刀とう・真しん女めは、心弥の首筋をめがけ、光の軌き跡せきを残して振り下ろされた。







　延えん々えんと続く細長い回かい廊ろう。

　磨き込まれて黒光りする板いた床ゆかの左右には、壁も柵さくもなく、ただ深そうな森が奥へと広がっていた。

　等とう間かん隔かくに並んだ柱に、火のついていない祭まつり提ちよう灯ちんが揺れる。

　雪せつ駄たを履はいたままで回廊を歩く弓ゆみは、先導する祖父におずおずと問い掛けた。

「──あの──境けい内だいに、心弥ちゃんと一いつ緒しよにいた──」

「あぁ。あの爺じいさんかね。お前が巫女みこになってくれたら、彼も解放しよう。波は谷たに様さまに頼んで、ここ一ヶ月ほどの記憶を消してもらえば良い」

　勘かん之の介すけは安あん堵どの顔で笑った。弓はその表情に空くう虚きよなものを感じつつ、問いをかさねた。

「他の人達も、いましたよね？」

「あれは爺さんを探しに来た親しん戚せきの連中らしい。背広のは──」

「あぁ、あいつは借金取りとか名乗ったそうだ。実際のところは、波谷様を害しに来た不心得者だな。わしらが若い頃ころにも、一度あったろう？　あれの関係かもしれんぞ」

　話をつないで、老人の一人が不快げに鼻を鳴らす。

　話題が自分とは関係のない方向に流れていくのを聞きながら、弓はまた、黙って歩を進めはじめた。

　その背後の空に、数十に及びそうな光がゆらりゆらりと立ち昇る。

　空中に散ったガラス質の破片が、陽光を反射しながら、島の随ずい所しよの空を漂っていた。

　剝むき出しの回かい廊ろうから、ふと脇わきの頭上を見上げた弓ゆみは、その凶まが々まがしい美しさに眉まゆをひそめた。

「……あれ、なんですか──？」

　巫女みこの言葉に、洞どう窟くつまでの回廊を歩く老人達も一いち様ように空を見上げた。

「ん？　はて、なんじゃろうなぁ」

「あれじゃろ、風船」

「いや、そうは見えぬが──」

　弓の前後には、勘かん之の介すけとその他の『長老』と名乗る、十人の老人達がいる。

　口々に空を見上げて何かをいいつつも、彼らは脚あしを緩ゆるめなかった。

　仕方なく、弓も歩き続ける。

　大樹の下に口をあけた洞窟に近づくにつれ、弓の感じる不安は徐じよ々じよに膨ふくれ上がっていった。

　それと同時に、心しん弥やまでこの島に連れてきたことへの後こう悔かいも重みを増す。親友の二人、こずえと浅あさ野のが旅行をキャンセルしたのが、せめてもの不幸中の幸いだった。

　こずえの伯母おばが急に亡なくなったのは、本当のことだった。

　ただし、もう一人の同行予定者だった浅野の『夏なつ風邪かぜ』は仮け病びようであることに、弓は薄うす々うす感づいている。こずえが来れなくなったと聞きつけ、「それなら」と、心弥と弓の関係に気を遣つかってくれたものらしい。

　そのせっかくの気き配くばりすら生かせなかった自分が、無む性しようにみじめに思えた。

　遥はるか頭上から天の声が響いた。

『露つゆ草くさ、弓さん』

　知らない声に名を呼ばれて、弓はその場に立ちすくむ。

　声は、空に浮かぶいくつものガラス質の物体から出ていた。

『あなたのお友達をお預かりしていますので、こちらまで取りに来てください。我々はまだ神社にいます。

　十分以内に来てくださらない場合には、腕を一本ほど、切り落としましょうか。以降は──五分ごとにどこか適当に斬きっていきますので、お早い御到着をお待ちしております。それでは、また後ほど』

　やけに丁てい重ちような男の声は、あっさりとそれだけを告げて終わった。発言の内容さえまともだったら、結婚式の司会役も任せられそうな雰囲気もある。

　しかしスピーチの内容を咀そ嚼しやくするや、弓の顔は蒼そう白はくに転じた。

「弓、ほうっておけ。お前が波は谷たに様さまに会いさえすれば──」

　弓は祖父の言葉を無視して、背後の長老達を押しのけ、来た回廊を逆に駆け出した。

　即座に、長老達が追いすがってその腕を摑つかむ。

「行かせるわけにはいかん！　今は波は谷たに様さまに──」

「そんなのどうだっていい！　心しん弥やちゃんが……腕なんて斬きられたら、絵、もう描けなくなっちゃう──」

　弓ゆみは体を震わせた。

「絵？」

　老人達は一いち様ようにいぶかしげな顔をした。

「離してください！」

　無理にふりほどいて、弓はまた駆け出した。老人達は顔を見合わせ、肯うなずき合った。

「仕方もない」

　勘かん之の介すけは溜ため息いきをまじえて、羽は織おりを脱ぎ捨てた。

　その背の翅はねが細こまかく振動し、老体はすぐさま弓の引き返す方向へと回り込む。同様にして、長老達がその逃げ道を塞ふさいだ。

「どいてください！　はやくしないと──」

「いけばお前が殺される。奴やつらめ、気付きよった」

「私はもうどうでもいいんです！　心弥ちゃんが──」

「わしらが何故なぜ、巫女みこを手元に置こうとしているのか──お前にはわかっとらん。巫女が『生きている』だけで、わしらは波谷様からの加か護ごを受けられるのじゃ。天てん寿じゆを全まつとうできる。病やまいにもかからん。畑は豊作で漁りようは豊漁──」

「弓殿。もしあなたが奴らに殺されれば、我々の加護はなくなる。次の巫女を波谷様が選定するまでの一時期だが──その間に、あの『神しん群ぐん狩がり』とかいう奴らに島の者が殺されれば、おそらくもう復活もできんじゃろう」

「それどころか、奴らは波谷様そのものを害する気じゃ。はよう、弓殿に波谷様のお言葉を聴いてもらわねば──」

　口々に勝かつ手てな事を呟つぶやきながら、老人達は亡もう者じやのように、弓の体へ手を伸ばした。

　弓は息を詰め──

「どいてっ！」

　その一いつ喝かつと同時に、痛つう烈れつな突風が森の中の回かい廊ろうを吹き抜けた。弓の体がふわりと浮く。老人達は回廊の外に吹き飛ばされ、近くの木々に体をぶつけて落ちた。

　静せい寂じやくが訪れる。

「…………今の──？」

　弓はきょときょとと辺あたりを見回した。十人の老人達はいずれも、それぞれに離れた木の幹の下で眼めを回していた。

　何が起きたのかはわからない。ただ、今の風は自分が起こしたもののような実感があった。

　巫女装しよう束ぞくの首筋から手を突っ込んで、背中の具合を確かめる。

　六枚の翅はね──

　綺き麗れいに生はえ揃そろったそれは、ただの飾りではないらしかった。

「──そっか」

　呟つぶやいて、弓ゆみはもう迷う必要がなくなったことに、なんとなく安あん堵どした。これで本当に、人間ではなくなったことに実感が湧わいてくる。後は心しん弥やを助けて、その後は──

　その後のことには、思いが及ばなかった。

　巫女みこ 装しよう束ぞくの小こ袖そでから両腕を抜く。下着はつけていたが、さすがに見られるのがはばかられて、脱いだ小袖を両手に抱えて胸を隠かくした。

　六枚の透とう明めいな翅は、手指を動かすような感覚で、弓の思い通りにぴくぴくと動いた。

　表情にわずかな戸と惑まどいを見せながら、少女は揺らぐような足取りで、回かい廊ろうの脇わきから森の上空へと舞い上がる。

　奇くしくもその構図は、心弥が自宅で消した、スケッチブックの天使によく似ていた。







　ずきずきと、肩口に鈍どん痛つうがしつこかった。

　痛みよりも自らの不ふ甲が斐いなさに顔をしかめて、心弥は玉たま砂利じやりの上に転がっていた。

　両手は宇う津つ星ぼしのネクタイできつく縛しばり上げられている。数分後には──どうなっているか知れない。

　籤くじ方かたは、夢ゆめ路じの言うことを素直に聴いた。『人に言われた通り』に動いてしまうのが、籤方という青年の性さがらしい。

　心弥はそこに救われたことになるが、感謝する気にはなれなかった。命があっただけ良かったが、反面で弓をおびき出す餌えさに使われている。気分は最悪だった。

　当の籤方は、人の顔色をうかがう卑ひ屈くつな笑みを顔に張りつけ、幻げん三ぞうの傍そばに控えている。

　敬けい神しんは戦いを小休止し、島民達と睨にらみ合っていた。死んでは復活を繰り返していたために、境けい内だいにいる島民達はもう、ほぼ全員が翅と裸ら身しんをさらしている。

　敬神も手を出す者には反撃を加えていたが、死んだ者もすぐに生き返るためにキリがなく、また島民達は島民達で、敬神に致ち命めい傷しようを与える手段もなく、戦いは膠こう着ちやく状態に陥おちいりつつあった。

　疲ひ労ろうの色は、双方に濃い。

　宇津星達の側には、もうじきに増ぞう援えんが来ることになっている。

　そして島の側は、弓を波は谷たにの巫女にする時間を稼かせぎつつ、宇津星達を彼女の元へ行かせないために戦っている。

　疲労のために敬神の動きが鈍にぶくなってくると、自然に一対多数の乱戦は停てい滞たいした。両者が時間を稼ごうとする、傍はた目めには奇妙な戦いだった。

　宇う津つ星ぼしは転がした心しん弥やの背を踏みつけ、増ぞう援えんを待っている。

　当初は敬けい神しんに弓ゆみを襲わせるつもりの宇津星だったが、ただでさえ三人しかいない手て勢ぜいを二つに分ける危険に気付き、ちょうど良く反抗を示した心弥を人ひと質じちにする策さくを採った。

「なぁ、宇津星君よ」

　愛あい想そ笑いを浮かべた幻げん三ぞうが、玉たま砂利じやりに転がされた心弥に歩み寄った。宇津星は冷ややかな横目を老ろう爺やに向ける。

「──なにか？」

「その子を、助けてくれんか。もし、巫女みこが来ぬ場合でも、腕を斬きったりなどせずに、な。な？」

　幻三は拝むように両手を合わせ、その白髪しらが頭あたまを垂れた。

「先生も御ご存ぞん知じのはずですよ。神しん群ぐんに味方するものは敵です」

「だがその子は別に『神群』に味方しとるわけじゃない。幼なじみの子を助けたいだけじゃ。この通り、頼む。交換条件があれば吞のもう。向こうに戻ったら、わしの研究資料でもなんでもやるから──な、このとおりじゃ」

　宇津星はにたりと笑った。

「取引きの上手うまい方だ、あなたは。少年、そこの幻三先生に感謝することですね」

　心弥は無言。

　喋しやべろうにも、口には付近で死んだ島民の衣服で猿さるぐつわを嚙かまされている。

　全身に重苦しい疲ひ労ろうを感じた。

　まだ朝が来たばかりで、空は高く青く抜けて晴れ渡っていたが、心弥の内面は天気とは裏うら腹はらに鬱うつ々うつとして晴れない。幻三のおかげで腕切断の危機も免まぬかれた今は、ひたすらに弓が来ないことを祈るしかなかった。

　心弥とはまた別の意味で、弓が来ないことを祈る者もいる。

「待っても無む駄だです。巫女はきませんよ」

　朱あか羽はが呟つぶやいた。

「たとえ本人が来ようとしても、長老達が行かせません。決して」

　朱羽はこれまでに、五回ほども死んで生き返っていた。心なしか、その色の冷たさには磨きがかかったようにも見える。

「今から引き返すならば、ここは見逃しますが──」

「馬ば鹿かナ。焦あせっているのハ、あなた達でしょウ。それだけの人数で私一人を倒せなイあなた達の方こソ──」

　島民達は一いち様ように、無言で敬神を睨にらみつけていた。

　転がされた心弥は、それらの光景を他人ひと事ごとのように眺める。

　この朝の短い時間だけで、これまでに経験のない現実離れした光景を見過ぎていた。感覚も狂くるいに狂っている。

　裸ら身しんを隠かくしもしない島民達の姿は、むしろそれが自然なもののようにも見えたし、黒ずくめの甲かぶと虫むしを思わせる敬けい神しんも、慣れてみればただのよく動く狂きよう暴ぼうな鉄てつ塊かいだった。

　だからというわけでもなかったが──よく知った娘が空を飛んでくるのを見かけても、やっぱりかと納なつ得とくしただけだった。

　半はん透とう明めいの翅はねが、空に透すけて見える。

（のこのこ戻ってきやがって……）

　疲つかれた体に活カツを入れるつもりで、心しん弥やは深く息を吸い込んだ。酸素の味が空腹に染しみる。

　宇う津つ星ぼしが眼めを細めて上空を見上げた。

　朱あか羽は達も敬神も、睨にらみ合いを一時やめ、両手に抱えた装しよう束ぞくで胸を隠す少女を見上げた。

　衆しゆう目もくの視線を気にしつつ、少女はするりと境けい内だいに降り立った。

　宇津星の『放送』から、まだ数分しか経たっていない。

　弓ゆみは地面に転がされた心弥を見つめ、安あん堵どしたように一粒二粒と涙を落とした。

「──何故なぜ、来たのです」

　朱羽の咎とがめる声が第一声だった。

　弓は応こたえず、軽く一いち瞥べつを送って、すぐに宇津星に踏まれる心弥に視線を戻した。

「あなたガ、ここの本当の巫女みこですカ」

　敬神の声には勝利を確信した響きがあった。一歩、また一歩と、弓に向けてその重い歩を進めはじめる。

　黒い怪かい物ぶつには頓とん着ちやくせずに、弓は心弥を見つめ続ける。

　まとった感情の色は、別れた時と変わっていなかった。

　猿さるぐつわの奥から声を絞しぼり出そうと、心弥は必死にもがいた。

　たった一言。

　その一言を弓が聞いても、言葉通りに動く可能性は零ゼロに等しかったが、それでも心弥は暴あばれ続ける。

「──っ！　──っ‼」

　──この馬ば鹿か。とっとと逃げろ。

　弓は心弥を涙なみだ眼めに見つめ、懐なつかしそうに固まっていた。

　幼なじみが何をいいたいかも、全すべて理解した顔だった。感情色の絶望的な白さは、既すでに心弥の知る弓のものではない。

　暴れる心弥を、宇津星は無む体たいに足で押さえつける。

「宇津星、離してやれ。最後くらいはいいだろう」

　見み兼かねて夢ゆめ路じが口を出した。

「この子供も死ぬことになりますよ──？」

「────」

　夢ゆめ路じは歯を食いしばり、鉄煙管キセルを握る指先に力を込めた。そこには静かな怒りが見てとれる。

　敬けい神しんが歩を進める。重量と疲ひ労ろうのために、その動きはのろい。

　朱あか羽は達島民がその進路を阻はばもうとしたが、もろい壁は鉄てつ条じようによって軒並み、弾はじき飛ばされた。死体は水に落ちるように地面へ吸い込まれ、すぐに卵から復活はするものの、敬神の歩みを止めるには至らない。

　境けい内だいの石いし畳だたみに、島民達と敬神の争う怒ど濤とうのような騒そう乱らんが再度はじまった。

　弓ゆみの前に幻げん三ぞうが走り出た。その皺しわ顔がおは、くしゃくしゃに泣き崩くずれている。

　老ろう爺やは島民を跳はね除のけながら歩み寄ってくる敬神に向き直り、両手を地について顔をあげた。

「頼む、ここは見逃せ！　元はといえば、わしがこの島に来たのが悪い！　このとおりじゃ！」

　思わぬ邪じや魔まに舌打ちしかけた宇う津つ星ぼしの背を、ふと軽く叩たたく者がいた。

　振り返るや、足払い一いつ閃せん──

　軸じく足あしをきれいに払われ、宇津星はその場にすっ転んだ。

「ごめんあそばせ。足が滑すべりまして」

　無表情に宇津星を見下ろし、犯人の首輪の娘は、そのまますたすたと夢路の脇わきに戻る。

「──どうせなら、気絶させちまえば良かったのに」

　夢路は素知らぬ顔で首輪の娘を迎えた。

　宇津星の足から逃れた心しん弥やは、機を逃さずに脱だつ兎との勢いで駆けた。

　腕を縛しばられたまま前のめりに転びつつ、転びきる前に次の足を出す。

　弓までほんの数歩のところで、心弥は転んで地に倒れた。大おお慌あわてに慌てた幻三が、まずその猿さるぐつわを解く。

　地に膝ひざをついたまま、すぐに心弥は溜ためていた言葉を吐き出した。

「どうして来たんだ！　こっちは大丈夫だから、はやく逃げろって！」

　弓は無言のまま、困ったように心弥を見下ろし立ち尽くす。

　その間の距離に、心弥は見た目以上の隔へだたりを感じた。

　後方では、転ばされた宇津星が体を起こしつつあった。

　砂利じやりをはらいながら立ち上がったその双そう眸ぼうに、尋じん常じようならざる負の光が宿っていた。狩人かりうどの理性は吹き飛び、獣けものの本能が剝むき出しになった。

「──キャラバンにとっての功労者と思い、幻三先生や夢路さんには礼を尽くしてきましたが──ここまで、使えない方々だとは、正直、思いませんでした」

　宇津星の声は怒りのために掠かすれていた。感情色は怒りの赤を通り越して、どす黒い怨うらみの色に転じている。

「敬神さん──構かまわない。最たる覚かく醒せい者しやの『巫女みこ』まで庇かばうとは、甘あまいにも程がある。全員、ここで始し末まつしよう。こいつらはもう、俺おれ達にとっては邪じや魔まにしかならない」

「おいおい、『こいつら』って、俺おれもかよ？」

　夢ゆめ路じはくっくっと笑い、鉄煙管キセルを宇う津つ星ぼしの首筋に突きつけた。

「──なんの真似ですか？」

「ただの煙管じゃあない。毒どく針ばりが仕込んである。幻げん三ぞうとそこのガキどもに手を出したら、気持ちよーく、いくぜ」

　宇津星は嗤わらった。

　心しん底そこ、嬉うれしそうに──心しん弥やの眼めに映った怒りの色は、和なごむどころか、更さらに濃さを増している。

「御お得とく意いのはったりですか。敬けい神しんさん、いってくれ」

「──おい！　よせっ！」

　あっさりと見破られて焦あせる夢路の制止を無視し、敬神の鉄てつ条じようが勢いをつけて跳はね飛んだ。

　しなるように島民達の体を突き破り、波打ちながら弓ゆみを狙ねらう。

　幻三はその場に眼めを瞑つぶり、心しん弥やは両手を縛しばられたまま、立ち尽くす弓を庇かばって押し倒した。

　鉄条は、幻三の眼前まで伸び──

　その頰ほおの脇わきをすりぬけ、力なく地に落ちた。

　刺さる寸すん前ぜんで、その軌き道どうは不自然にずれていた。

「────」

　心弥の体にも、いつまで経たっても衝しよう撃げきは襲ってこなかった。幻三の悲鳴も聞こえない。

　いぶかりつつ眼を開けた心弥は、目の前に仰あお向むけに倒れた弓を見た。

　視線は心弥の顔を素通りし、その向こうを見ている。

　振り返った心弥の視界では──

　青い光を放つ妖よう刀とうを片手に、青年剣士・籤くじ方かたが腰をかがめていた。

　ずるり──

　血が粘ねばるような耳につく音の後で、敬神の蜥蜴とかげに似た首が、斜ななめにずれた。

　そのまま滑すべった鉄の頭かしらは、がしゃりと小さく砂利じやりに跳はねて、一回だけ転がった。頭を失った体がくずおれる。

　全身の鉄が蒸発するように融とけ、墨ぼく汁じゆうに似た黒い染しみが石いし畳だたみと砂利の上に広がった。

　後に残ったのは、火傷やけどまじりの白い肌はだをさらした首無しの死体と、胴どう体たいから離れた頭──

　耳たぶについた黒い鈴が、落ちた衝撃で微かすかに揺れ続け、可愛かわいらしい音ね色いろを奏かなでていた。

　何が起きたのか、心弥にはわからなかった。

　ただはっきりしていることは──あれほどに大きな存在感を誇っていた黒い装そう甲こうが、今は見る影もない。

「へへ。斬きれた」

　嬉うれしげに呟つぶやくと、籤方は顔に似ぬ優ゆう雅がな手つきで、青く光る真しん女めを漆うるし塗ぬりの鞘さやへ納めた。







「く、籤くじ方かた、くん……？」

　宇う津つ星ぼしはまばたきもせずに呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　籤方はいつもの柔弱な笑みを浮かべ、背広の上じよう司しに向き直る。

「いやぁ、びっくりしました。間に合わないかと思いましたよ」

　へらへらと笑って、青年は少し前までと同じように、幻げん三ぞうの脇わきにすり寄って控えた。

　夢ゆめ路じには、ようやく合が点てんがいった。

「お前──幻三を、護ってくれたのか？」

　籤方はぼんやりと夢路を見つめかえす。

「はい。仕事ですから」

　白はく痴ちのように無邪気な顔だった。

「き、貴き様さま──何故なぜ、何故、敬けい神しんさんを斬きったっ！」

　宇津星は激げつ昂こうした。

　狩人かりうどから獣けものへと転じていた目つきは、更さらに混乱を加えて狂きよう人じんじみたものへと一変している。

「え？　だ、だって、爺じいさんが殺されそうでしたから……」
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　宇津星が何を怒っているのかがわからないらしく、籤方は困ったように眉まゆ根ねを歪ゆがめた。

「ふざけるな！　何故、そんな爺じじいを庇かばうために、敬神さんを、敬神さんを……」

「だ、だって、今回はこの爺じいさんを助けるのが仕事だって。なら、俺おれはその仕事しないと──その、消されちゃいます──それに宇う津つ星ぼしさんはさっき、攻撃してくる奴やつがいたら、斬きっていいっていいました。噓うそだったんですか？」

「──なに？」

　宇津星は──ようやくに理解した。しかしその理解の内容は、彼にとって到とう底てい、納得できるものではない。

　籤くじ方かたはただ単に、つい先程に与えられた命令を──『幻げん三ぞうを護れ』という命令を、忠実に実行しただけにすぎなかった。

　それこそ、機械じみた馬ば鹿か正直さで。

　夢ゆめ路じはひきつった笑みを浮かべた。

　無気力で柔弱に見えるその青年こそが、この場で最も危険な存在だったことに、夢路は今いま更さらに気付いた。敬けい神しんの装そう甲こうは本来、刃物で斬れるようなものではない。

　怒りに見開かれた宇津星の眼めは、ガラス玉のように今にも飛び出しそうだった。

「き、貴き様さま、貴様は……状況の変化も把は握あくできんのかッ！　この役立たず！」

「え？　や、役立たずって……だって、俺、仕事しようとして……」

　籤方はしどろもどろに弁解した。

「この、疫やく病びよう神がみが──」

　宇津星はがっくりとうなだれ、敬神の首に触れた。

　砂利じやりの上に血が広がっていく。かっと白い眼を見開いたまま固まった敬神の顔には、作り物のような死の静せい謐ひつが漂っていた。

　……宇津星は、涙をこぼして鳴お咽えつした。

「あ、あの、俺──」

　戸と惑まどう籤方の肩を夢路が押さえる。

「ほっといてやれ。こいつらはとんでもない奴やつらだが──二十年来のダチ同士でな」

「だ、ち？」

「お前とその刀の関係みたいなもんさ」

　夢路は籤方が刀に持つ愛情を見抜いて、そう告げた。途と端たんに籤方は泣きそうな顔になった。

「お、俺、どうしましょう？　どうしたらいいですか？」

「人は死んだら、普通は生き返らん。俺にもわからんな」

　応こたえた夢路の作さ務む衣えの袖そでを、詩し乃のの細指が軽くひく。

「ん？」

「夢路様。キャラバンの増ぞう援えんが近づいております。視みえる神しん群ぐんだけで、バゼン、ルールーブ、クティカ、イシェーニ、デフィスボンスなどの覚かく醒せい者しやが、数人から十数人──すぐに第一陣が到着します。極めて、危険かと」

　抑よく揚ようのない声で、業務連絡のように告げる。奇妙な名前の数々は、いずれもその音以上に凶まが々まがしい重さをもって、詩し乃のの唇くちびるから紡つむがれていた。

　夢ゆめ路じは西の空を見上げた。晴れ渡った彼方かなたからは、小さな機影が二つ──徐じよ々じよに近づきつつある。







　低空を、二機のセスナ機が並んで飛んでいる。

　そのうちの一機の中に、幼い少女の黄色い声が響いた。

「あれー？　ねー、あれー？」

　甲かん高だかく一同に問いかけ、後部席に陣じん取とった少女は窓に頰ほおを押しつけた。黒髪につけた白のカチューシャから、白く細い兎うさぎの耳がぴんと伸びている。そのままではうかがえないが、飾りの耳の中には本物の触覚があった。

　縦横にでっぷりと太った老ろう爺やが少女の頭を押さえつけ、ペン型の望遠鏡で島を眺める。

「おーもーいー！　手ぇどけてぇぇぇ」

　じたばたと暴あばれる少女を無視して、老爺は島の上を見渡していく。

　傷の目立つアクリル窓の向こうの島は、平たい密林に覆おおわれていた。高たか台だいになった鳥とり居いの向こうには、大勢の島民の姿が見える。

「む──あの灰色の作さ務む衣えは──夢路はんか。隣の娘は詩乃やな。おう、宇う津つ星ぼしと幻げん三ぞう先生もおるわ。揃そろっとる揃っとる」

　普通なら見えないような小さな人々の顔を、老爺は事もなく識しき別べつしていった。

「おぅ、フローラ、ファウナ、もう起きぃな。着いたで」

　老爺は、縦三つに区切られたセスナ機の中央列で、仲良く眠りこける双ふた子ごの肩を小こ突づいた。

　年の頃ころは十六歳ほど、同じ顔をした娘二人は、揃ってうっすらと眼めを開ける。

　一方は青みがかった銀髪碧へき眼がん。

　もう一方は、赤みがかった金髪茶ちや眼がん。

　双方とも、全体に薄めの髪の色には、眼と同色のメッシュが入っている。

「んー？　もう着いた？　……ファウナ、ちゃんと起きなさい」

「……お姉ちゃん、私、まだ眠いー。代わりに起きてー」

「……しょーがないなぁ」

　金髪茶眼は眠り直し、銀髪碧眼は寝ね惚ぼけ眼まなこを指先で擦こすりながら、操縦席に視線を移した。

　操縦桿かんを握る《盲もう目もく》の青年の耳元に、軽く唇を寄せる。

「誠せい二じくん、おはよ。どんな感じ？」

「滑走路になりそうな場所はないですね。水の上に降りますんで、泳いでってくれます？」

　病的に白い青年は、瞑つぶったままのまぶたを娘に振り向かせていった。眼は見えないはずだが、彼には物が視みえる。ちょうど闇やみに暮らす蝙蝠こうもりのように、その識しき別べつ感覚は常じよう人じん離れしていた。

「えー？　水着、忘れちゃった。ひょっとして私の裸はだか、見たい？」

　娘は誘ゆう惑わくするように、青年の耳元で甘あまく囁ささやいた。誠せい二じと呼ばれた青年は顔色も変えず、慣例とばかりに適当に頷うなずく。

「えぇ、ぜひ。ぜっっったいに、見れませんけどね」

「おいおい、バカンスにきたんとちゃうで。それに翼つばさの下のぁ、飾りかい」

　老ろう爺やが手の甲で窓をたたいた。その外側には、水上での移動と着陸、双方を可能にするフロートがついている。

「でも、港まで入って、飛行機を壊こわされたくないですし」

「──それが本ほん音ねかい。えぇから奥までいこうや。宇う津つ星ぼしからの情報じゃ、連中は空飛ぶいう話やないか。海ん中で追っかけまわされんのはかなわんわ」

　太った老爺は財布からびい玉を取り出した。

　その通信球は宇津星ではなく、同種の能力を持つ北きた戸どという能力者から預かったものだった。したがって情報も、宇津星から北戸を経由して伝わることになっていたが、肝かん心じんの通信は少し前から途と絶だえたままである。今一つ、状況は摑つかめていない。

「しかたないなぁ。壊されたら弁べん償しようしてくださいね」

「んなもん、必要経費で落とさんかい」

「それをやりすぎて今、金かね食くい虫むし呼ばわりされているんですよ」

　青年は応こたえて、盲もう目もくの眼めを閉ざしたまま、機首を海面に向けた。

　老爺は握り締めたびい玉に向けて、低く呟つぶやいた。

「北戸さん。聞こえとるか？　もうすぐ着くわ。上陸するまで、連中を足止めするよう宇津星に伝えてくれや。飛行機落とされたらかなわんからなぁ」

　聞こえているかはわからなかったが、老爺はそれだけ呟くと、傍かたわらの幼女に顔を向けた。

「誰だれか飛んできたら、いちおう、軽く迎げい撃げき頼むで」

「御ぎよ意いっ♪　おっけー、まっかしときー」

　カチューシャの隙すき間まからのぞく兎うさぎの耳をひくひく動かし、少女はセスナ機の窓を開けた。潮風が激しく吹き込んでくるのに髪を乱し──不意に目つきを厳きびしく変える。

「──飛行機、停とめて」

　舌した足たらずな口調に、有う無むを言わせぬ険けわしさがあった。

「あぁ？　なにいうとる。まだ距離が──」

「はやく停めて。もうすぐ、物もの凄すごく大きな門が開きそうだから。あの島の神しん群ぐん、私らに気づいて逃げ出す気だよ。向こう側に」

　機内の一同に緊張が走った。唯ただ一人、眠り直した双ふた子ごの片割れ、ファウナのみが反応していない。

「夢ゆめ路じはんも幻げん三ぞう先生も、あの島におるんだがなぁ──」

「夢路さんは大丈夫でしょ。他も運が良ければ助かるわ。救出のためにも、私らはここで待機しましょ」

「よっしゃ。向こうの機にも連絡しとけや」

　老ろう爺やにいわれ、操縦席の青年は通信機のヘッドホンマイクをつけた。

「もしもし、ティギーさん？　神しん群ぐんが異い界かいへ逃げ込むようです。ここらで止まって──えぇ？」

　盲もう目もくの青年は通信の最中に頓とん狂きような声をあげた。

「なんじゃい？　どうした」

「──いえ、逃がしたくないから、逃げられる前に捕まえるって──向こうはこのまま、突っ込む気です」

「ち──これやから、強行派の馬ば鹿かどもは！　空なんぞ悠ゆう長ちように飛んでたら吸い込まれるで」

　老爺は舌打ちして自らの額を叩たたいた。

「仕方ないわよ。指揮系統も違うんだし、ほっときましょ。私らは神群なんかより、自分の命最優先。特とつ攻こうに付き合う義理もないしね」

　軽く呟つぶやいて、植物相フローラの名を持つ娘は、大きく欠伸あくびを一つ。

「決定。私らはここで待機してましょ」

「異議なーし」

　幼女が声を重ね、ポケットから取り出したラムネ菓子を小さな口に放り込んだ。

　二機のセスナ機のうちの一機は、緩ゆるやかに旋せん回かいしつつ、凪ないだ海に着水した。







「──一機、降りました」

　詩し乃のがぽつりといった。

　遠くの水平線に、水陸両用機の機き影えいが落ちた。一方は依い然ぜんとして、まっすぐに突っ込んでくる。

「だが一機は来る。降りた一機は見届け役か──？」

　夢路は口の中でもごもごと呟いた。

　──釈しやく然ぜんとしない。そんな顔をしている。感情の色が見えないために、心しん弥やにもその内面はわからなかった。

　島民達の幾人かが、迎げい撃げきのために飛び立っていった。透とう明めいの六枚翅はねを蠢うごめかし、裸はだかの人間が次々に飛び立つ光景は、どうしても現実感に欠けていた。

　弓ゆみと心弥、二人の傍そばに、島民の誰だれかから渡された羽は織おりをまとった朱あか羽はが歩み寄る。

　心弥はさっと後ろに弓をかばおうとしたが、弓はその手をすり抜けて、逆に心弥の前へ出た。

　なまめかしく光る白い背には、三対つい六枚まいの翅はね──

　心しん弥やと再会を果たしてからこれまで、弓ゆみは一言も口をきこうとしていない。

　そこに、今まで意識もしなかった確かな〝溝みぞ〟があることを、心弥は改めて思い知らされた。

　その溝は新しくできたものかもしれないし、あるいは今まで気付かなかっただけかもしれないが──心弥は後者のような気がした。

　溝は最初から、ずっとそこにあった。今まではただ、その広さと深さを意識する機会がなかっただけのことである。

　感情色には、相変わらずの白さだけが目立った。

「露つゆ草くさ──」

　後ろ手を縛しばられたまま、心弥は弓の前にもう一度回り込もうとした。機先を制して、弓が振り返る。

「──ごめん。私、ここに残るから。見たでしょ？　──この背中」

　弓は寂さびしげな微笑を心弥に向けた。

　ふと心弥は、弓に置いていかれたような感覚を憶おぼえた。

「私、人間じゃなくなっちゃったし──帰れないよ、向こうには」

　耳を塞ふさいで、ついでに弓の口も塞ぎたかった。しかし、両手は縛られて動かない。

「──本気で言ってるのか」

「──だって、もう向こうで普通に暮らせる自信ない。心弥ちゃんにだって──余計な迷めい惑わく、かけちゃいそうだし」

　弓はうつむき加か減げんに、心弥から視線を逸そらして呟つぶやいた。

「そう。普通に暮らしたいのであれば、この島が一番の居場所です。周りの全すべてが、理解者なのですから」

　そういって、朱あか羽はは弓の震える両肩に細い手を載のせた。

　理解者──

　その言葉が、心弥の耳にやけに痛く響いた。

　心弥は、弓が幼なじみとしての自分を信じていないとは思わなかった。十年来の付合いでもある。

　ただし、付合いの長さの割に信じきれてはいないことも確かだった。弓の態度は、そのことを証明している。

　心弥は激しく苛いらついた。それは弓にというより、自身に向けられた苛つきだった。

　揃そろって島から出るのが難しいとなれば、さしあたっての選せん択たく肢しは二つ──

　彼女を残して、島を出るか。

　それとも共に、島に残るか。

　前者には選択肢としての価値すらなかった。わざわざ優先順位を間違えるつもりもない。

　後の問題は──弓ゆみ本人の意志だけだった。

　心しん弥やは頭の中で考えるのをやめた。

　これまでずっと、弓の感情の色を見て、それに応じて合わせてきた。その結果がこれなら──もう、考えるだけ損だと思った。

　言いたい事をそのまま言うつもりで、心弥はゆっくり口を開いた。

「……露つゆ草くさ──」

　言おうとした。邪じや魔まさえ入らなければ、心弥はその言葉をはっきりと伝えられたはずだった。

　唐とう突とつに、島の大地が怒ど号ごうをあげた。

　心弥の声は半なかばで轟ごう音おんにかき消された。足元が激しく揺れる。

　空を仰げば、セスナと島民達はまだ接せつ触しよくもしていない。

　ただ──

　ただ、ついさきほどまで真まっ青さおだったはずの空に、渦うずを巻くような雲が、低く形を為なしはじめていた。

　奇妙なことに、その雲は島の一いち隅ぐう──朱あか羽はが『千ち尋ひろの泉いずみ』と呼んでいた、村長宅の庭の泉のあたりから、竜たつ巻まきのように沸わき上がっている。

　早回しのフィルムのようにぐるぐるとたなびきながら、雲は素早く島の上空を覆おおっていった。異い様ように低く立ち込めた空には、墨ぼく汁じゆうを混ぜたような黒い筋も見える。

　ほんの数秒の間に、まるで夜が訪れたように辺あたりは暗くなった。

　一度は飛び立った鳥人達も、戸と惑まどいつつ、地に降り直す。

　地震──

　心弥がまず考えたのはその可能性だったが、空の様子は明らかにそれだけでない何かを示し唆さしている。

　暗い島の上を、湿った風が吹き抜けた。大地は依い然ぜんとして揺れ続け、ただ立っているのもままならない。

　言葉を途中で失い、心弥は激しい揺れのため前のめりに転んだ。縛しばられたままの手では体を庇かばうこともできず、顔面から玉たま砂利じやりの中に突っ込む。

　砂利の下の、湿った土の生なま臭ぐさい匂においが口の中に広がった。

「心弥ちゃん！」

　揺れながら弓の声が響いた。心弥は立ち上がろうとして、しかし揺れに脚あしをとられてまた転げる。せめて手が使えれば四よつん這ばいにもなれそうだったが、今の状態ではまともに立つことも覚おぼ束つかない。

　数瞬のうちに、島には夜が訪れていた。

　転げた心弥は上空を仰ぐ。

　黒く淀よどんだ雲の渦──台風の目にも似たその中心には、あろうことか満天の星空が広がっていた。

　たった今、地震の前までは青空が高く抜けて広がっていた。ほんの数秒の間に、夜になったわけもない。

　心しん弥やは呆ぼう然ぜんと、その『別の宇宙』に眼めを奪うばわれた。

　そこは心弥の知る星空とは明らかに異質の空間だった。

　星々の明かりには、白色や黄色よりも、毒どく々どくしい桃色や緑色が極端に目立つ。安物のミラーボールが回転しているかのように、それらは常に色を変化させていた。

「なるほど──そうきたか」

　少し離れた位置で、夢ゆめ路じが鉄煙管キセルをくわえながら呟つぶやいた。こちらも揺れのために尻しり餅もちをついたままの格かつ好こうである。

　長い地震だった。揺れが止む気配も一いつ向こうにない。

　縦横に激しく続く揺れの中、倒れたままの心弥を弓ゆみが抱き起こした。

「心弥ちゃん、大丈夫⁉　怪け我がしてない⁉」

　間近に顔を寄せてくる。

「う、うん。悪いけど、後ろの手、ほどいてくれ」

　地響きのために、互いの声も途と絶だえがちに聞こえた。

　弓はたどたどしい手つきで、心弥の腕を縛しばるネクタイを解きはじめた。

「あ！　ちょっと、動かないで！」

「動いてない。地面が揺れて──」

　弓はぐっと心弥に体を密着させて、結び目に集中した。素肌の柔やわらかい感触に、心弥は事態を忘れて顔を紅こう潮ちようさせた。

　地面と共に揺れながら──心弥は、周りの景色が変わっていく感覚を憶おぼえた。はっきりとはわからないが、長い地震の中で、ゆったりと空が落ちてくるように見える。

　心弥の腕の束そく縛ばくがほどけた。

　一方で揺れは、いよいよ激しさを増していく。

　舞いあがった玉たま砂利じやりが、磁じ石しやくに吸い寄せられるように星空へと昇っていった。風はそれほどに強くない。島の全体に、何か理り不ふ尽じんな力が働いているようだった。

　轟ごう音おんと振動の満ちた島の上、多くの人々は戸と惑まどいながら空を見上げていた。

　詩し乃のと夢路もまた、揃そろって雲の中心──その向こうに広がる星空を見み据すえる。

「夢路様。異い界かいの門が開きます──」

「あぁ。増ぞう援えんの覚かく醒せい者しやの中に苦にが手てでもいたかな。ハタニアスは、どうやら逃げる気だ」

「……なんなんですか、あれ？」

　心弥はようやく自由になった手で、砂利まみれの顔をはらいながら問い掛けた。

「ここにいる神しん群ぐんが、攻めてくる奴やつらを察さつ知ちして、別の世界へ逃げようとしている。巻き込まれんように何ど処こかにつかまっておけ。それほど長くはかからんはずだ」

　そう声をかけておいて、夢ゆめ路じは小こ脇わきに詩し乃のを庇かばった。

　朱あか羽は達島民の多くは、ただ呆ぼう然ぜんと雲に覆おおわれた空と、その中心にのみ拓ひらけた星空を見上げていた。

「──地鳴りが長いな。もういいかげんに、出てきてもいい頃ころだが──」

　夢路が呟つぶやいた。

　次第にその顔が硬こう直ちよくしていく。

「──詩乃。俺おれの気のせいならいいんだが──」

「おそらく、私も同じことを考えています」

　夢路は足元に視線を転じた。

「なんですか、一体。なにかまずいんですか？」

　夢路の顔色に、心しん弥やは只ただならぬものを察した。無言で見守る弓ゆみの顔にも不安が濃い。

「まずいといえば──まずい」

　境けい内だいには玉たま砂利じやりがひどく舞い上がり、視界はほとんどなくなっていた。幻げん三ぞうと宇う津つ星ぼし、籤くじ方かたも、それぞれに身動きはしないながら、心弥達から見える位置にすわりこんでいる。全員が、いつ止むとも知れない地震が止むのを、おとなしく待つ風ふ情ぜいだった。

「こいつは、読み違えたらしい──」

　いつまでも終わらない地震の中、夢路の言葉は砂を嚙かむようだった。







　増ぞう援えんに来たはずのフローラ達は、水上に浮かぶセスナ機から徒と帰き島を眺めていた。

　いずれもが、呆ぼう然ぜん自じ失しつの態ていにある。

　青せい雲うんの息吹いぶき──

　ハタニアスの巨体が、目の前に浮いていた。

　その巨体とはすなわち、島の『全体』でもある。

　周囲にして約十ｋｍ──

　徒帰島──否いや、ハタニアスは岩盤とその上の森、集落を揺らしながら、海中から巨大な円盤となって浮かび上がった。その上にはまだ、ほとんど全すべての住人達が残っている。

　浮かぶ島の底面を、トンボによく似た複ふく眼がんがびっしりと覆おおっていた。一つ一つが、両腕を広げてもまだ足りない大きさをもち、赤黒い輝きを籠こもらせている。

　その様子は、巨大な熟うれきった石榴ざくろの実を思わせた。

　島は高く高く、理り不ふ尽じんな力で虚こ空くうの空へと昇っていく。

　海鳥達がその周囲を舞う。

　彼らはちょうど石榴の実をついばむようにして、ハタニアスの複眼を少しずつ食っているようだった。

「なんなの……あれ」

　双ふた子ごの片割れ、ファウナが悲鳴じみた声をあげた。

「神しん群ぐん、やろうなぁ。しかしでかい──」

「確かに大きすぎ──ちょっと！　あれ、夢ゆめ路じさん達、脱出できるの？」

　フローラが言うそばから、島はするすると上空に昇っていく。

　制止をきかずに突っ込んだもう一機のセスナは、いつのまにかその姿を星空の向こうに消していた。高度を高くとったために、取り込まれたらしい。

　雲の間に見える真昼の星空は、こことは別の世界に通じるはずの扉とびらだった。これまでにそこをくぐってこちら側に戻って来た者も、少数ながらいないわけではない。ただし、彼らの多くは発はつ狂きようするか、あるいは廃はい人じん同様となっていた。

　一方のセスナは、その禁きん断だんの〝向こう側〟へ、望むと望まざるとに関かかわらず旅立った。

　島の質量がなくなった部分に海水が流れ込み、波は強さを増しつつある。

「夢路さん達──終わったかも」

　揺れるセスナ機の中で、フローラが忽こつ然ぜんと呟つぶやいた。反論は、機内の何ど処こからも起きなかった。







　地震じゃない──

　島そのものが『上昇』していることに心しん弥やが気づいたのは、風景の変化が決定的になってからだった。

　すぐ周りでは何も変わっていない。しかし、砂利じやりの嵐あらしの向こうにわずかに見える波だけが、異い様ように遠くなっていた。

「逃げるぞ！　急いで海に飛び込めば、間に合うかもしれん」

　ほぼ四よつん這ばいになりながら、夢路が声を張った。

「このままだと、島と一いつ緒しよに俺おれ達まで異い界かいに連れて行かれる。俺達は神群の『上』に乗っていたんだ。くそ──てっきり、島の中央に埋うまっているとばかり思っていた。神群そのものが島に──」

　夢路の忌いま々いましげな声の意味を、心弥は咄とつ嗟さには測りかねた。しかし切せつ迫ぱくした事態であることは疑いようがない。

「い、異界って──？　それにあの空──」

　弓ゆみは空に据すえた視線を震わせた。

「とにかく走れ！　島の連中も──」

「──間に合いません。港までは走っても五分ほどかかります。この揺れの中では、まともに走れませんし──波は谷たに様さまの住む世界ならば、そこもよろしいかと存じます」

　朱あか羽はが死人の眼めで呟つぶやいた。

「正しよう気きか⁉　向こうに行けば、まずこちらには帰れんぞ」

　夢ゆめ路じが叫ぶ。

「帰りたくなくなるかもしれませんよ──」

　朱羽は静かに呟いた。

「所しよ詮せん、こちらの世界では、波は谷たに様さまにお仕えする我々は異い端たんなのです。ですが、あちらでは──」

　生気の感じられない眼から、涙が滴したたった。

　詩し乃のが夢路の腕をきつく握った。

「夢路様。この女、既すでに壊こわれております」

「──なに？」

「私達は、ハタニアスの特性を勘かん違ちがいしていました。この女達が、生き返った時点で気付くべきでしたが──ハタニアスはこの島の覚かく醒せい者しやを、意識をもたせたまま、外部への触覚として自分の体の一部にしているようです。肉体を再構成させる時に、なんらかの影響を与えたのでしょう」

　詩乃は、心しん弥やにはよくわからない言葉を次々に紡つむいだ。しかし一方で、夢路は納なつ得とくしたように肯うなずいている。

　朱羽が──

　弓ゆみを追ってきた長老達が──

　村長の勘かん之の介すけが──

　包囲の島民達が皆、暗い星天を仰いで呆ほうけたように笑っていた。

「この島は──いえ、ハタニアスは、覚醒した彼らにとっては〝自分の体〟そのものなのです。説せつ得とくは無む駄だです」

「俺おれ達まで付き合う義理はないな。幻げん三ぞう！　宇う津つ星ぼし、籤くじ方かた、〝こっち〟にいたかったら、お前らも走れ！」

　宇津星は敬けい神しんの首を見み据すえたまま、膝ひざをついて動かなかった。

　夢路は地震の中を、詩乃の手をひいて駆け出した。幻三が背を追うと、籤方も戸と惑まどいながらその後ろへ続く。

　心弥も慌あわてて後を追おうとした。

　つかんだ弓の手が、つ──と、ふりほどかれた。

「……露つゆ草くさ！　なにやってんだ！」

「ごめん──私、やっぱり行けない」

　弓は眼に涙を溜ためて微笑していた。

　その寂さびしげな微笑を見て──心弥は、心しん底そこから頭にきた。

「この馬ば鹿か！　羽の五枚や六枚、むしりとっちまえば関係ないだろ！　いいから来い！」

　珍めずらしく乱暴なことを言って、心しん弥やは弓ゆみの腕を力任せにひいた。

　弓の顔から躊躇ためらいは消えない。しかしそれでも、心弥の勢いに流されて、境けい内だいを引きずられて行く。

　土つち埃ぼこりが量を増して浮遊していた。それらを手で振り払いながら、心弥は一行の殿しんがりから弓を引いて走る。

「──夢ゆめ路じ様。間に合いません。異い界かいの門に引き込まれます」

「──巻き込んですまん。俺おれの失策だ」

　走りながら、舌打ちまじりに夢路はいった。

「いいえ。ついて来て良かったですわ。夢路様一人を、あちらに行かせずにすみますので」

　星の天てん井じようが近づいていた。

　反対に、海の景色は決定的に遠ざかっている。

　もし仮かりに港側まで辿たどり着いたとしても、そこから飛び降りて無事で済む高さには見えない。如何いかに下が海面とはいえ、ある程度の高さが生まれてしまえば、落ちた時の衝しよう撃げきはコンクリとさして変わらなくなる。

　しかし海上に行けさえすれば、そこには島の漁船も残っているはずだった。

　諦あきらめたような会話を交わしつつも、夢路と詩し乃のは、走っている──







　羽の五枚や六枚、むしりとっちまえば──

　心弥の声が、弓の意識に響いた。

　──本当にそれだけかな、と弓は思った。自分の体の変化が、決してそれだけとは思えない。

　心弥が人ひと質じちにとられた時──弓は確かに、自分の意志で勘かん之の介すけ達を吹き飛ばした。

　同じことが、今もできそうな気がした。それはおそらく、朱あか羽は達にもできなかったことである。

　せめて迷めい惑わくをかけた心弥だけでも、助かって欲しいと思った。少なくとも、巻き込むことはできない。

　上空の星空には嫌いやな気配が満ちていた。心なしか、吹いてくる風には腐ふ臭しゆうに似た匂においさえ感じる。

　色とりどりの星々の、けたたましいきらめきには、毒どく茸きのこの森を眺めるような気味悪さがあった。

　あんな所に──

　行きたくはなかった。そしてもちろん、心弥にも行かせたくない。

　弓は、すう──と息を吸った。

　コツはよくわからない。ただ体の延長に、見えない手が一本、増えたような違和感がある。風を操あやつるのは、それほど難しいことではないような気がした。

　夢ゆめ路じ達が石段を飛ぶようにかけ降りていく。

「心しん弥やちゃん──」

　段の半なかばで、弓ゆみは強ごう引いんに脚あしを止めた。心弥は身を引き戻されて、蹈鞴たたらを踏む。

「馬ば鹿か！　なに止まって──」

　ぐい。

　弓は幼なじみの腕をひきながら、自分は一歩、前に出た。

　そのまま片手を心弥の頰ほおに添そえて──

　軽く、唇くちびるが触れ合った。







　──硬こう直ちよく。

　事故かと思うような唐とう突とつさだった。

　──よりにもよって、こんな時に。

　そんな思いと、

　──これはなんかの間違い。

　そんな思し考こうが重なって、心弥は抵てい抗こうもしない代わりに、積極的にでることもなかった。

　時間はほんの数秒だったように思った。あるいは、一秒と経たっていなかったかもしれない。

　本当にほんの少しの間、触れ合っただけ──その一瞬だけ、心弥は溝みぞの存在を忘れた。

　──気付いた時には、弓は身をひいて、微笑。




「じゃあ、ね」




「──え？」

　覚かく悟ごの『銀色』。

　まず見られない色彩を目にした心弥には、問い詰める間まもなかった。

　突然の強風が激しく体の周りを覆おおい、その体を宙に舞い上げた。

　弓は装しよう束ぞくを抱えて、静かに軽く空に舞っていた。その姿が否いや応おうなしに遠ざかっていく。

　先を走っていた夢路と詩し乃のも。

　幻げん三ぞうと籤くじ方かたも。

　風によって、その体を石段から吹き飛ばされていた。

　すぐに弓の姿は風の向こうに見えなくなる。

　めまぐるしく回る視界に、黒い海面が飛び込んできた。先導していた夢路達がまずそこへ落ちていく。下から吹き上がる突風のために、落下の勢いは大きく削そがれた。

　次々と水みず飛沫しぶきを上げて、知った顔が海に落ちる。

　最後に心しん弥やが落ちた頃ころには、もう最初に落ちた詩し乃のが海面に顔を覗のぞかせていた。

　塩しお辛からい海水が眼めと鼻に染しみた。もがきながら、心弥は水の上に出る。

「ぷはっ！」

「心弥君、無事か⁉」

　少し離れた位置から、幻げん三ぞうが声を張り上げた。心弥は慌あわてて辺あたりを見回す。

　正面には幻三がいる。夢ゆめ路じと詩乃。後ご生しよう大だい事じに刀を抱えた籤くじ方かた。

　一いち様ように呆ぼう然ぜんと、海上に漂っていた。

　その中に、探している顔がない。

「──あ」

　空を見上げていた籤方が、気の抜けた声を発した。

　雲の渦うず巻まきの中心──その星の海に、徒と帰き島が吞のみ込まれていこうとしていた。

　海に隠かくれていた島の下部からは、岩いわ肌はだから顔を出したいくつもの赤黒い複ふく眼がんが、下げ界かいに別れを告げるように光っている。

　逆ぎやく円えん錐すい型けいに削がれたその中央に、紅あかく爛ただれた生き物の肌はだらしき部分が露ろ出しゆつしていた。それは舌にも見え、あるいは火傷やけどの痕あとのようにも、また変形した女性器のようにも見える。

　大気への小こ刻きざみな振動を残しながら、島は雲の奥に消えていき──しばらくすると、寄り集まった雲が萎しぼみ、その門を閉じはじめた。

　門の隙すき間まに、みるみるうちに暗雲が吸い込まれていく。

　数分と経たたないうちに、頭上には南国の抜けるような青空が戻ってきた。

　海は凪なぎを取り戻し、彼方かなたにはただ、島の港があった場所に十隻ほどの漁船が取り残されている。

　心弥は、強く握り締めた拳こぶしの中に異物を感じた。

　関節の硬かたい指をぐっと押し広げる。

　手の中には、エジプト風の装飾の、安っぽいメッキの指輪が一つ──

　最後の一瞬に、それこそ形かた見み分わけのように寄越されたものらしかった。

「──っの、馬ば鹿かっ──……」

　間抜けなほどに青い空を憎にく々にくしげに見上げ、心弥は生まれて初めて、本気でその罵ば声せいを吐き捨てた。

　相手と自分。

　その、双方に向けて。
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　雨も風も強かった。

　南の海上で発生した台風は、本州にはかすりもしない代わりに、太平洋上の離島を順に直撃するルートをとりつつある。

　各島に大雨と強風波は浪ろう注意報が発令されるのも、被害が出ないうちは夏の風物詩といっていい。ことに真水のない島にとって、雨は天の恵みでもある。

　ただし、この年の八月に発生したその台風の場合、事情が少々異なった。

　まず第一に、小さな離島の『徒と帰き島じま』で、その台風の直撃より少し前に、原因も定かでない局地的な大地震が発生したこと。

　そして第二に、地震による津つ波なみのためか、島の岩盤を含むほとんどが、海へと流されたらしいこと。

　その二つの事情から、ただでさえ生存者が絶望視される中で、大規模な救難活動を始めようとした矢先の台風直撃だった。

　それでも嵐あらしの中心を避さけて、幾いく隻せきもの巡じゆん視し艇てい、ヘリが洋上を巡っていたが、遺い体たいはおろか、家屋の破片すらも見つかる様子はない。

　──それはそうだ、と、夢ゆめ路じは口の端で笑った。

　徒帰島の〝消失〟──

　あれから二日が経たっていた。

　仲間のセスナ機に拾われた夢路は、近くに漂っていた島の漁船をかっぱらい、心しん弥やや幻げん三ぞうをＮ島まで送り届けた。

　そのついでにセスナ機の給油を済ませ、昨日から台風の中、付近を飛び回っている。

　今の夢路は詩し乃のを連れて、徒帰島から二番目に近い無人島に来ていた。乗ってきた水上飛行機は砂浜に待たせてある。

　雨中の密林にたった二人──レインコートのみの軽装で、歩を進める。

　風雨は吹きつけるように強かったが、台風の外周にかすっているだけで、嵐はそう長く続かないはずだった。ただ、嵐が止むのを待っていると、『獲え物もの』に逃げられる恐れがあり、そのためにこの強行軍になっている。

「夢路様。この先です──」

　風に声をかき消されながら、先導する詩乃がか細く呟つぶやいた。夢路は、うん、と肯うなずいて、難なん儀ぎそうに荒い息を吐く。

「──少し、休みますか？」

「大丈夫だ。いいかげんに年だからな、俺おれも──」

「頭の中身はともかく、体はお若いでしょうに。夢ゆめ路じ様のはただの運動不足です。向こうへ戻ったら、なんなら私がお相手いたしますが？」

「いや。遠えん慮りよしとく」

　夏に似合わぬ悪お寒かんを感じて、夢路は苦にが笑わらいをもらした。雨風にさらされて体温は下がっていたが、熱帯の息苦しいほどの湿気のために、寒さを感じる余よ裕ゆうもない。

　横よこ殴なぐりの突風が頭上の木々を激しく揺らす。森の奥は木々が壁になって、多少は風が弱まっていたが、それでも時折、立ちすくむほどに強い風が体を叩たたいた。

　不意に周囲の風が凪なぐ。

　台風の目に入ったように、空気の流れが穏おだやかなものへと転じたが、狭い範囲のすぐ外にはまだ暴風が荒れ狂っていた。

「風を操あやつる力、か──おもしろい能力だ。カーマインあたりが知ったら放っておかないな」

「これも、ハタニアスの影響でしょうか」

「どうかな。島の連中は、風なんざ操れなかったようだし──そういやぁ、あの心しん弥やってガキもグランレイスの影響者なら、神具の絵を描いているかもしれん。案あん外がい、その影響との複合作用かもしれないぜ」

　夢路は小声で呟つぶやきながら、詩し乃のの一歩前へ出た。

「難しいことは、わかりません」

「別にいい。で、何ど処こだ？」

「あのガジュマルの木こ陰かげです。まだこちらには気付いていないようですね」

　詩乃は細く白い指で先を示した。

　夢路は慎しん重ちように足音を消しながら、大樹へと歩み寄る。

　幹の向こう側に、体育座りした娘の紅あかい袴はかまと雪せつ駄たがのぞいていた。

　すぐ背後まで気配を殺して近づき、夢路は低く呟く。

「こんな所で、餓が死しする気じゃあるまいな？」

　夏物の巫女みこ 装しよう束ぞくに透すけた弓ゆみの肩が、びくりと震えた。

　気配に怯おびえながら、その顔を振り向かせる。

　夢路は視線を逸そらせ、その場に座り込んだ。レインコートが汚れるのも構かまわず、脇わきに詩乃が正座する。

　弓は疲つかれきった顔のままに、すぐ夢路から視線を背そむけた。

　──男の顔は、うろ覚えながら覚えていた。幻げん三ぞうを探しに来たその親しん戚せきと聴いている。

「──なんで、ここがわかったんですか──？」

「先日は世話になったな。おかげで助かった」

　質問には答えず、夢路は軽く頭を下げた。

　弓はうつむけた顔を膝ひざの間に埋うずめる。

「──ついでです。心しん弥やちゃんの」

「充分だ。助けてもらったことにはかわらん」

　夢ゆめ路じは懐ふところから煙管キセルを取り出し、火もつけないまま口にくわえた。

「礼のついでに──ちょいと、話もあった」

「……ほうっておいてください」

　覇は気きのない声。

「そう、ふてくされんなよ。やるせなくなる」

　夢路は軽く笑った。

　弓ゆみはまるでそこにしか居場所がないかのように、ただ固まっていた。

「あっちへは行かなかったんだな。正しい選択だぜ。向こうはろくなとこじゃない」

　弓は特に返事もしなかった。会話が詰まる。

　夢路はしばらく考えあぐねてから、溜ためていたものを吐き出すように口を開けた。

「どうして逃げた？」

「──別に逃げたわけじゃありません。ただ、心弥ちゃんとは一いつ緒しよにいられないと思って──」

「お前が人間じゃなくなったから、か？」

　弓の返事はなかった。

「詩し乃の」

　夢路は傍かたわらの少女に流し目を送った。

　詩乃は肯うなずいて──レインコートを脱ぐと、自らのごつい首輪に指を這はわせた。

　二重になった留とめ具ぐを外はずす。

「おい、ちょっとでいいから、こっち見な」

　詩乃の手から首輪を受け取りつつ、夢路はそう声をかけた。

　弓は無気力な眼まな差ざしを、首輪を嵌めていた娘に向けた。

　その視線が硬こう直ちよくする。

　まばたきを二度。三度。

　本来ならば、喉のど仏ぼとけのある位置──娘のそこには、大きな目玉がたった一つ。
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　──ぎょろん

　夢路は詩乃の白い首筋に、ごつい首輪を嵌はめ直した。

　弓の視線はまだ動かない。

　娘の喉は、醜みにくく紅あかく爛ただれていた。その真ん中から、白目の目立つ〝生物〟の目玉が、確かに弓を見ていた。

「さっきの答えがこれだ。お前の居場所がわかったのも、この目玉のおかげでな。範囲と精度に制限はあるが、こいつは神しん群ぐんに影響を受けた者や、神群そのものを感知できる」

　低く静かに、諭さとすような声だった。

「──あ、あなた達──なんなんですか？　ひょっとして、朱あか羽はさんとかと同じ、新興宗教の──」

「宗教は関係ない。俺おれ達はあの波は谷たにとかを〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟て呼んでるけどな──

　奴やつらは、信仰によって成り立つ神さんとは質が違う。神群は、人に良くも悪くも影響を与える未知の存在の総称だ。『よくわからない空飛ぶもの』を、『未確認飛行物体』とかいうように、『よくわからない影響を人に与えるもの』が『迷宮神群』と呼ばれる。お前もこいつも、ある意味じゃその被害者かな」

　硬こう直ちよくから解放された弓ゆみは、怯おびえた眼めを夢ゆめ路じ達から背そむけた。

　夢路は構かまわず言葉を続ける。

「──あの、心しん弥やってガキがな──」

　その名を聞くや、弓の目元に先程とは別の動どう揺ようが浮いた。

「安心しな、Ｎ島まで送っといた。けどあいつは、お前があの島と一いつ緒しよに、向こうへ渡ったと思い込んでいる。それでまぁ、これから迷めい惑わくしそうなんだ、実際」

　夢路はにやりと笑った。

　弓は顔をうつむけたままだったが、その耳は夢路の言葉を聞き漏もらすまいと、敏びん感かんにそばだてられている。

「あのガキ、よりにもよって、〝異い界かい〟の門の開け方を教えろとしつこくてな。知らんといっても聞きやしねぇ。あの分じゃいずれ──自力で異い界かいへの渡り方を見つけないとも限らん。まぁ無理だろうが、はた迷めい惑わくな話だ」

　弓ゆみは嬉うれしそうな哀かなしそうな、複雑な形に眉まゆを歪ゆがめた。

「で、異界の門なんざ、そうそう開けられても困るんでな。しかもそれが無む駄だ骨ぼねならなおさらだ。つまり──」

　夢ゆめ路じが顎あごをしゃくった。座していた詩し乃のが動く。

　足音もなく弓の傍そばに寄り、隠かくし持っていた蔓つるの網を投げた。

　植物で出来た網は生物のようにからまって、弓の体を包み込む。

「……きゃ！　な、なにするんですかっ！」

「無理矢理にでも連れて帰って、少なくともお前がこっちにいることを、あのガキに証明せにゃならん。行方ゆくえをくらますのはその後にしてもらおうか」

　夢路は詩乃と二人がかりで、網にくるんだ弓をかつぎあげた。

「ちょ、ちょっと勝かつ手てにそんな！　降して！　人を呼──」

「呼んで誰だれか来るところかどうか、周りを見ればわかるだろうに」

　抗こう議ぎに応こたえて、夢路は肩にかついだ弓の背を子供扱いに撫なでた。

　蔓はきつく、少女の体を縛しばっていた。

　暴風雨の中に、夢路と詩乃は足並みを揃そろえて歩き出した。

　夢路がかついだ弓の体は奇妙なほどに軽かった。二日間、ほとんど飲まず食わずらしい。

　夢路は冗じよう談だんのつもりだったが、『餓が死し』はあるいは、的まとを得た指摘だったのかもしれなかった。

　溜ため息いき一つ。

「──彼氏に化ばけ物もの扱いされんのが、そんなに怖こわいか？」

　もがいていた弓の動きが、ぴたりと止まった。

「俺おれから見れば、翅はねの五枚や六枚、かわいいもんさ。あの心しん弥やってガキなんか、ことによったら遥はるかにヤバい」

「──え？」

「本人から聞け。今のお前になら、話す気になるだろ。そのためにもお前は、一度は帰る必要がある。そいつが責任てもんだ」

「で、でも私──もう」

「人間じゃない、ってか？」

　夢路は含み笑いをもらした。

「確かに、お前は変わってる。普通は覚かく醒せいした奴やつは、それでも自分が人間だと信じていたがるもんだ。少なくとも、覚醒してすぐに自分を化物呼ばわりする奴は珍めずらしい」

　嚙かんで含めるように、夢路は呟つぶやいた。

「だけどな、人間でいようとする限り、そいつはやっぱり人間だ。反対に、生物学上は問題ない『ヒト』でも、そいつが自分を人間じゃないと考えていれば、そいつは人間じゃないかもしれない。自分が人間かそうでないかを決めるのは他人の眼めじゃなく、結局はお前自身だ。よく憶おぼえとけ」

　弓ゆみは応こたえなかった。ただじっと、顔を袖そでで隠かくし蔓つるに覆おおわれている。

「もっともお前には、人間じゃなくなる覚かく悟ごはないな。単に彼氏に嫌きらわれるのが怖こわくて、あいつの眼から逃げているだけだろ？」

　くっくっ、と、無責任に笑った。

「──何も知らない人に、そんなこと言われたくない」

　呟つぶやいた弓の声には、八つ当たり気味の静かな怒りが籠こもっていた。

「確かに知らんね、なんにも。だが、お前も口ほどにわかっているようには見えないぜ。迷いがあるなら、考えるより行動した方がいい。それにお前の心配は、杞き憂ゆうって奴やつだ」

　確信のある口調だった。

「本当に──心しん弥やちゃん、私のこと嫌いになってませんでした……？」

　心細げな弓の声は、幼い子供と同じだった。夢ゆめ路じはついつい吹き出した。

「くくっ。幻げん三ぞうが気に病やむわけだ。ガキってのは可愛かわいいね」

「それは、私へのあてつけでしょうか？」

　首輪の娘が澄んだ声で問う。

「馬ば鹿かいえ。お前だってまだまだガキだ」

　そういって、夢路は娘の髪に濡ぬれた指を突っ込み、手荒に撫なでまわした。

　弓が顔をあげると、夢路の背後を歩く首輪の娘は、微かすかに頰ほおを上気させていた。嬉うれしいらしいが、笑顔は見せていない。

「あの──それで、心弥ちゃんは──」

「俺おれが言うこっちゃない。自分で確かめろ」

「──降ろしてください。自分で、歩きます」

　弓は唇くちびるを震わせていった。

　夢路の顔に、子供を見る親に似た微笑が浮いた。

　土の上に弓を降ろす。

　詩し乃のも繊せん手しゆを伸ばし、弓の体にきつく絡からまった植物の蔓を解ほどきはじめた。

　手を動かしながら、夢路は思い出したように口を開いた。

「一つ、いいことを教えといてやる。どんな人間も──この地球にいる生き物なら、誰だれでもある神しん群ぐんの影響からは逃れられない。お前の彼氏どころか、知人友人全部、含めてな。つまり人間は全員、生まれた時から化ばけ物ものになる素質があるのかもしれん」

　夢路の言葉に、弓は端たん正せいな目元を不安げに揺らした。

「俺おれ達はそいつを〝銀の司し祭さい〟って呼んでる。お前も見たことがあるはずだ」

「え──？」

「神しん群ぐんてのは、生き物にすら見えないことが珍めずらしくない」

　夢ゆめ路じは台風に支配された曇どん天てんを見上げた。

「今も俺達を、ずっと、ずうっと上から見下ろしているかもしれん。三十八万、四千四百キロの上空から、な。影響の受け方は様々だが、昔は覚かく醒せいした連中はだいたい、魔法使いとか魔女とか呼ばれていた」

　弓ゆみは夢路と同じ空に視線を向け、いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「あなた達──本当に、何なんですか？」

「自己紹介がまだだったかね？　俺は翁おきな居い夢路。翁おきな堂どう店主・幻げん三ぞうの父親だ。ちょいとわけありで、外見はこんなだがね。ま、やるせねぇ話さ」

　台風が抜け、無人島に降っていた雨は急に止みつつあった。まだ暗い空を見上げて、夢路は眼めを細める。

「こんな俺でも、まだ人間やってる。お前みたいな青あお二に才さいが人間捨てるのは、百年早いな」

　言い置いて、ふらりと立ち上がった。

　弓に絡からまった蔓つるの網はすっかり解ほどけていた。

　見渡せる遥はるか南の空では、雲が次第に晴れつつある。










　部屋の蒸むし暑あつさに、心しん弥やはうなされながら眼を覚ました。

　窓の外の陽ひは高く、時刻が既すでに昼近いことをうかがわせる。

　ブラインドから差し込む真夏の日差しは強烈だった。

　部屋の壁には、弓が仕立てたらしい浴衣ゆかたが乾いて掛かっている。

　──結局、本人に確認はできていない。

　汗の染しみたシャツを着替え、暑しよ気きと眠気にあてられて揺らぐ足取りのまま、心弥は廊ろう下かへ出た。

　旅行前に冷蔵庫を空からにして、今朝は朝食も何もない。翁堂へ幻三を訪ねるついでにコンビニで済ますことにして、玄関に歩く。

　こんな状況でも、腹が空すくのが何か不思議だった。

　ぼんやりと惰だ性せいで玄関を抜けようとして、心弥はそこで脇わきに異物を感じ、視線を転じた。

　細い針金が──四本。

　靴箱の上に、忘れ去られたように転がっていた。

　うち二本は、弓ゆみが数日前に置き捨てたもの。

　新たに加わった二本は、出で所どころが知れない。

　首を傾かしげた心しん弥やは、足元に脱ぎ捨てられた雪せつ駄たを見つけた。

　そこで初めて気付く。

　やけにタバスコの効いた匂においが、居間の方から漂っていた。




　屋根の上では、一羽のカラスが置物の風かざ見み鶏どりを必死に突ついていた。

　まだまだ、諦あきらめる風ふ情ぜいはない。





了　　









電子書籍版　あとがき




　おそらく多くの方がお察しの通り、迷宮神群という要素を思いついた背景にはＨ・Ｐ・ラヴクラフトが紡いだ『クトゥルフ神話』の影響がありました。

　触れた者を狂わせる異形の神々、土着の信仰、謎の秘密結社に怪奇な現象――と、多くの書き手と読者に愛されているなんとも魅惑的な題材です。

　雰囲気作りや舞台設定、また〝人間を変質させる神々〟という点では実際にかなり影響を受けていまして、特にこのパラサイトムーン一巻の〝閉鎖的な地域＋土着の信仰〟の要素なんて、まさにお約束のテーマでした。




　ただ、クトゥルフの神々は多くの場合において超越的な存在で、人間ごときでは太刀打ちできないことが多いのですが――迷宮神群はそもそも〝神々と誤解されやすい性質を持った不可思議な生き物〟という設定なので、武装した人間にあっさりと狩られてしまったり、ちょっとしたうっかりでドジを踏んでしまったり、あと人間に懐いて健気に頑張ってくれたりもします。見た目と生態はともかく割と可愛い子達です。

　クトゥルフの神々を野生の猛獣、あるいは孤高の存在と喩えるなら、迷宮神群のイメージはペットの犬猫、ハムスターみたいな感じでしょうか――あまり信じてもらえそうにないのですが、実は迷宮神群は萌えキャラのつもりで書いている節があります。「萌えねえ！」という方は神群への信心が足りないのかもしれません。つまりそのほうが正常です。

　あと作者は「ハオリムシ萌えー」とか素で言ってしまうタイプの人なので、その基準はお察しください。

　また内容についても、「強大な神々と、その影響に抗い翻弄される人々」――というよりは、「神々の力すら利用し、逆にその神々をも翻弄してしまう人間達」という、割と罰当たりな方向性です。

　神々は人の願いを叶えているだけ。むしろ厄介なのは人間が持つ狂気や欲望のほう――というのが、パラサイトムーンの基本的な世界観になります。

　一巻のハタニアスはまだそうでもないのですが、二巻のレブルバハト、三巻のオルタフあたりはもろにそうした方向性です。




　もちろん「迷宮神群は本物の神様ではない」ことにはシリーズ中でも触れていますので、そのあたりの罰当たり加減はどうかご容赦いただきたいのですが――たとえば〝神様でないものを神様と勘違いしてしまう〟という事例は、むしろ現実の世界でもよくある話で、古くは山野の熊や猪を神格化してみたり、近代ならカルト宗教の教祖が自分は神様だと言い出したり、あと近年はネット上でも「神の存在を信じるか」「昨日見た」的なやり取りがあったりと……本来の神様ならぬ偽神様が大量に見つけられる世の中のようです。

　ぱっと思いつく限りでも神ゲー、神動画、神調教、乳神様、箱根駅伝の山の神、と、いずれも気持ちはわからんでもないのですが、さすが八百万の神々が統べる国、もはやなんでもありです。ちなみに作者は猫神様を信仰しているのですが、まぁそれはそれとして。




　この『パラサイトムーン』のシリーズには、そんな具合に〝神様〟と勘違いされてしまった異形の生き物達がそこそこ登場します。

　造形的には化け物っぽいものもいますが、見た目に反して概ね誠実な生き物ですので、作品ともども可愛がっていただけると嬉しいです。




　それではまた、次巻にてお会いできることを祈りつつ――





２０１３年　春　渡瀬草一郎




〔このあとがきは電子書籍の配信にあたり書き下ろしました〕
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。人生的にどっかで間違えてる感はありますが、傍目には平々凡々とたゆたってます。一作目の『陰陽ノ京』から三ヶ月目の第二作、しかし作品世界では千年が経過。月日の流れははやいものです。写真のモデルはイトコの家の息子さん（三ヶ月）。
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はぎやまさかげ

昭和五十二年生まれ。水瓶座のＢ型。主な栄養源は月餅。近ごろ関東方面へ引越し先を探索中。









電撃文庫






パラサイトムーン




風かざ見み鳥どりの巣す











渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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